


















































７秒後の酒多さんと、俺。③
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　ある日突然、俺おれの異能はなくなった。

　もとから形のあるものでもないため、どこを探していいのかわからない。そして、探そうなんて考えた自分が信じられない。

　この異能のせいで俺は孤独になったんだ。

　大人になれば消えると言われて、それまで俺は我が慢まんしなくちゃいけなかった。

　この街で、誰だれとも心を通じ合わせずに生きていこうと思ってたのに……。

　なぜか、なくなってしまったことがショックだった。

　耳みみ栓せんも、もう必要ない。

　解放されたはずなのに、嬉うれしいどころか焦あせりすら覚える。

　このままここに居て……いいんだろうか。

　ここから立ち去る……べきなんだろうか？

　異能にまつわる呪のろいは解けたのに、俺の心は晴れない。

　このまま何事もなかったかのように、実家に逆戻りなんて……嫌だ。

　いくらそう思っていても、願ってみても「異能が消えてしまった」という事実は覆くつがえらなかった。
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　蒸むし暑あつい日々が続いていた。公立高校の教室にクーラーなんて気の利きいたものはない。涼りようをとれるかは運うん任まかせ。窓を全開にして風が通るのを期待するくらいなものだ。

　自力でどうにかするならば、下した敷じきで扇あおぐという手法もあるにはあった。

　そんな暑さにやられたように、クラスメートたちはどことなくぐったりしている。

　かくいう、俺おれもだらんとしていた。そして少し気が重い。周囲をゆっくり見回すと、そうでない連中も少数だが見受けられた。

　本日の教室内の雰ふん囲い気きは端たん的てきに言えば、変……だ。

　憂ゆう鬱うつさや不安といったネガティブな感情と、達成感や開放感というポジティブさが入り交じった奇妙な空気が渦うず巻まいていた。

　俺の視界の端はしっこで、黄色いリボンがふわりと揺ゆれる。

「おい面めん堂どう朗あきら。扇げ」

「断る。なんで俺がお前を扇いでやらねばならんのだ」

　隣となりの席でツインテール凶暴小動物が机につっぷしながら、俺の方に顔を向けた。

「もう机が温ぬるくなってきた」

「そりゃ残念だな」

　今日も朝から日ひ差ざしはかんかん照りで、湿度も高い。通学路の長い道の先で、熱せられた空気が蜃しん気き楼ろうのように揺らめいていたりもした。

　暑さが憎い。そして、俺以上に暑いのが苦手なようで、縁ゆかりの背中はしょっちゅう汗ばんでいた。素肌にぴたりと夏服の開かい襟きんシャツが張り付いて、背中側のブラのラインがくっきり浮き出てしまっている。

「何を見ている」

「いや、別に……」

　新しん陳ちん代たい謝しやが良すぎるのも考え物だな。

　俺は何事もなかったように視線を前に向けた。席を一つ挟はさんだ先で川かわ原はらもまた、机にびたんとつっぷしている。そして、俺の席の右みぎ斜ななめ前には酒さか多たさんの姿があった。こんな暑い中でも、髪を下ろしているので背中側が隠れてブラの透すけ具合を確認できない。

　いや、別にしたいわけじゃないんだ。ただ、心配なだけなのだ。

　今の俺には酒多さんを守れるだけの力が無い。何かの拍ひよう子しにブラが透けたりでもすれば大事だ。それが見えたりまくれたり……酒多さんの場合、なにがあってもおかしくない。

「朗くんどうしたんですか？」

　気づいて酒多さんが俺と縁の方に振り返った。まだ朝のホームルームまで時間がある。今日は授業はなく、期末テストの返へん却きやく日だった。

　俺の戦績は自己ベスト的な意味合いにおいて、まあまあ悪くない。クラス全体でみれば下から数えた方が早いのだが、期末テストには保ほ健けん体たい育いくの筆記試験なんてものもあるからだ。

　そういう一般常識に近い教科でのみ、俄が然ぜんやる気が出てしまう自分を恨うらむ。受験に関係してくる教科でもがんばれたなら、俺は今よりもう少しだけ幸せになれたかもしれない。

　いや、十分に幸せなことを感謝すべきか。

　俺には美人家庭教師がいたのだ。しかも二人も。おかげで今のところ、赤点はとらずに済んでいた。これから答案が返却される数学さえクリアできれば、補習に呼ばれる危険は完かん全ぜん回かい避ひできそうだ。

　ぼんやりとりとめもないことを考えていると、縁が顔だけ酒多さんに向けつつ、俺を指さして不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。

「酒多さんこいつが扇いでくれないんです」

「縁ちゃんは暑がりさんなんですね」













　酒多さんが下敷きでぱたぱたと縁を扇ぎ始めた。縁は猫のように目を細める。

「おいおい縁さんや。酒多さんに扇がせるなんて大たい層そうなご身分だな」

　酒多さんは笑顔になった。

「わたしは縁ちゃんが気持ち良さそうになってくれて、嬉うれしいですよ」

　なんとも健けな気げで友達想いですね酒多さんってば。

　俺も下敷きを取り出して、酒多さんを扇ぐことにした。

「気持ち良いです朗くん！　癒いやされます」

　素直に俺に扇がれながら、縁を扇ぐ酒多さん。そして縁はというと。

「わ、私も扇ぐから！」

　酒多さんに向けてぱたぱたと風を送り始めた。けど、酒多さんの起こした風と縁の起こした風が正面からぶつかり合って、互いの威い力りよくを相そう殺さいしている。

「これだとお互いの力を打ち消し合っちゃってます」

　酒多さんが眉まゆを八の字にさせた。俺はしぶしぶ提案する。

「じゃあ、俺が縁を扇ぐから、縁は酒多さんを扇いで、酒多さんは俺を扇ぐといいんじゃないか？」

「なんで酒多さんの起こした素敵な風をお前が独どく占せんするんだ！」

「だってそうじゃないと成立せんだろ。お前は俺のことを扇ぎたくないだろうし」

　縁の表情が苦虫をかみ殺す。

「ううっ……わかった。そうする」

　縁が酒多さんを扇ぎ、酒多さんは俺を扇ぐ。そして俺が縁に向けてぱたぱたと下敷きを上下させようとしたところで、風が吹き始めた。

　校こう舎しや内ないを吹き抜けていく心地ここちよい風にそれぞれの手が止まる。教室のカーテンがばさばさと風に揺れた。開放された窓の向こう側に広がる空は、眩まぶしいぐらいに明るくて青い。視線のずっとずっと先にある山地に白い入にゆう道どう雲ぐもがこんもりと、トッピングの生クリームのように載っかっている。

　田舎いなかというほど田舎でもない稲いな波ば市しだが、やっぱりなんとなく田舎チックな光景だ。

「朗くん遠くに何が見えるんですか？」

「空と雲と山だけど……」

「珍しいんですか？」

「えっと……うちの実家は海と山に挟はさまれてるんだけど、わりと海の方が身近だったから」

　実家のことが口をついて出たのに、自分で驚いてしまった。

　期末テストが終われば、もうすぐにも夏休みだ。

　両親にもじいちゃんにも、俺は異能が消えたことを知らせていない。

　異能が消えたとわかれば、やっぱり俺は実家に戻らなければならないんだろうか？　もちろん、このまま黙っていることもできる。

　ただ、異能が消えたことを実家にきちんと報告して、転校手続きをするには学期末というのはぴったりなように思えた。

　二学期からこのクラスに一人欠員が出ても、誰だれも俺のことを気きに掛かけない。それならきっと俺はそうしたはずだ。

　そうなろうと、そうなるために、人の輪を避さけようと決心してこの街にやってきた。けれど俺の計画は酒多さんという存在によって打うち砕くだかれて、今に至いたる。

「海かぁ……行きたいなぁ。夏休みにみんなで合宿とかしたいです！　海に行って海かい水すい浴よくして！　それからスイカ割りとかバーベキューとか、あとお祭りに縁えん日にちの屋や台たいに花火大会！　おっきな打ち上げ花火もいいですけど、みんなで手持ち花火とかも憧あこがれちゃいます♪」

　酒多さんは無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。まるで準備していたようなやりたいことのラインナップだ。しかし、部活でもないのに合宿ですか？

　もちろん酒多さんの「やってみたい」宣言なので、可能な限り協力を惜おしむべきではない。守る会の会長は一瞬きらりと目を輝かせてから、俺と酒多さんに背を向けて軽く呼吸を整えると再びこちらに向き直り、口をとがらせ、わざとらしい不機嫌さを満まん載さいにして呟つぶやいた。

「酒多さんがしたいっていうなら、別に付き合ってあげなくもないです」

　合宿に行きたいって素直に言えばいいのに。

　そういう俺はどうなんだろうか。「補習対象者リストに名前が載らなければ」という条件なら、数学の結果次第。たぶん、いやきっとクリアできているはずだ。

　けれど。

「朗くん元気ないですね？」

　心配そうに俺を見つめる酒多さんに、俺はなんと返していいのかわからない。

　縁の口元がニヤリとなった。

「こいつはきっと補習でやがります。だから合宿には酒多さんと私の二人しか参加できないかもです。あ！　お母さんも一緒に来てもらって、ポイズンの夏季休業に合わせてお盆ぼん休やすみに行くといいかも」

「碧みどり店長が一緒なのはもちろん大歓迎ですけど、あの……えっと……あの」

　酒多さんのどこか熱っぽくもある、潤うるんだ瞳ひとみが俺に向けられた。瞬間、何かが俺の前を横切る。

「ハイハイハーイ！　オレは？」

　なんの前まえ触ぶれもなく、俺と酒多さんの間に眼鏡めがね男だん子しが滑すべり込こんできたのだ。同時に朝のホームルームが始まる前の予よ鈴れいが鳴なり響ひびく。

　川原って、割と決定的なイベントには敏びん感かんだよな。

「予鈴鳴ったぞ。この件は後でみんなで話し合いの時間を持つから席に戻れって」

「んだよケチケチすんなって！」

　いや、別にケチとか関係ないだろう。俺が肩を落とすと縁が吠ほえた。

「話し合いは無用だ。お前は朗とお留る守す番ばんをしろバカ眼鏡」

「な、なんだと！　バカは余よ計けいだ！　眼鏡なのは認める！　ん？　いや……悪くないかそのお留守番の条件は」

「悪いだろうが。なんでせっかくの夏休みを男だけで過ごさねばならんのだ」

　俺は一度落とした肩をさらにがっくりと落とした。

「安心しろ朗。オレはそんなに気にしない！」

「いや、気にしてくれ頼むから」

「あ、いいなぁ……信のぶ人とくん」

「羨うらやましかろう酒多さん」

「羨ましいです」

　酒多さんの羨ましい基準が謎なぞすぎる。

「でも、酒多さんは参加できないんだぜ。オレと朗は一緒に補習を受ける仲だからな」

　今、とてつもなく不吉な呪のろいをかけられたような気がするぞ。

「待て待て。俺は補習を受けると決まってないぞ。だいたいこの前の中間テストだって、俺は首の皮一枚つながったんだからな」

　中間テストは縁の指導のおかげで赤点にかすりそうで、かすらないスレスレのところでクリアできた俺である。今回もきっとたぶん大丈夫……だといいな。

　ちなみに川原は中間テストで、酒多さんが教えてくれた英語の点数だけやたら良かったのだが、数学で点数一桁けたをマークした剛ごうの者ものだ。

　正直、こいつにだけは数学で負ける気がしない。低レベルな争あらそいと言うことなかれ。

「朗くんと信人くんの補習が終わるまでは、合宿はおあずけですね」

　酒多さんはちょっぴり寂さびしげに呟いた。

「って、俺とこいつをひとくくりにしないでください酒多さん！」

　俺のツッコミに酒多さんはハッとしながら目を丸くさせた。

「ご、ごめんなさい。二人がとっても仲良しさんだから……つい」

「つい……って」

「良くわかってるな酒多さんは。マジで」

　川原よ。なぜそこで上機嫌なんだ。

　俺は眉み間けんのあたりを指でつまむように押さえた。困っているというポーズのアピールである。もちろん、俺のささいな動きを気に掛けてくれるのは酒多さんくらいなものだ。というか、俺が困っていることに気づけよ川原。あと縁、お前は俺が困っていると常に楽しそうだな。

　しかしなんで俺はこうもムキになってるんだ。やっぱり合宿に……行きたいんだよな。

　異能が無くなったことを実家に報告すれば、合宿や夏休みどころじゃなくなるかもしれんのに。

　合宿。ここで実家に帰ったら、参加できなくなるんだよな。

　なんで異能が消えちまったんだよ。中間テストのあとから騙だまし騙だましごまかしてきたけど、異能がない俺は酒多さんをうまく助けられなかった。

　不幸中の幸いというべきか、一学期後半は球技大会のようなイベントもなかったし、ポイズンでの酒多さんは可か愛わいくて仕事も一いつ生しよう懸けん命めい（かつ、失敗しない）なメイドウェイトレスさんなので、俺がフォローすることもなかった。しかしこの先、夏休みにはどんな危険が待ち受けているかもわからない。

　俺と出会う前の酒多さんは、遠えん慮りよがちな人だったらしい。縁の話でしか知らないのだが、もし俺がいなくなれば……いや、いたとしてもフォローできなければ、酒多さんは昔の引ひっ込こみ思じ案あんな傷つきやすい女の子に戻ってしまうかもしれない。

　ああ、何を悩んでるんだ。

　そもそも、酒多さんのことをずっと守っていられるわけないじゃないか。

　高校三年間、俺の異能が消えなくて酒多さんのそばでフォローできたとしても、卒業後はどうなるかわからないじゃないか？

　必ず酒多さんと別れる時がやってくる。

　それに俺がいなくなっても、今の酒多さんには縁や碧店長や、ちょっと怪あやしいけれど晴はる美みさんに、川原だってついている。酒多さんの天性のドジッ子っぷりをきちんと正面から受け止めてくれる人たちがいるんだ。

　今が俺にとっての潮しお時どきなのかもしれない。

「……くん……朗くん？」

「お、おう。どうしたんだ酒多さん？」

　気づけばいつの間にか朝のホームルームが終わっていた。俺が考え事をしている間にも世の中は動いていたようだ。酒多さんは相変わらず心配そうに俺を見つめている。

　あんまり心配かけたくないのに、なにやってるんだ俺は。

「運命の時が近づいてますね朗くん」

「運命？」

「そうです。数学のテストの返却です！」

「あ、はい。そうですね。ハハハハ」

　本日のトップバッターは一学期ラスボス「数学」だ。いきなり鬼門でクライマックスすぎる。みんな数学には多かれ少なかれ苦手意識があるらしい。子供の天敵＝ピーマン。高校生の天敵＝数学。集合的苦手意識が教室内の空気を緊きん迫ぱくさせる。

　縁はつまらなさそうにあくびをしてみせた。

「ずいぶん余よ裕ゆうだな縁先生は？」

「自信がある」

「さすが縁ちゃんです！」

「照れます。死にます」

　自分で自じ慢まんしておいて、酒多さんに褒ほめられると照れ死ぬとかって。

　実際、縁は中間テストの数学でクラスの最高得点をとっていた。その頭の良さが恨めし……いや、羨ましい。

　そうこうしているうちに、教室に数学の先生がやってきた。

　俺のテストの結果はというと。

　かろうじて、かろうじてセーフ。一点とはいえボーダーラインを超えて、俺は補習という名の戦場から脱出に成功した。

　酒多さんは自分が思っていたよりも点数がよかったらしく、縁のことを抱きしめている。酒多さんにふんわりぷにぷにな感謝の抱ほう擁ようをされながら、答とう案あんが机に投げっぱなしの縁は……うっ……百点だ。あるんだ百点って実在するんだ。なんだよこいつずるいぞ。いや、努力の結果なんだろうけど。

　ちなみに中間テスト数学一桁男はというと、俺に向かってサムズアップしながら答案を見せつけてきた。お疲れ様です。それ、文句なく一〇〇パーセント赤点です。




　学校からの帰り道、俺たちはその足でポイズンに向かっていた。今日のテストの結果を碧店長に報告しなければならない。前回の中間テストでも碧店長から言われたのだが「勉強に差さし支つかえるようならバイトはさせられない」というのが、ポイズンの経営者である彼女の考えだ。

　うだるような暑さの中、赤点をとった川原がなぜか一人、元気を剝むきだしにしている。ピンと人指し指を立てて川原は声を張った。

「なぞなぞターイム！」

「なんだ藪やぶから棒ぼうに。夏休み前で普段以上に変なテンションだな。まったく」

　俺の溜息をスルーしつつ、川原はなぞなぞタイムに突入した。赤点問題に加えてこれだけ暑いというのに、こいつのテンションの高さが、俺にはなぞなぞなんぞよりも断然謎だ。

「その場のノリと波長があえば、ちょっとくらいのミスは許してくれそうな国ってな～んだ？」

「ちょっとくらいのミスってなんだよ。赤点か？」

「違う！　たとえば、ちょっとだけ待ち合わせの時間に遅刻したりとかした時のことだ。それに赤点はあれだろ。オレとテメェをつなぐ絆きずなだろ!?　な？」

　な？　じゃねぇよ。こいつ、俺まで赤点をとったと思い込んでいるらしい。ちなみに俺は赤点ギリギリだったのが恥ずかしいので、得点の詳細を今のところ誰にも公開していなかった。

　実は今日、碧店長に報告するのが怖いくらいだ。もうちょっと点数にマージンがあれば、ここまでびくびくせずに済むのに。

「うーむ」

　腕組みして考える素振りを俺が見せた瞬間、川原は両腕を交差して×のボディーランゲージをした。

「ブッブー！　シンキングタイム終了！」

「早ッ！」

「正解は………………ジャマイカ！」

　こっちが解答する時間もこみでのシンキングタイムですか。つうか、それだと思考時間じゃなくて解答時間だろ。

「なんでジャマイカなんだよ」

「じゃあ……まぁいっか！」

　俺は視線を遠くの青空に向けた。夏の雲。深しん呼こ吸きゆうすれば胸一杯に吸い込まれる緑の匂におい。どこからか聞こえる川のせせらぎ。自然の中に心を溶け込ませ、落ち着きを取り戻したところで俺は口を開いた。

「ところで縁。今日の勤務時間はどうなんだ？　報告会のあとはいつも通りか？」

「…………」

　縁も遠くを見み据すえている。暑さで口を開くのも面倒くさそうだ。

「じゃあまぁいっか！」

「うるせぇ！」

　俺がツッコミを入れた瞬間、酒多さんがぽんっと柏かしわ手でを打った。

「あ！　なるほど！」

　気づくの遅いですよ酒多さんってば。

「じゃあまぁいっか！」

　しつこいぞ川原。

「じゃあまぁいっか♪」

　酒多さんは歌うように口ずさんだ。だじゃれ好きだったのか!?




　夕方からの開店前に、俺たちはポイズンにやってきた。扉にはclosedの看かん板ばんが掛かっている。カーテンも閉しめ切きられ、外から中の様子をうかがうことはできなかった。

　たぶん、それで良かったんだと思う。世間の視線的に。

　店の中はクーラーが効いていて快かい適てきなはずなのに、俺の背中には冷や汗が浮かんでいる。

　碧店長が目を細めて縁の頭を撫なで撫なでした。

「もう、誰に似たのかしら♪」

「お母さんがしっかりしてないから、私はしっかりしようと思ったんだ」

　伏ふし目めがちになって縁はぶっきらぼうに告げながら頰ほおを赤らめる。教育ママさんという感じではなく、どちらかと言えば縁に自由にやらせてあげている。と、俺は碧店長の教育方針を勝手に思い込んでいるのだが、それに反するように縁は勉強に関して優等生だ。対人関係にはもう少し柔じゆう軟なんさがあれば、縁って結構すごいんじゃないか？

　娘が勉強できるということや、努力ができるということを喜ばない親はいない。

「お母さんは赤点さえとらなければいいと思ってるのに、縁ってば本当に孝こう行こう娘むすめね」

「そういう言い方止やめて！　恥ずかしいから」

　俺や酒多さんのいる前で抱きしめられて、縁はばつが悪そうだ。

　続いて碧店長の笑顔が酒多さんに向けられる。

「酒多さんもテストお疲れさまでした。これからもポイズンのお仕事と掛け持ちは大変かもしれないけれど、よろしくお願いね♪」

「は、はい！　こちらこそよろしくお願いします！」

　真剣な顔つきで酒多さんはぺこりとお辞じ儀ぎをした。酒多さんはまじめだ。がんばって優等生であろうとしているわけではなく、ナチュラルボーン善人なんだと思う。

　ちゃんと気き遣づかいもできないのに人の顔色ばかりうかがってしまう俺には、そんな酒多さんの存在そのものが眩しすぎる。

　そして、碧店長は俺に向き直った。笑顔は……ない。

「面堂くん……ちょっと危なかったわよね」

「す、すいません」

　俺はすっかり萎い縮しゆくしていた。縁がぺったんこな胸を張る。

「こいつは私が指導したのにこの様ざまだからな」

　数学が一番危なかった。縁が俺に殺意の宿った視線を向ける。

「それでいて、英語の得点だけはよかったようだが？」

　英語に関しては俺よりも川原の方が良かったのに、何で俺を指名するんだよ。

「縁ちゃんが教えてくれたおかげで、今回の数学のテストはばっちりでしたよ？　あの、川原くんや朗くんの成績がいまいちだったのはそのあの……」

　酒多さんが縁の指導法に対してフォローに入った。そして、俺や川原に気を遣ってあわあわしている。良い人すぎてちょっと可愛い。いや、酒多さんの愛らしさを堪たん能のうしている場合じゃないんだが。

　男子二名の数学の点数が上がらなかったように見えるのは、そもそも俺たちがバカなだけであり、縁のおかげでようやく危機を脱だつしたり、脱さなかったりしたというレベルの話だ。

「そ、そうそう。縁は悪くない。教え方が上う手まかった。酒多さんの得点がアップしたのはその証明だ。俺だって縁のおかげで赤点を免まぬかれたわけだし」

　縁のほっぺたが赤くなった。ぷいっとそっぽを向いて呟く。

「もう一人はダメだったみたいだけどな」

　碧店長の視線が床に向いた。そこで……川原が土ど下げ座ざをしている。

「さすがにこれはちょっとまずいわよね川原くん？」

　別に碧店長がそうしろと言ったわけでもないのに、川原は自主的に額ひたいを床ゆかにすりつける姿勢になっていた。

「頼むからクビにだけはしないでください！」

　敬語で懇こん願がんしている。いや、こうなるとわかっているなら俺のようにギリギリでもボーダーライン越えを目指しておけと、俺が上から目線で言えるわけもなく。

　ボタンを一つ掛け違えていれば、俺も並んでドゲザーの仲間入りだったわけだし。

　川原ががばっと顔を上げる。

「そうだ！　晴美はどうなるんだ！」

　なんでそこで晴美さんの名前が出てくるんだ。碧店長は腕組みすると溜息をついた。

「晴美さんはまじめッ子さんだから、大学で単位を落とすようなことはないわね」

「じゃ、じゃあ……オレだけなのか!?　おい朗！　今すぐ赤点取ってくれ！」

「道連れにしようとすんなッ！」

　現実問題として、補習や追試そのものはポイズンの営業時間と日程的にかぶらないわけだが、碧店長もさすがにダイナミック赤点（三教科）をかました川原を、そのままにはできなさそうだ。

「補習と追試が終わるまでは、川原くんはバイト禁止ね」

「そ、そんな！　殺せつ生しような！」

　殺生とはまた古風な言い回しだな。

「だって平均点だったらオレ、こいつより上なんですよ！」

　うっ……いきなり痛いところをついてきやがった。

　これは残念ながら事実です。まだ総合成績は出ていないものの、主要な教科の平均点は、聞いた限り川原の方が上っぽい。こいつ文系教科だけみれば好成績っぽいんだよな。俺はどの教科もまぁまぁまんべんなく下の方だ。

　碧店長がトドメを刺した。

「もし、二学期の中間テストでも同じようなら……」

　ニコリと最後に碧店長が微笑む。川原の表情が凍こおり付ついた。そんな川原に手をさしのべて、その手をとって立ち上がらせる……酒多さん。

「次のテストはリベンジです！　がんばりましょう信人くん！　信人くんならきっとできます！　今回は文系教科に力を使い切っちゃったんです！　次は理系もバランス良く勉強すれば、きっとこのピンチは乗り越えられます！」

　力強い励はげましの言葉に川原はコクコクとうなずいた。

「お、おう！　酒多さんはやっぱアリだな」

　アリってなんだ。失礼なやつめ。と思っていたら、俺の隣に縁がスッと立って肘ひじで俺の脇わき腹ばらを誰にも気づかれないようにゴリゴリし始めた。

「痛ッ！　なんでしょうか縁さんや」

「なんかむかつく」

　そんなことで俺に当たらないでください。身が持ちませんから。

　ということで、終業式まで川原はバイト禁止となってしまった。これは川原に反はん省せいを促うながす意味では有効だと思うのだが、正直ポイズンの戦力ダウンはいなめない。

　碧店長は少し残念そうに呟く。

「川原くんがいないと、女性のお客さまへのサービスが減っちゃうけど……その分、男の子成分は面堂くんに一いち任にんね！」

「お、俺ですか？」

「キッチンは晴美さんもできるようになったし、フロアの仕事に挑戦してみる？」

「む、無理です絶対！」

　いや、本当は無理じゃない。俺の異能は無くなったわけだし、もう誰とどう接したって、異能をこじらせる心配もしなくていい。知らない人との接点だって、増えても問題無いわけだ。

　けど、対人スキルの低い俺がいきなりフロアで接客なんてできるわけがない。

「そう……残念ね。じゃあ秘密兵器を出すしかないわ」

　ちょっと待っててと言い残して、碧店長は奥に引っ込んだかと思うと、すぐさま執しつ事じのスーツを一式持ってきた。

　七五三用の子供サイズ？　とは言い過ぎだが、ずいぶん小こ柄がらなそれを縁の身体からだに合わせる。

「逆転フェアでこのピンチを乗り切るしかないわ！」

　まるでこうなることを予期していたかのようだ。

「わあ！　縁ちゃんかっこいいです！」

　もともとポイズンのメイド服は、黒を基調としていて可愛い系というよりかっこいい系なわけだが、やっぱりメイド服と執事スーツではまったくの別物だ。

「もちろん、酒多さんの分も晴美さんの分も用意してあるわよ！」

「ほ、本当ですか？」

　酒多さんの瞳が輝いた。と、思ったら酒多さんは俺のほうをちらちらと見てきている。いや、なんでそんなに俺を気にするんでしょうか？

　ちなみに、川原はずっと肩を落としてうつむいている。バイトできないことが相当堪こたえているようだ。

「お前、そこまで落ち込むことないだろ？」

「落ち込むだろ普通！　ただでさえ学校は短たん縮しゆく授業なんだぞ！」

　今にも摑つかみかかってきそうな勢いで川原は俺に訴うつたえる。

「自由な時間が増えていいだろ短縮授業は。短縮授業に罪はないぞ」

　まあ俺たちの場合、一度帰宅して夕方からポイズンに来なきゃいけないというのは手間なのだが。

「そういうこっちゃねぇよ！　だって……だってな……オレはその間補習なんだぞ！」

　ああ、なるほど。その間に俺と酒多さんが親密になるんじゃないか？　と、心配している訳か。

　俺が実家に戻れば、その心配はせずによくなるな川原。って、まだどうするか決めてもいないのに、俺ってやつは。

　酒多さんはちらちら見るのをやめて、いつのまにか、じっと俺を見つめていた。

「朗くん最近やっぱり元気がないです。悩み事ですか？　も、もちろん次のテストの時も、朗くんに教えてあげられるようにわたしもお勉強がんばります！　ポイズンのお仕事もがんばります！」

　健気すぎる。こんなに素直で健気で優しくて頑張り屋さんな彼女に、俺はもっと誠せい実じつであるべきだ。なのにまた迷っている。

「顔色よくないですよ？」

　酒多さんの顔が俺をのぞき込むように近づいてきた。瞬間、俺の足の甲こうに小さな踵かかとがむぎゅっと突き刺さる。

「いってええええええええええええええええ！」

「仮病でやがります酒多さん。こいつは元気です」

　ほらこの通り刺激を与えれば元気に活動を再開したでしょ？　と、言わんばかりに縁は俺を指さした。

　俺はケンケンして痛みを忘れようと必死だ。

「おい朗。なんだそのダンスは？　オレも混ぜろ！」

　並んで川原が片足を上げながら小さくジャンプを始めた。すごく落ち込んでいたかと思えばこれである。自由すぎるぞお前は。

「縁ちゃんやり過ぎです！」

「うっ……」

　酒多さんに普通に怒られて縁はちょっぴり気まずそうだ。

「いや大丈夫だから。今のは俺がちょっとオーバーなリアクションをしただけだから」

　縁の場合、俺になにされようと（むしろなにしようと）どうでもいい的な感じは常々あるのだが、酒多さんに怒られると普通に凹へこむ。放っておくと縁は暴発したり逃亡しかねない。なので、こういう時こそ俺がフォローしてやらねばならんのだ。

「ごめんね面堂くん大丈夫だった？」

　碧店長まで心配しながら、俺の両肩にフリフリっとした布地を当て始めた。

「うん！　やっぱりイメージ通りぴったりね！」

「あの、何をなさっていらっしゃるんですか碧店長？」

「逆転フェアだから面堂くんにも協力してもらわないと……ほら、メイドさんがいなくなったら困るじゃない？　こんなサイズのメイド服を作ったの初めてよ♪」

　楽しそうに碧店長はメイド服を俺の身体に合わせていた。

　作ったのは初めてって……なんでそんなもん作ってるんですか!?

「あ、ああああ朗くんがメイドさんになるんですか？」

　酒多さんがあたふたし始める。

「似合うじゃないか。ついでに晴美に……される権利をやる」

　褒められても嬉しくないぞ縁！　それに小声になった部分が聞き取りにくい。というか、いったい何させるつもりだ。晴美さんはすっかり縁の犬。もとい、なついて……じゃない、仲良く（？）なっており、縁が命令という名のお願いをすれば、何をしでかすかわからない一面がある。

　碧店長が小さく息を吐いた。

「今回は残念だけど川原くんの分は使えないわね」

　よかったな川原。補習のおかげでとばっちりを受けなくて……じゃない。

　きちんと拒きよ否ひしておかないと、今後も女の子っぽい服を作られたらたまったもんじゃないぞ。

「待ってください碧店長！　せっかく作ってくださったことには感謝しますけど、俺は着ないですよ！　着ないですからね！」

「えー！　なんで？　似合うと思うのに」

　子供っぽくぶーたれる碧店長は、なんだかすこし可愛い。けど、その可愛さに押し切られたら、俺の男としての尊そん厳げんが蹂じゆう躙りんされることになる。

「どうしてもだめ？　下着は男の子のでオッケーよ？　スカートもロングだし」

「ダメです」

「じゃあ試しに着てみるだけでも」

「嫌です」













　相手がオーナーだろうと、ここは引けない。引くわけにはいかない。男には戦わなければならない時がある。今がまさにその時だ。

「碧店長！　朗が困ってるじゃないですか！　と、友達が困ってるのを見捨てられねぇよオレは」

　援軍が現れた。川原だ。

「じゃあ、試着だけでも代わりに川原くんがしてくれる？」

　碧店長の目付きがなんだかちょっと怪しい光をたたえ始めてるぞ。

「そいつはそのあの……どうする朗？」

「俺にふるなよ！」

「テメェがそうしろっていうんなら、オレは……オレは身み代がわりになってもいいんだぞ！」

「身代わりにならんでいいから、一緒に抗こう議ぎしてくれ」

「朗……テメェはそこまでオレのことを心配してくれるんだな」

「してねぇ！」

　勝手に渦か中ちゆうに飛び込んできて、援護のフリして何を言っているんだこいつは。

「じゃ、じゃあわたしが着ます！　着ますから！」

　酒多さん、それは一周回って普通ですよ。酒多さんがメイド服着るのは普通ですよ――――っ!!

　すっかり俺の悩みも、碧店長のプチ暴走で吹き飛ばされてしまった。

「しょうがないわね。じゃあ逆転フェアはまた今度ね」

　碧店長が諦あきらめてくれて良かった。無む理り強じいする人とは思えなかったけど、服のことになると理性が感情にブレーキをかけられなくなるみたいだし。

　そんなわけで、川原は明日から補習なのだが、今日の夕方の営業から不参加となった。川原は出たがっていたけれど、赤点三つはさすがに俺も弁べん護ごできない。だいたい、赤点スレスレが四教科な俺に弁護人がつとまるとも思えないし。

　川原がいないフロア。

　大丈夫なんだろうか？　酒多さんはフロアで無む双そうできるけど、負担が集中すればミスだって出るかもしれない。

　酒多さんがミスをして落ち込んでしまわないだろうか心配でならない。

　異能がある時より俺、不安定になってないか？




　あれから川原は帰宅して、酒多さんも一度自宅に帰った。俺はといえば碧店長に夕方からの開店の仕込みの手伝いを申し出たのだが、縁が「私が手伝うから帰れ！」と言い出して、俺は追い出された格好だ。親子水入らずを邪じや魔まするのもなんだし、諦めて一度帰宅することにした。

　そういえば、碧店長には何度か「夕飯食べていく？」とお誘いも受けていたんだけど、縁が威い嚇かくしてくることと、夜は酒多さんを送っていくという使命もあって、流れっぱなしだ。

　アパートで一人、ベッドに寝転んで考える。時間は微妙にあった。出かけるには短いけれど、バイトの時間まで何もしないで待つには長い。

　テストも終わって、やっと気持ちも落ち着いてきたところだ。

　とりあえず現状を可能な限り整理してみよう。テスト勉強から解放された今ならできそうだ。

　異能が無くなったことを知るのは、この世界でただ一人……自分だけ。

　もともと俺に異能があったことを知らないのは、川原や晴美さんに碧店長。

　異能のことを知っているのは、俺の家族と地元の連中。とはいえ家族以外は誰も信じてはくれなかったけど。

　そして無条件で信じてくれた酒多さんと、条件付きというか、酒多さんのミス激減という結果から、信じるしかないと結論を導き出した縁。

　地元の連中は最後まで信じてくれなかった。信じてくれないだけでなく、俺はずっと拒絶され続けた。思い出すだけで手が震ふるえる。

　拒絶されない方法は一つしかない。

　最初から誰とも接点をもたない。接点さえなければ拒絶もなにもないのだから。

　ずっとそう、思っていた。

　なのに、酒多さんは俺の異能を受け入れてくれた。縁は文句を言いながらも認めてくれた。

　きっと酒多さんは俺の異能がなくなったって、何も言わないだろう。縁は「お前の存在する価値はなくなったな」とか言いそうだ。後者はかなり……こたえる。

　さんざん忌いみ嫌きらっていたのに、俺は異能と自分を切り離はなせずにいた。

　このままでいいんだろうか？

　ここにいていいんだろうか？

　ベッドから身体を起こす。

「やれるだけやってみてから……だな」

　自然と声に出していた。自分に言い聞かせるように。

　これからの俺の行動は「当面の急場をしのぐ」的なものだ。

　以前はこういう考えすらできなかった。と、思うことにしよう。俺も少しずつだけど、この街にやってきて人と触れ合って、前向きになれるように変わったんだ。変わったはずなんだ。

　異能無しで酒多さんをフォローする。

　どこまでできるかわからないけど、異能がなくたって酒多さんのためにがんばろう。がんばって自信をつけて、それからきちんと伝えよう。

　異能がなくなっても、ずっと酒多さんの隣にいたい。酒多さんの力になりたいと。
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　川かわ原はら抜きでオープンした本日の第一号のお客さまは、川原だった。

「へぇ。商店街にこんな店があったのか！　知らなかったなオレぜんっぜん気づいてなかったわぁ」

　わざとらしく呟つぶやく川原に、縁ゆかりがつかつかと歩み寄り、見上げ、睨にらみ付つけながら告つげる。

「帰れ」

「な、なんだと！　オレは今日は客としてだな……」

「帰れ」

「おい朗あきら！　助けてください！」

　厨ちゆう房ぼうカウンターの俺に向けて川原が敬語で訴うつたえた。酒さか多たさんは川原に対して、きちんとお客さまとして接するべきか、すっかり困っている。

　そんな中、ドリンクカウンターから笑顔で碧みどり店長が川原に告げた。

「川原くん。ペナルティー期間延長かしら？」

　目が笑ってない。

「か、帰ります！　オレ急用を思い出したんです！　あと、酒多さんはタイの角度がちょっと曲がってる。縁は靴くつ紐ひも緩ゆるんでる。晴はる美みは完かん璧ぺき。朗は……」

　川原は俺をじっと見み据すえてから呟いた。

「みんなを頼むぞ！　じゃあな！」

　言うだけ言って川原は脱だつ兎とのごとく店から逃げていった。

　俺たちに店を任まかせるのは心配なのだろう。しかし、一瞬で酒多さんのタイの角度や縁の靴紐の緩みを見抜くとは。川原はやっぱり川原なのか。

　スッと晴美さんが酒多さんの前に立った。酒多さんの胸のあたりに手を伸のばす。その視線は谷間のあたりに釘くぎ付づけだが、そのほっそりとした指先はタイにかかっていた。

「これで……良いと思います」

「あ、ありがとうございます！」

　続いて晴美さんが縁の足下にひざまずく。縁の靴紐を結むすびながら、おもいっきり上うわ目め遣づかいになっていた。なんかこの人必死だな。俺以上に。

「もうちょっと……もうちょっとで結べますから」

　靴紐を結ぶのに何度も失敗している晴美さん。まるきり手元を見ておらず、完全に注意が縁のスカートの中身にいっていた。端はたから見ている俺には晴美さんの視線がわかるけど、縁は気づいていなさそうだ。

「おい、結べと言った覚えはないし、それにしたって時間がかかりすぎだな？」

「ピンク……ふわふわマシュマロ……」

　晴美さんが呟いた瞬間、縁はスッと膝ひざをあげた。その膝が晴美さんの額ひたいに軽くヒットする。縁は悪びれることなく呟いた。

「すまない。ちょっと膝の運動をしたら当たったようだ」

　タイを直してもらってほんわか嬉うれしそうにしていた酒多さんだったが、晴美さんが縁に膝で額を打ち抜かれたのを目撃して悲鳴をあげた。

「だ、だだだだ大丈夫ですか晴美さん！」

「見えました。太ももからお尻しりのラインまで……だから、大丈夫なのです」

　晴美さんは痛がるどころか至し福ふくの表情を浮かべていた。

「縁ちゃん、晴美さんに謝らないといけないです。晴美さんがなんだか訳のわからないことを口走っちゃってます！」

　酒多さんはちょっぴり焦あせり気ぎ味みだ。

「な、なんで私が！」

「偶ぐう然ぜんの事故といっても、晴美さんを蹴けっちゃったんですから」

「それはこいつが変態で……うう」

　酒多さんの「いけません！」という表情に、縁のツインテールが力なく揺れた。

「ごめんなさい」

　縁の口調は棒読みだ。うーむ、これは縁が可か哀わい想そうな気もするな。ただ、すごいと思うのは理り不ふ尽じんな状況にも拘かかわらず、縁が素直に折れたことだ。確かに蹴りはやり過ぎだったと思う。けど、晴美さんが潔けつ白ぱくとも思わない。

「痛いの痛いのとんでけ～～♪」

　酒多さんは晴美さんの額をなでなでしてあげていた。いっそう晴美さんが嬉しそうに目を細める。

　晴美さんの一人勝ちじゃないか。と、思っていたら縁が無言でキッチンカウンターに入ってきた。俺の隣となりに立って脇わき腹ばらに拳こぶしを突きこんでくる。

「痛いてッ！　な、なんだよ」

　小声で俺おれは我が慢まんしながら聞いた。

「うるさい。こうでもしないと収まらないんだ」

　勘かん弁べんしてください。




　酒多さんがテーブルとキッチンカウンターをせわしなく行き来する。普段は適度に手を抜いている縁ですら、額にうっすらと汗を浮かべていた。

　日が落ちたとはいえ外は蒸むし暑あつい。冷たいドリンクの動きが活発で、注文はアイスティーやアイスコーヒーなどに集中した。ドリンクカウンターで碧店長がテンパりだしている。晴美さんもドリンクのお手伝いだ。

　一方、熱々のオムライスの動きは鈍にぶい。夏らしいサラダ感覚の限定メニューが必要かもしれない。そのため、暇ひまというほどではないのだが、周囲を見られるくらいの余よ裕ゆうが俺にだけあった。川原のやつ、この状況を予見していたんだろうか？

　縁が極ごく悪あくレモン汁のグラスをお得意さまの元に運んでいく。

　お得意さま二人組が瞳を輝かがやかせた。

「こ、これが縁さまの新メニューなんですね！」

「僥ぎよう倖こう！　まさに僥倖すぎる！」

　盛もり上あがっている……けど、あれを本当に頼むお客さまが存在しようとは。メニューには激げき辛からマークならぬ、レモンのアイコンの激げきすっぱいマークをつけておいたんだが。

「レモンマーク五個！」

「キスの味！　レモンの数だけキスの味ッ！」

　縁は何も言わず、お客さまに会え釈しやくもせずにグラスだけ置いてテーブルを離れていった。

　直後、押し殺したような悲鳴があがる。

「すっぺぇぇ……」

「大丈夫だ。氷が溶ければ薄まるはずだ！　気をしっかりもて！」

　いつかの自分を見た気がした。あのドリンクの氷はレモン汁を氷らせた特別製で、たとえ氷が溶けてもレモン味が薄まることはない。

「わ、わあああ！　お客さまガムシロップはいかがですか!?」

　酒多さんが銀色の小さなシロップ入れを二つ、レモン汁に苦しむお客さまのテーブルに運んでいった。

「あ、ありがががががが」

「しっかりしろ―――――ッ！　救助がきたぞ――――！」

　お客さまは酒多さんのもってきたシロップを、一気に全部レモン汁のグラスに投入した。酒多さんはちょこんとお辞じ儀ぎをしてそのテーブルを離れると、すぐに次の仕事に取りかかる。先ほどお客さまが帰られたばかりのテーブルを片付け始めた……ところで他のテーブルからお呼びがかかり、すぐにそちらの注文を聞きにいった。

　せわしない。俺も落ち着いて観察している場合じゃないぞ。フロアに不ふ慣なれな俺が出て行くと、邪魔になりかねない。けど、このままじゃ戦線が崩ほう壊かいしかねん。

「あ、あああああああああ」

　反対側のテーブルで晴美さんが、男性のお客さまにアイスコーヒーを出していた。

　手が震えてコーヒーのグラスの中が波うっている。

「おおおおおおおままままままままままままままままっまっまっま！」

　やばい。よりにもよって男性のお客さまに行くなんて無む謀ぼうすぎる！

　料理の注文はとぎれているし、こうなったら一瞬だけでも俺もフロアに……今の俺ならできるはずだ。

　カウンターから一歩、俺はフロアに踏ふみ出だした。

　人類にとっては小さな一歩でも、俺にとっては大きな一歩だ。

　と思った矢先、俺の目の前を酒多さんが早足で通り過ぎていった。酒多さんは晴美さんのフォローに向かったようだ。その足は今にももつれそうだった。

　川原抜きの初日なこともあって、不慣れなことから負ふ担たんの大きさも増している気がする。誰だれか一人、いなくなるだけでこんなにもバランスが崩れるのか。

　俺は……晴美さんには悪いが、足をもつれさせ気味な酒多さんを後ろから軽く抱きしめた。酒多さんは肩かたをビクン！　と、させる。

「あ、朗くん？」

　俺はすぐにパッと酒多さんを解放した。

「えっと、これはその……」

　俺が口ごもっている間に、晴美さんがなんとか自力でアイスコーヒーのグラスをお客さまにお出ししていた。

「アイスコーヒーになりまっまっまっ」

　いっぱいいっぱいで呼吸がつまって、彼女は最後まで言い切れなかった。

　お客さまは晴美さんのド緊きん張ちようっぷりを初うい々ういしいと思ってくれたのか、静かに「ありがとう」と一言返してくれた。ほんと、この街の人たちって優しい。

「ありがとうございます」

　酒多さんは俺に向き直ってポッと頰ほおを赤らめた。そんな俺と酒多さんを、一仕事終えた晴美さんが見ている。すごく不思議そうにしていた。

「どうしたのですか？　なぜ朗先輩は両手をあげているのですか？」

　俺の姿勢は酒多さんをパッと解放した時のままだ。ハンズアップ状態だった。

　酒多さんは目を丸くして、それからフルフルと首を左右にさせる。

「なんでもないです！　それより晴美さんすごいです。ちゃんと接客できました！」

　晴美さんが俺に視線を向けた。妙みように熱っぽいまなざし……ではなく、俺をじっと見つめてから小さくお辞儀する。

「それもこれも、朗先輩のおかげなのです。男性に……少しだけ耐たい性せいができたのです」

「いや、俺なんかなにもしてないし」

「なぜ両手をあげたままなのですか？」

「それはその……」

　酒多さんがぴょんと跳はねながら指さした。

「あ！　晴美さんあっち！　あっち！」

　ドリンクカウンターで碧店長が手を振っている。表情が焦り気味だ。それに気づいた晴美さんは、すぐにドリンクカウンターに戻っていった。

　酒多さんも、今し方取った注文伝票を俺に手渡した。俺は伝票を見ながらキッチンに戻る。

　やっぱりフロアは怖い。

　ゴールキーパーが攻撃参加したようなハラハラ感だ。厨房カウンターに入って、ようやく俺は落ち着きを取り戻すことができた。

　酒多さんがもってきたオーダーを今一度確認する。クラブハウスサンドだ。手早く準備を始めると、酒多さんがカウンター越しに俺に微笑ほほえんだ。

「朗くん、今の……助けてくれたんですよね？」

　そうか……俺が抱きついて支ささえた＝七秒後のフォローなんだよな。酒多さんからすれば。

　酒多さんは晴美さんが俺を追つい及きゆう（？）しようとしたところで、話を変えてくれた。

　俺をかばうように。

「朗くんの秘密は、わたしが守ります」

　なんだかとっても嬉しそうな酒多さんに、俺は言いようのない罪悪感でいっぱいだ。すぐに酒多さんはフロアのテーブルの片付けに出た。

　彼女が洗い物を流しに運び込む。そこから先、洗い物も俺の担当となる。晴美さんはフロアとドリンクの掛け持ちという状況だ。料理の注文が少ないのはキッチン的には不幸中の幸いだったけど、この先料理の注文まで多くなると洗い物に手が回らなくなるぞ。

　そんな懸け念ねんを具ぐ現げん化かするように、男性の団体さんがやってきた。八人もまとめて。いきなりポイズンは満席になった。団体向けの奥のテーブル席が全部埋うまるなんて、危険だ。商売の神様。こんな時に本気出さなくてもいいじゃないですかッ!!

「ここのオムライうまいんッスよぉ」

　やばい。のっけから飯目当てだ。オムライスの評判は嬉しいけど、今はまずい。

　俺が洗い物をしている間に、縁がぶっきらぼうに団体のお客さまを席にお通しした。オーダーを取り始める。

　見事なまでに全員バラバラのドリンクオーダーだった。縁が注文をドリンクカウンターに通す。碧店長はレジでの接客応対をしていた。酒多さんは他のテーブルの片付けに入っている。

　そんな中、晴美さんが手早くドリンクの準備を始めた。縁の通したオーダーをこなしていく。

　川原と同じくがっかり属性がついている晴美さんだが、それを帳消しにするくらい調理の仕事はめちゃ早い。

　縁が俺のもとにやってきた。

「朗……今だけは死ぬな。生きろ。ドリンクが終わったら、すぐに晴美を返してやるから持ちこたえろ」

　縁が優しく「生きろ」とか声を掛けてくるなんてよっぽどだ。

　彼女が持ってきた注文伝票に俺は愕がく然ぜんとする。

　オムライスとクラブハウスサンドが四つずつ。ポイズンのキッチンの同時処理能力を遙はるかに超こえている。ドリンクを作り終えたところで晴美さんがキッチンに戻ってきた。

「晴美さんクラブハウスサンドを四つお願いします。うち一つはトマト抜きです」

「了解なのです」

　俺はオムライスに着手した。ずっと暇していたところに、忙しさというものは突然まとめて押し寄せてくる。

　俺一人なら途と方ほうに暮くれていたところだ。

　晴美さんがさっそくクラブハウスサンドに取りかかった。酒多さんは他のお客さまの注文を受けつつ、片付けをやりながらドリンクを運ぶ。縁はキッチンに戻った晴美さんに代わってドリンクの手伝い……というか、レジに碧店長が入っているので、実質ドリンクの主任と化した。

　いかに縁が幼い頃から碧店長の仕事を見てきたとはいえ、ドリップ式のホットコーヒーを美お味いしく淹いれるには技術が必要だ。それでも不幸中の幸いというべきか、この暑さでホットコーヒーの注文が入らなかったこともあって、縁はなんとか一人で仕事をこなしていた。

　川原さえいてくれたら、ここまでタイトな状況にはならない。なり得ない。

　いなくなって実感した。あいつ……やっぱりすごいんだな。

　とはいえ、いない人間には頼れない。俺は手を動かし自分の仕事に集中した。

　なんとかオムライスを四人前仕上げる。晴美さんのクラブハウスサンドも、あとはパンをカットしてフライドポテトと一緒にお皿に盛りつければ完成だ。

　酒多さんが銀のトレーを二枚もってキッチンカウンターの前にやってきた。オムライスのお皿をトレーに載せていく。トレー一枚につきオムライス二皿。合計四皿をまとめて運ぶ気だ。

「酒多さんそれはちょっと載せすぎじゃないか？」

　晴美さんの作ったクラブハウスサンドを切って、盛りつけしつつ俺は忠告した。その間に晴美さんが次のサンドに取りかかる。

「これくらいへっちゃらです！」

　酒多さんは自信満々に胸を張る。ゆっさたゆんと揺れまくった瞬間、晴美さんの手が止まった。

「おっきなおっきなマシュマロさん♪　ぷにぷにぽよぽよぷよんぷよん♪」

　晴美さんが歌い始めた。その手の動きが加速する。この人、本日絶好調だな。

　問題は酒多さんだ。

　お皿を四枚まとめてなんて、いけるんだろうか？　今日の酒多さんはフロアを行き来しすぎて、ちょっと足にきている感じだしフラフラだ。

「朗くんの美味しい料理が冷めちゃう前に、お客さまにお届けです♪」

　俺が悩んでいる間に酒多さんはトレーを手にフロアに向かっていった。

　しまった。

　止めるべきだった。酒多さんは俺が止めたら、こんな無茶はできないのだから。

　縁は自分で用意した水出しアイスコーヒーのグラスをトレーに載せて、他のお客さまの応対に当たっている。もちろん、酒多さんの無茶運びにも目を光らせていたのだが、その視線が俺を見据えてた。

　まるで心の声が聞こえたようだ。

『朗がゴーサインを出したなら、酒多さんは失敗しない』と。

　これまでの……俺と出会う前の縁なら、きっと酒多さんにこんな無茶な挑戦はさせなかっただろう。俺が止めない＝成功。そういう公式も成り立つのだ。

　縁は俺の異能を信じてくれた。

　俺はカウンターから飛び出す。

　酒多さんは小型犬のようにプルプルしている。彼女の上じよう腕わん二に頭とう筋きんから今にも悲鳴が聞こえてきそうだ。判断がつかない。酒多さんの足取りはおぼつかないし、ふらついている。酒多さんは転ころびそうで……転ばない……けど、いつ転んでもおかしくなかった。

　キッチン側でチーン！　とベルが鳴る。振り返れば晴美さんが困ったようなまなざしで俺を呼んでいた。

　クラブハウスサンドのチェックのお願いである。が、今はそれどころではない。こうしてキッチンカウンター側に振り返ったその瞬間にも、酒多さんは豪ごう快かいに転ぶかもしれないのだ。

　俺は……フロアに棒立ちだった。酒多さんの背中を見つめていた。酒多さんはふらつき、よろめきながらもなんとか奥の席に到着する。

　酒多さんが重たいトレーを両手にやってくると、お客さまがテーブルに不時着のためのスペースを作ってくれていた。そこに酒多さんはゆっくりと軟なん着ちやく陸りくする。

　お客さまに気を遣つかわせてしまったことに、酒多さんは少しだけ申し訳なさそうだ。

「あ、ありがとうございます」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをする酒多さん。お客さまは「よくがんばった！」とか「ナイスガッツ！」と、酒多さんにサムズアップしたりねぎらったりしている。

　酒多さんは笑顔を返してお客さまに配はい膳ぜんを始めた。

「オムライスのお客さまにはケチャップでメッセージをお書きいたしま……あ！」

　オムライスを人数分出し終えてから、ケチャップがないことに酒多さんは気づいた。俺は心臓をバクつかせながらキッチンカウンターに戻る。

　何事も無かった。安あん堵どした。それでも心臓が早はや鐘がねを打ったままだ。

　カウンターに並んだクラブハウスサンドのチェックをする。トマト抜きもできているし、もう俺のチェックなしでもいいと思うんですけど晴美さん。

「か、完璧です。トマト抜きもばっちりです」

「ありがとうございます。いってくるのです」

　キッチンカウンターを出るやいなや、晴美さんは酒多さんが忘れていったケチャップのボトルとクラブハウスサンド四つをそれぞれトレーに載せて、奥のテーブルに向かっていった。四つお皿をトレーに載せていても、晴美さんに危なっかしさは皆かい無むだ。

　とても堂々としていた。背筋もピンッとまっすぐで、まるでモデルさんのウォーキングのようだ。

　晴美さんって、見た目よりも力持ちなんだろうか？

　ともあれ、本日のボスキャラ的なミッションは、なんとか乗り越えられたようだ。

　援えん護ごにかけつけた晴美さんのケチャップボトルを使い、酒多さんはその愛らしさたっぷりのオムライスメッセージサービスを団体のお客さまに展開する。

　お客さま方は酒多さんに見とれていた。

　よかった。本当に。

　サービスを終えて酒多さんが、空あいたテーブルの片付けに向かった。オーダーが途と切ぎれたので俺もそれを手伝いに、キッチンカウンターを出る。酒多さんから洗い物を受け取って、俺が流しに持っていけば少しは酒多さんの負担も減らせるはずだ。

　酒多さんはトレーに食べ終わった食器を載せていた。これまたトレーにまんぱんだ。それを持ち上げようとしている背中に、俺は声を掛けた。

「酒多さんそれは俺が持って行くから」

「わわッ!?」

　俺の声に酒多さんは驚いていた。驚かすつもりなんて毛頭なかったのだが、酒多さんは大きく肩をびくつかせて……。

　ガシャガシャガシャガシャガシャガシャン！

　お皿がトレーから雪崩なだれのようにこぼれて床に落ちた。何枚か割れてしまっている。

「し、失礼いたしました！」

　酒多さんが声をあげた。店内で何かが割れる音がすると、自然とお客さまの視線もそこに集まってしまう。すぐに縁が、ちりとりとほうきを持って飛んで来た。そして、呆ぼう然ぜんとしている俺を睨み付ける。

　やばい。

　今の俺は不自然だ。













　この酒多さんのミスは、フォローすべきレベルのミスだった。そのきっかけを作ったのは誰であろう、俺なのだ。

　俺は異能でこうなる未来を予よ測そくして、酒多さんの背中から不用意に声をかけないようにするなり、酒多さんに近づいた場合であっても、そのトレーをキャッチしてあげることはできたはずだ。そう、異能が有効ならば。

　縁はたどたどしい手つきで割れた皿を片付けている。酒多さんも散らばった食器をかき集めていた。俺もしゃがんで手伝う。

　飲食店で食器が割れることはさほど珍しくもないことだ。それに、お客さまの料理が載ったお皿を割るよりも、食べ終わって帰られたあとのお皿なだけ救いもある。

「ごめん。酒多さん」

「朗くんの異能があるって油断しちゃいけないですよね。今のはわたしがぼーっとしてて、びっくりしちゃったのが悪いんです。朗くんが気に病むことなんてなにもないんですよ？」

　酒多さんは俺を励はげましてくれた。

「ごめん」

　俺の口からは謝罪の言葉しか出ない。食器をまとめ終えてトレーに載せると、俺はキッチンカウンターに敗走する。そんな俺の隣に縁がいつの間にか並んで呟いた。

「今のは助けておけ。そういう約束だからな」

「すまん」

　割れずに無事だったお皿をトレーに載せていることもあって、縁がトレーを持つ俺をこづいてくるようなことはなかったのだが、その視線は明らかに不ふ機き嫌げんで俺への抗議の感情がむき出しだった。

　俺と縁は約束した。酒多さんを助けると。俺は異能でサポートして、縁は俺ができないところで酒多さんをフォローする。

　俺に異能が無いことを縁が知ったらどう思うだろうか。

　想像するのが怖かった。




〝早く帰ってきてくれ川原！〟

　と、本気であいつの復帰を望んだ三日間。初日ほどの混こん雑ざつもなく、二日目以降は徐じよ々じよに連れん携けいもできるようになり、俺も手が空けばフロアに出て酒多さんの代わりに、空いたテーブルのクリーンナップ作業をするようにした。

　そして、川原はというとポイズンに復帰したい一心で、補習もまじめに受けて追試もパスしたらしい。

　さらに、自分でも意外だったのだが、川原がポイズンに復帰してからも俺はフロアに出て、空いたテーブルの片付けを自然とするようになっていた。縁も以前よりドリンクの手伝いに積極的だ。川原もいるため忙しさのピークも難なく乗り越えることができた。

　酒多さんも仕事中の一生懸命すぎる表情から、余裕ができて笑顔が増えた。そんな酒多さんや縁に見とれがちな晴美さんは、とても楽しそうにキッチン側の仕事をこなす。相変わらず男性のお客さまは苦手っぽい晴美さんだが、それでもフロアでオーダーを取ったりする、直接的な接客回数も増えつつある。

　川原の不在で、自分も含めてみんなそれぞれに気づいたことがあった。成長するのには傷が伴ともなう。なんて、どこかで聞いたような言葉を実感した。

　こうして短縮授業期間が過ぎていき、俺たちは一学期の終業式を迎えたのだ。

　夏休みが始まった。
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　夏休みの俺おれたちはというと、基本的に夕方からポイズンのアルバイトだった。

　アルバイトのない昼間はどうなのかといえば、酒さか多たさんと縁ゆかりの提案で、七月中に宿題を終わらせる計画が実行に移されたのである。毎日だらけることなく、規き則そく正しい日々になりそうだ。

　そんなわけで、俺は稲いな波ば中央図書館にいた。俺と川かわ原はらが並んで座り、その反対側に縁と酒多さんが座ってテーブルを一つ占せん拠きよしつつ、もくもくと夏休みの宿題に取り組んだ。

　宿題なんて大嫌いなはずなのに……こうしてポイズン以外でも酒多さんに会えるのが嬉うれしくて、宿題まで好きになりそうだ。

　冷房の効いた自習室で、酒多さんが軽く背せ伸のびをする。

「今日もいっぱい進みました♪」

　パタンと英語の辞書を閉じて酒多さんは微笑ほほえんだ。

　川原が机につっぷす。

「なー酒多さん。この先の宿題は全部写させてくれ」

「ダメですよ信のぶ人とくん。赤点とったらポイズンでお仕事できなくなっちゃうんですから」

　そういえば、夏休み明けに小テストがあるんだよな。あんまり早く宿題を片付けすぎても、忘れてしまっていたら意味がないような。

「じゃあがんばったオレをもっと褒ほめてくれ」

　ぐったりしている川原の頭を、酒多さんは撫なで撫なでした。

「信人くん偉いです。よくがんばりました♪」

　羨うらやましくなんかないぞ。俺は別に川原を羨ましいなんて思ってないぞ。

　すると、酒多さんの隣となりからにゅ～～っとツインテールの頭が割り込んできた。

「縁ちゃんも偉いです。良い子良い子」

「べ、別にそんなつもりじゃない！」

　縁さんや。明らかに撫でてもらいにいってたでしょうに。

　すると酒多さんが俺を見つめてきた。両手をさしのべて微笑む。

「はい。朗あきらくんもどうぞ」

「ど、どうぞって！　俺は別にいいから」

　すごく恥はずかしい。とりあえず話題を変えつつ移動の準備だ。あんまり図書館の自習室で雑談するのもよくないし。

　俺は荷物をまとめ始めた。

「酒多さんは夏休みにやりたいこととかないんですか？」

　テスト返却期間にそんな話が出たけれど、それっきりになっていた。

「朗くんを良い子良い子したいです」

「それは夏休みでなくてもできるでしょうに」

「そ、それもそうですね！」

　酒多さんも縁も川原も、勉強道具一式を鞄かばんに詰め込んでいく。こうしてみると、日常というものは構成されている場面がどれも似たり寄ったりで、変化もなく退たい屈くつなものだと改めて思う。俺の世界は学校と自宅とポイズンのある商店街と、吾あ妻づま駅近辺と、あとはこの図書館くらいしかない。

　夏休みなのだから、何かとんでもない大冒険がある……とは限らないのだ。

　川原がバッと挙きよ手しゆした。

「野球やろうぜ！」

「やらん」

　相変わらず、こいつの提案はどこから出てきたのか想像もつかない。高校野球に触しよく発はつされたのだろうか。ちなみに、我らが稲波高校野球部は地区予選一回戦で敗はい退たいだ。

　席を立ち、俺たちは自習室から図書館の廊ろう下かに出た。酒多さんと縁が並んで俺の前を歩き、俺の隣のポジションには……川原だ。

「甲こう子し園えん行こうぜ！」

　川原の提案に酒多さんが眉まゆを八の字にさせた。

「野球は九人いないとできないし……困りました」

　マジレスですか!?

「いやいや、対戦相手も必要ですから酒多さん」

　俺は酒多さんのやりたいことを聞いたのに、酒多さんが川原の意見に乗っかってしまっては元も子もない。

　縁がぼそっと呟つぶやいた。

「合宿……したいって酒多さんは言ってたから」

「したいです！」

　酒多さんは廊下で軽くスキップする。転ころぶんじゃないかと俺はハラハラした。いや、もっと酒多さんを信じよう。これくらいのことで転ぶわけが……。

　ドテッ！

　転んだ。しかも俺や川原にパンツを見せて。本日のそれは爽さわやかなライムグリーン色でした。シンプルな紐ひも付つきです。素敵な丸みをおびていて、触さわってみたくなる衝動にかられます。

　すぐに俺は酒多さんに手を伸のばした。もちろんパンツを……もとい、彼女を立ち上がらせるためだ。

「だ、大丈夫ですか酒多さん？」

「あいたた……も、もちろん平気です！」

　酒多さんは俺の手を取って立ち上がると、ムッフー！　と、少し鼻息を荒くさせた。口をへの字にして心配ご無用！　と言わんばかりの表情だ。そして、俺の背後に回り込んだ縁の手しゆ刀とうが、ざくざくと俺の腰のあたりに突き刺さっている。痛い。こいつ、焼けた砂に手刀を突きこんで鍛きたえてるんじゃないか？

　気まずい空気になる前に、ここはひとまず話題を変えよう。

「な、なあ縁さんや。ポイズンのお盆ぼんはどうするんだ？」

「お盆休みは取る」

　縁のお父さんは縁が幼い頃に他界した。やはり、お墓はか参まいりに行くんだろうか。

「それで、なんだ？」

「いや、お盆というと先祖の霊を供く養ようするとかだし、遊んでもいられないのかと」

「お墓参りなら普段から行くから、お盆だからって特別行くことはない」

　縁は俺の懸け念ねんを察さつしていた。異能はなくなったのに、こういうところでピタリと合う感触は残っている。

　川原が笑った。

「じゃあ遊ぼうぜ！」

　冷房の効いた図書館の建物を出ると、夏の日ひ差ざしが容よう赦しやなく俺たちに降ふり注そそいだ。

　暑さに負けている場合じゃない。話題を引き戻そう。

「遊ぶのと合宿は少し違うような気もするんだが。それで酒多さんはいったいどんな合宿に……」

　俺の質問にかぶせるように川原が吠ほえる。

「遊ぶための合宿だろ！　な？　そうだろ酒多さん？」

「は、ははははい！」

　ぶっちゃけやがった。そして、酒多さんもまんざらではなさそうだ。

　縁がぼそっと呟く。

「酒多さん。合宿するなら……お、お母さんから提案がありやがります」

「碧みどり店長が？」

　思わず俺は言葉を漏もらした。川原が眼鏡めがねをクイッと中指で押し上げた。

「提案ってなんだ？　あ！　わかったぞ海の家を出すんだな！　ポイズン海の家支店で、従業員は全員水着着用！」

「違う！」

　バス停に向かいながら縁が首を左右にぶんぶんと振る。

「ともかく全員、今からポイズンに来い」

　命令口調の縁に川原がぶーたれる。

「え～～。話があんなら夕方からのバイトのあとでいいだろ別に」

　一度ポイズンに行ってから自宅にもどって、またポイズンに仕事に行くとなると二度手間だ。

「嫌ならこなくていいんだぞ」

「嫌だ！」

　川原よ。ストレートすぎるな。しかし、俺はといえば正直気になる。碧店長の提案ってなんだろうか？　酒多さんに変なことを吹き込んだりもするけれど、基本的にはとても良い人だ。

「俺は碧店長の提案がちょっと気になるな」

「朗がどうしてもと、そこまで言うんならオレも行く！」

　いや、どうしてもというほど気にしてはいないんだが。つうか、嫌なんじゃなかったのかよ？

「あ、あわわわ！　もちろんわたしも行きます！　行きますとも！」

　酒多さんがコクコクと二回、うなずいた。

　俺たちはバスに乗ると、しばらくバスに揺られて、商店街前のバス停で降車し、縁に促うながされるままポイズンへと足を運ぶのだった。




　午後三時。昼の部の営業も終わって一段落したポイズンで、碧店長が俺たちを待ち受けていた。

「お帰りなさい♪」

　碧店長と一緒に晴はる美みさんの姿もあった。縁がほっぺたを膨ふくらませる。

「なんで晴美がいるんだ？」

「お母さんがお願いして来てもらったのよ。ね～～晴美さん？」

「は、はい」

　慎つつましやかに控ひかえめに晴美さんはうなずいた。瞬間――碧店長がいきなり俺たちに手を合わせて拝おがむようにしながら頭を下げる。

　なにごとだ？

「お願いがあるの！」

　酒多さんがびっくりして目を丸くさせた。

「どうしたんですか碧店長？」

「あのね、実は……縁には前々から話してたんだけど……」

　少し言いづらそうな碧店長。

　もしかして……リストラか!?　俺が見る限りではポイズンのお客さまの入りはいいけど、実はすごい赤字を出していた……とか。確かに最近、お客さま一人あたりの単価が落ちてるよな。夏メニューの開発は急務だったのか!?

　真剣な面おも持もちで店長は口を開いた。

「モデルをお願いしたいの！　お願いみんな！」

　なんだリストラじゃないのかよかったよかった。俺の心配は杞き憂ゆうに終わったわけだ。

　って、モデル？　いったいなんの？　モデルと聞いてヌードモデルを瞬時に連想してしまったけど、まさかそんなわけないよな。

「碧店長？　モデルっていったいなんのモデルなんですか？」

「あのね面めん堂どうくん……私みたいなおばさんじゃもう無理なの！」

　まさか本当にヌードモデル!?　いや、若いですよ若々しいですよ現役バリバリですよ碧店長！　って、クラスメートのお母さんになんてことを心の中とはいえ口走っているんだ。俺はバカか――ッ!?

　落ち着こう俺。最後まで話を聞くんだ。

「話が見えてこないんですけど……いや、それに碧店長はおばさんじゃないですよ。とっても美人だし若いですから」

　むぎゅっと俺のほっぺたが何者かにつねられた。

「お母さんを褒めてくれてありが……とうッ！」

　縁だ。伸ばした手で俺の頰ほおを指でつまむと、ぐいっと力を込めて引きちぎる……ような動作をする。ダイナミックに力強く勢いも十分に。もし俺がパン系のヒーローだったなら、中のアン的な何かがはみ出ているところだ。

「痛いてぇ」

「縁ちゃん乱暴はよくないです！」

「こいつが変なことを言い出すから、恥ずかしくなって私は照れ隠しをしただけです。ちょっとしたいたずら感覚です。それに酒多さん！」

「は、はい!?」

　急に話題の矛ほこ先さきが酒多さんに向けられた。驚いて酒多さんの声がひっくり返ってるぞ。

「お母さんが若々しくないっていいやがりますか？」

「そんなことないです碧店長はとっても素敵でお姉さんチックです！」

　縁の視線が晴美さんと川原も見回した。

「とても美人だと思います。縁先輩とどちらか選べと言われたら……とても、とても悩んでしまいます」

　頰を赤らめる晴美さん。いや、選べとかそこまでつっこんだ質問はしていないでしょうに。

　川原はぶっきらぼうに呟いた。

「それより早く話の続きをしてくれ！」

　ハッと気づいて碧店長はうなずいた。

「そうそう続きね。あのね……ずっとずっと断ってきたんだけど、今年はもう断り切れなくなっちゃって……」

　普段はハキハキしているのに、今日の碧店長はどうも要よう領りようを得えない。縁がしぶしぶ腕組みした。

「お母さんの卒業した専門学校で、毎年夏になると課題の発表会をやるんだ」

「そうなのよ。それで学生のファッションショーが開催されるの。お客さんも会場に入れて、結構本格的なのよ？　来場するお客さんは生徒の家族とかがメインなんだけど、業界関係者も来るし……お洋服はもちろんだけど、モデルもステージ演出も、全部専門学校の生徒たちが手がけるの♪」

　膝ひざをぴたりと合わせて碧店長はモジモジしている。なんだか仕し草ぐさが可か愛わいい。

　ふと酒多さんを見ると、瞳をキラキラと宝石のように輝かがやかせていた。

「素敵です！　ファッションショーなんてかっこいいです」

　女の子にとって、そういったきらびやかな催もよおし物ものは、やっぱり興味深いものなんだろうか。酒多さんなら可愛いしモデルもばっちりだと思う。ちょっと胸が大きすぎるかもしれないけれど。

　話がなんとなく見えてきた。碧店長はそのショーにゲスト出展することになったんだろう。服はもう準備ができている……となると、それを着てくれる人間が必要なわけだ。もう一度、碧店長が酒多さんを拝み倒した。

「専門学校の子たちはみんなそれぞれプロジェクトを組んでるし、知り合いの子たちも夏になると、この時期は東京のちょっと大きなイベントに行っちゃって摑つかまらないのよ～～」

　東京の？　モデルが集まるイベントなんてあるんだろうか。俺が首をひねっていると、川原がバッと姿勢良く挙手した。

「モデルならオレに任まかせろ！」

「おいおい、男のモデルは必要ないだろ？」

　俺が溜ため息いきをつくと碧店長はぶんぶんと首を左右させた。

「メンズもあるし是ぜ非ひお願いしたくて♪」

「あるんですかッ!?」

　まあ、俺や川原が着ている執しつ事じ服ふくも碧店長プロデュースだもんな。

　しかし、いったいどこでそんなショーをやるんだろうか？

「碧店長。質問なんですけど」

「はい面堂くん質問どうぞ！」

　うぁ。テンション高ッ！

「どこでやるんですか？」

　俺の予想は吾妻市だ。

　ほら、やっぱり人生というものは箱庭の中から出られないもので、俺の世界なんてせいぜい隣接する市くらいまでしか広がらないんだ。

　碧店長は「待ってました」と言わんばかりに胸を張った。

「熱海あたみよ！」

「熱海？」

「初はつ島しまよ！」

「初島ですか!?」

　まさかの相さ模がみ湾わん方面。実は実家はあっちの方だ。きっと偶然だよな？　熱海という地名を身近とは思ったこともないし、正直なところ、行ったことがない。しかも初島ってリアル離島だ。

　動どう揺ようする俺にとどめをさそうと、碧店長はピースをしてみせた。

「ゴージャスな温泉つきリゾートホテルに一泊二日なの！　しかも宿泊費用は専門学校持ち！」

　と、泊まりがけ!?　温泉つきのホテル!?　しかも宿泊費無料って!?

　頭の中が沸ふつ騰とうしそうだ。いや、マジで。

　落ち着け俺。いくらなんでも話がうますぎる。きっと何かとんでもない落とし穴が口をぽっかり開いて待ち受けているはずだ。

　浮かれるな。自制しろ。行けると思えば負けだ。行けないつもりになるんだ。

　行けないことを前ぜん提ていで、行けたらいいな♪　くらいの心構えでいれば、百ひやく戦せん危あやうからずだ！

「基本的に生徒はみんなショーの準備で忙しいからレジャーどころじゃなくて、プールなんかもほとんど貸し切りだし遊びたい放題よ！」

　プールがあるんですか!?　市営プールとかじゃなくて、リゾートホテルのプールですか？　貸し切りだなんて。

　そんなのずるすぎる。

　プールがあるなら酒多さんの水着姿が見られるじゃないか。

　ふと見ると、酒多さんが両手を頰に当ててほんわかとした笑顔になった。

「とってもとっても合宿チックです♪　素敵です♪」

　実現すれば贅ぜい沢たくすぎる高校一年生の夏休み。その思い出は一生モノになりかねない。酒多さんが行くなら縁もノーとは言えないだろう。

　乗り気な酒多さんに碧店長からも笑みがこぼれた。

「よかったぁ♪　酒多さん来てくれるのね！」

　碧店長が俺たちにお願いする格好ではあるけれど、ポイズンの慰い安あん旅行みたいだな。

　もしかして、そうなるように碧店長が専門学校と交こう渉しようしたんじゃなかろうか。

　碧店長は嬉しそうに酒多さんの両手をとってぶんぶんと縦にシェイクハンドする。そのたび酒多さんはがくがく揺さぶられて、胸元もゆっさゆっさ。

　俺は咄とつ嗟さに視線を胸元から外した。じっと見ていると縁の鉄拳が飛んでくる。主に、人体の急所めがけて。

　油ゆ断だん禁きん物もつ。縁の攻撃のこともあるけれど、この展開そのものに今のところデメリットがまったく出てきていない。

　碧店長を疑うわけじゃないけれど、きっとモデルをやるために何か特訓が必要！　とか、そういう流れがあるんじゃないか？　むしろあってしかるべきだ！

「というわけで、是非モデルをお願いしたいのよ♪　ランウェイでのウォーキングとかはポイズンの普段通りの感じでいいから！　現地でやることっていえば、リハーサルと本番に出てもらうくらいだし、メイクも向こうのメイキャップアーティストの卵ちゃんたちがやってくれるし、もう行くだけでいいの！」

　無いのかよ！

　これじゃあまるで、良いことずくめじゃないか？

　碧店長の視線が酒多さんの胸元にロックオンした。

「じゃああとで最新のサイズチェックね。採さい寸すんしてできる範囲内で調整しないと。今回のは大作だし。酒多さんは成長期みたいだし」

　酒多さんは両腕で胸を覆おおい隠かくす。

「そ、そそそそ、そんなに成長してません！」

　恥じらう酒多さんの顔に俺は妄想してしまった。

　まだ、大きく育ってるんですね。成長期……恐るべし。

　どうやら本当に旅行に行けそうな雰ふん囲い気きだ。

　ずっと碧店長のプレゼンに聴き入っていた晴美さんが、小さく手を挙げた。

「あ、あの……私も……」

「もちろん晴美さんにも来てもらうわよ」

「も、もももモデルを……」

「してもらうわよ！」

「こ、こここ更こう衣い室しつは？　個室ですか？　大部屋なのですか？」

「女の子の更衣室は共通の大部屋だけど……個室じゃないと恥ずかしいのなら学校側と掛け合ってみるわよ！」

「大部屋希望なのです！　行きます！」

　晴美さん。返事が力強いな。嵐の予感だ。縁が引きつった笑みを浮かべた。

「いいか晴美。自重しろよ」

「は、はい。あの、プールや海があるから、水着なのですね？」

　碧店長がコクリとうなずいた。

「温泉も楽しめるし、他にもレジャーし放題よ♪」

　晴美さんの顔が真っ赤になる。口元がにやけていた。そして……いきなり俺と肩を組んでくる川原。

「なんだよ暑苦しい！」

「やったな朗！　温泉だってよ！」

　俺は丁てい寧ねいに川原の組んできた腕を引きはがした。冷房の吹き出し口に近い壁際にスッと逃げる。ただでさえ夏場で暑いというのに、こいつはいったい何を考えているんだ。

「混こん浴よくでもないのに喜びすぎだろ」

　俺が呟いた瞬間、俺のみぞおちにグーパンが入る。縁だった。

「混浴したいとか言ったら、こ、ころしゅ」

「縁ちゃん暴力はいけません！」

「違います酒多さん。壁を殴ろうとしたら、偶然こいつがいたんです。そして朗、お前は虫むし眼鏡めがねで光を集められて弾はじける黒くろ蟻ありのように夏の日差しに溶け死ね」

「死ぬか！　蟻さん可か哀わい想そうだろ！」

　もう言い訳が無む茶ちや苦く茶ちやな上に、嚙かみまくりですよ縁さんや。混浴と聞いて動揺しているのだろうか？　そういう俺は、あまりのリアルが充実しそうな展開に戸と惑まどい、ちょっと混乱気味だ。

「残念だけど混浴はないのよねぇ。縁はもしかして面堂くんとお風呂に入りたかったのかしら？」

　碧店長の何気ない爆弾発言に、縁が耳まで真まっ赤かになった。

「そ、そんなわけないから！　お母さん変なこと言わないで！」

　酒多さんがぽんやりとしている。なんというか、夢む想そうに耽ふける感じだ。

「朗くんと……温泉？　は、はわあああああああ」

　酒多さんも一瞬でゆでだこ状態だ。晴美さんも女湯パラダイス妄想状態にトランスしていて、女性陣三名が顔面赤信号で横並びになる。

　今回の夏のビッグイベントを発表し終えて、碧店長が腕組みをした。

「それじゃあとりあえず、じゃんけんかしら？」

　俺と川原を交こう互ごに見ながら碧店長は微笑んだ。

「じゃんけんってなんですか？」

　聞いておいて嫌な予感しかしてこない。

「どっちがモデルをするかじゃんけんよ？　メンズの採用枠は一つだから」

　ど、どうりで話がうますぎるわけだ！　チケットは一枚だけだなんて……ちょっと酷ひどすぎるぞ。

　ほらね。人生なんてそんなもんなんだよ。

　って、あれ？　川原なんで涙目なんだ。まだじゃんけんする前から負けたみたいな顔して。

「店長！　オレか朗かどっちかなんてあんまりだ！」

「そうは言っても、今回のステージの目玉衣装のこともあるし、男の子を二人にするわけにはいかないのよ、どーしても。ちょっと奇きをてらって、メンズの衣装を晴美さんにっていうのも良いアイディアだと思ったんだけど……困っちゃうわぁ」

「ならオレと朗はお留守番しますよ！」

　なんでそうなるんだ川原よ。少なくとも二分の一の確率で俺が勝てるかもしれんわけだから、やるだけやらせてもらうぞ。こういう流れになって勝った覚えはないけれど。

「恨うらみっこなしだ。じゃんけんするぞ川原」

「テメェはそれでいいのか？　オレかテメェかどっちかしか選ばれないなんて、そんなの友情崩ほう壊かいの序じよ曲きよくだろ？」

「俺とお前の友情は壊れないから安心しとけ」

　そもそも、壊れるほど育はぐくまれているとも思えんし。

「そ、そう……か。そうか！　よし、ならじゃんけんだ！」

　じゃんけんをやる気になったようだ。浮うき沈しずみが激しくて忙しいやつだな。

　酒多さんをちらりと見ると、気まずそうだ。酒多さんの性格じゃどっちも応援できないよな。男子一名って条件でなく誰だれか一人ということなら、一番に彼女が辞退しそうだし。

　俺が酒多さんに視線を向けていると、背後から小さな影にこづかれた。

「おい朗。負けろ。これは会長命令だ。それからタバスコを目薬と間違えて『私の目がぁ～～』って悶もん死しね。こっちもお願いじゃない。命令だ」

　縁から俺に温かい声せい援えん……もとい、秘密指令が送られた。

　川原がじっと俺を見み据すえる。

「そ、それで朗はどうしたいんだ？　行きたいのか？」

「そりゃあ……まぁ」

　一瞬、身をひくことも脳のう裏りによぎった。だが、酒多さんが行く以上は同行したい。異能が無くても、可能な限りフォローをすると決めたのだから。

　ポイズンでの働きっぷりを考えると、俺よりも川原の方がよっぽど頼りになるってことはわかっている。わかっていますとも！

　急に、川原が俺の顔をビシッと指さした。そして、人指し指だけでなく中指も立てる。勝利のＶサインか？

「オレはこれで行く」

　Ｖサインでもピースでもなく、川原はチョキを予告した。俺は耳を澄すませる。いや、異能はないわけだが。川原の音が聞けたなら、じゃんけんで勝つのは簡単だったかもしれないな。

　俺は小さく息を吐いた。

「やるな川原。駆け引きか？」

　俺が素直にグーを出すと思っているんだろうか？

　ここはどうする？

　最大の安あん全ぜん策さくはチョキだ。もし川原が予告通りにチョキを出してきてもあいこに持ち込める。さらに川原が俺のグーを見越してパーで来た場合は、裏の裏をかくカタチでチョキによる返かえり討うちだ。

　そう。この場合、チョキこそが定じよう石せき。

　だが、何かのギャンブル漫画で読んだのだけど、その定石というものがもっとも危ないんだ。かといって素直にグーを出して川原が裏をかきチョキ→パー変更で来れば……殺やられる。

「最初はグー！」

　しまった。俺が考えている間に川原のやつ、かけ声をかけて強制的におっ始ぱじめやがった。釣つられて俺は最初のグーを出す。まだ心の準備ができてないぞ。

　何を出せばいいんだ？

「じゃんけん……ぽんっ！」

　こういうとき、咄嗟に出るのはパーなのだ。俺の手はチョキなんていう複雑な形状はもちろんのこと、グーすら作れずパーになっていた。

　川原は予告通り……チョキだ。

「朗ああああああああああああああ！　テメェ……オレがひとりぼっちにならないようにって……バカ野郎！　そんな友情ありがた迷惑だ！」

　川原が俺に抱きついてきた。俺はするっと避よける。

　そんなつもりは毛頭なくて、テンパった俺が悪いだけなんだが……。

　縁が口元をにんまりさせた。酒多さんは……あわあわしている。俺が行こうが川原が行こうが、どちらかが仲間外れになってしまうのが酒多さんには悲しいんだろう。

　けど、旅費を負担するのは俺たちじゃないんだし、出資者に文句は言えない。

「あの、俺、自分で旅費出すんで同行してもいいですか？」

　じゃんけんには負けた。でもついていくにはこれが一番だ。最近は実家の仕送り額がくを減らしてもらって、ポイズンのバイト代を生活費に当てている。

　けど、貯金だって少しはしているのだ。たぶんこういう時のために俺は貯金していたんだと思う。

　南の島のリゾートホテルって一泊いくらくらいなんだろう。リーズナブルな民宿とかあるかな？　観光シーズンだろうし今から予約って可能なのか？　なんなら最悪キャンプでも野宿でもしてやる覚悟だ。

　碧店長が俺の顔をのぞき込んで首を傾かしげた。

「面堂くん？　顔から生気が抜けきってるわよ？」

「いえ、その……俺も……」

「もちろん来てもらうわ♪」

　うつむき気味でそわそわもじもじしていた酒多さんが、ハッと顔をあげた。

「男のモデルは一人しか行けないんじゃ……」

「だからモデルは川原くんに決定ね♪　朗くんは私のアシスタントとして登録しておくわ。といっても、お裁さい縫ほうを手伝ってもらうわけにもいかないし、せいぜいお風呂のあとの肩もみくらいかしら？　リハーサルも本番も見学だけで退屈かもしれないけど、よろしくね♪」

　酒多さんの表情が晴れ渡った。

「み、みんな一緒に行けるんですね！　よ、よかったぁ」

　心の底から安あん堵どの表情を浮かべる酒多さん。そんな酒多さんを見つめて晴美さんがうっとりしている。

「安堵する酒多さん……可愛いのです。とっても優しい笑顔なのです」

　一方で、縁の表情が凍こおり付ついた。

「お母さんそんな話聞いてない！」

「あら？　言わなかったかしら」

「男のモデルは一人だけって……」

「そうよ？　モデルは一人だけで、もう一人にはアシスタントをお願いするつもりだったんだけど」

　どうやら縁も俺と同じく「男はどちらか一人しか行けない」と早とちり＆勘かん違ちがいをしていたらしい。

　川原が俺をじっと見つめてきた。

「べ、別に、テメェが行けなくなるから寂さびしいとか、一瞬たりとも思ってねぇからな。いや、そのアレだ。女ばっかだと落ち着かないだろ。朗も来られてよかったな！」

　もし俺がお留守番をした場合、川原は酒多さんと旅行できるけど、晴美さんや縁や碧店長にまで囲まれるわけか。これをハーレムと受け入れられるほど、川原も大人じゃないってことだな。逆の立場だったら俺も、きっとそわそわしっぱなしだっただろう。

　碧店長が締しめくくった。

「それじゃあ詳くわしい日程がわかったらメールするから、みんなそれまでに宿題終わらせちゃってね。たっぷり楽しみましょ？」

　こうして、ポイズンの合宿に俺もアシスタントという、碧店長の肩もみ専門のポジションで参加することになるのだった。

　肩もみ……いや、変なこと考えるなよ俺。
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　俺おれたちは今、フェリーのデッキにいた。三階建ての立派な遊ゆう覧らん船せんだ。夏の日ひ差ざしと潮しお風かぜと、波のうねりが重なり合う。そのハーモニーが不思議と心地ここちよい。

　海の透とう明めいさにも驚いたし、波しぶきの白さも美しいと感じた。

　酒さか多たさんはずっと、子供のようにはしゃいでいる。

「わあ！　見てください！　もう街があんなに遠くなっちゃいました！」

　出航した港側の街並みを海の上から眺ながめると、まるでミニチュアのように見えた。山の上の方までぽつぽつと建物が並んでいる。

　俺はずっと酒多さんばかり見ていた。展てん望ぼうデッキは遮さえぎるひさしもなく陽光が降ふり注そそいでいる。酒多さんはその眩まぶしい光の中で妖精のようだった。つばの大きな帽ぼう子しをかぶって潮風に吹かれ、彼女は嬉うれしそうに目を細める。帽子についているリボンも風に揺ゆれていた。

　なんだかすごく……良い感じだ。

「あ、朗あきらくん？　どうしたんですか？」

「いやあの……み、見とれてて」

「そうですよね♪　海の上から街を見るなんてなかなかできないし、見とれちゃいますよね！」

　そうじゃないですから酒多さん。

　電車に乗ってこの温泉街の駅について、そこからバスで港へ……そして、時間通りにフェリーに乗り今に至いたる。

　何度か酒多さんが転ころぶんじゃないかとハラハラしたけれど、船に乗る時も「足下に気をつけて！」とか、酒多さんに注意を促うながすくらいしかできなかった。

　はたから見れば俺は口うるさい男だと思う。けど、その成果もあってか今のところ酒多さんは転んでいない。

「わあ！　カモメがいっぱい♪」

　船が出航してからずっと、カモメの一団が追いかけるようについてきていた。酒多さんがフェリーのヘリの柵さくから身を乗り出す。

「あ、危ないですから！」

　そのまま鉄てつ棒ぼうの前まえ回まわりをして転落……なんて、本来ならあり得ないことだけど、酒多さんが夢中になった時は何があってもおかしくない。

　俺は彼女の腰こしを後ろから抱だくようにして支ささえた。













「わぁ♪　朗くんタイタニックですね」

「いやあの……そういうつもりじゃないですからッ!!」

「どういうつもりでもわたしは嬉しいです。朗くんのそばにいられて」

　酒多さんは羽を広げるように両手を水平にした。デッキには他の乗客もいて、何か微笑ほほえましいものでも見るような視線が集まってきた。

　やめてくれ！　これはその……イチャイチャしてるんじゃなくて、俺は遊園地の乗り物でいうところの安全バーなんだ！　こうしておけば酒多さんは一安心なんだ！

　と、心の中で叫ぶくらいしか俺にはできなかった。

　映画のワンシーンごっこに満足したのか、酒多さんは両手をおろす。俺がそっと彼女の身体からだを放すと、酒多さんはこちらに向き直った。

「楽しみですね朗くん♪」

　合宿。なんだかんだで交通費まで支し給きゆうしてもらって、ただで旅行なわけだけど……俺たちを招しよう待たいしてくれるなんて、ずいぶんと太ふとっ腹ぱらな専門学校だと今いま更さらながら思う。

「楽しんでいいのかな。一応、ゲスト出演者なわけだし」

「楽しんでやる方がいいですよ♪」

　酒多さんはモデルをやるということに緊張はないらしい。なんだろうか？　この心強さは。不安定な自分の弱い心が余よ計けいに浮うき彫ぼりになった気がした。

「わたしは朗くんがそばにいてくれたら……いてくれるからがんばれるんです」

　潮風と波とフェリーのエンジン音に消えてしまいそうな小声で、酒多さんは呟つぶやく。顔を赤らめてうつむき気味だ。

　すごく……ドキドキしてくる。

　デートだってろくにしたことがないのに、一緒に旅行だなんて。ステップアップしすぎだろ？

「酒多さん……俺」

　何を言おうっていうんだ？

　ここでまさかの「異能がなくなったこと」を告白？

　これから酒多さんにはモデルという大仕事が待ってるんだ。変なことを言って彼女を不安にさせるわけにはいかんだろ。

「は、はい！　なんですか朗くん？」

　酒多さんがじっと俺を見つめてきた。

　見つめ合う。

　降り注ぐ光の中で。

　これって、良い雰ふん囲い気きなんじゃないか？

　いや、だったらなんだっていうんだ。恋人同士っぽいようなそうでもないような甘い感じに浸ひたれるんじゃなかろうかと思ったりしなかったりしなくもなかったりで。

　ああ、確実に俺は混乱している。

　全部、全部、青い海と青い空と白い雲と照りつける太陽と、夏が悪いんだ。

　夏のバカ野郎！

「何をしているんだこの駄だ犬けん」

　不意に背後から、声をかけられた。そこに小さな黒い影が立っている。自販機の紙カップに入ったポップコーンを手にした縁ゆかりだった。

「い、いや別に何も」

「晴はる美みのやつは落ち着いた。今、お母さんが看かん病びようしてる」

　フェリーは三階建てで、一階と二階には座席があった。一階の席は列車の車内のようになっている。二階はオープンテラスの遊覧船といった感じで、三階が展望デッキ……それで、晴美さんがどうしたのかというと、出港と同時に彼女は船ふな酔よいになったのだ。

　弱点って誰だれにでもあるもんなんだなぁ。

　二階の風通しの良いテラス席で、縁と碧みどり店長が晴美さんを看病していたのだが……縁がここに来たということは、晴美さんはもう大丈夫というわけだ。

「縁ちゃんすごいですよ！　海は広くておっきいです！」

　酒多さんが水平線の向こう側にある半島を指さした。

「あ、そ、そうだ。俺が看病代わろうか？　そうだよな。俺ばっかり展望席にいても悪いし」

「晴美はお母さんがみてるから問題無い」

「そ、そうか」

　まあ、俺も酒多さんも碧店長に「晴美さんのことは任まかせてちょうだい」と言われて、半なかば追い払われるような格好だったんだけど……そういえば縁は引ひき留とめられたんだよな碧店長に。

　晴美さんにとって縁がそばにいるというのは、どんな酔い止めにも勝まさる特効薬かもしれないけれど……俺の考えすぎか？　碧店長って、俺と酒多さんを二人っきりにしたがっているとか……いやいやいやいや、こういうのを自じ意い識しき過か剰じようというんだよな。この前の「モテ期かも事件」の反はん省せいがまったく生かされてないぞ俺。

「そうだ縁。遠くを見るのに柵が邪魔だろ。俺が持ち上げてやろうか」

「ば、バカにするな！　生スイーツと間違えて生コンクリート胃の中に詰め込み死ね」

　縁は俺にポップコーンを投げつけてきた。いや、間違えないで！　なにその怖い拷ごう問もん。

「いいなぁ縁ちゃん。ちっちゃくて可か愛わいくて」

　酒多さんがぽつりと呟く。縁は顔を真まっ赤かにさせた。そしてもう一発、俺に向けてポップコーンを投げつける。

「おい！　やめろって！」

「黙だまって的まとになれ！　そして食らってくたばって光の粒りゆう子しになれ！　コンロにかけて爆発するポップコーン飛び散り死ね！」

　もう一発、縁がポップコーンの投とう擲てき体たい勢せいに入った瞬間……俺の目の前を白い影が通り過ぎた。縁が投げたポップコーンをカモメが空中でさらっていく。

「うお！　なんだ？」

　カモメの集団が展望デッキ上空を周回し始めた。ああ、そうか。カモメがついてくるのって、こういう餌えさ狙ねらいだったのか。

　ポップコーンという餌に釣られたカモメ……を、追いかけて眼鏡めがねがカメラ片手にデッキに上がってきた。

　川かわ原はらだ。本日の眼鏡は川原曰いわく「自じ慢まんの逸いつ品ぴん」なんだとか。知るか！　そんないらない情報を俺に知らせてくれるな。

「シャッターチャンス！　どこだッ!?」

　自慢のデジタル一眼レフのファインダーをのぞき込みながら、川原はデッキの周囲をぐるぐると見回した。今日は熱海到着からずっとこの調子だ。

　まあ、カメラを持ってそこら中を撮ってまわっている方が平和である。

「よっしゃこっち来た！　カモメ激げき写しやだッ!!」

　川原がレンズを振り回した。

「他の乗客の迷惑にならんようにしろよ」

「わかってる！」

　こういう時に返事だけはいい。

　カシャカシャとシャッターが連射された。

「クッ！　速いッ！　海上の奴らは化け物か!?」

「カモメだ」

　しなくてもいいのだが、思わずツッコミを入れてしまった。

「ハッハッハ！　だがオレの一眼レフさばきからは逃れられんッ！　狙い撃つぜッ！」

　キャラ変わり気味な川原がカモメをロックオン……したところで、あらぬ方向に縁がポップコーンを投げた。一いつ斉せいにカモメたちが川原の視界から消えてしまう。

「逃げんな―――――――ッ！」

　ちょっと、おもしろかった。川原が構える。縁がポップコーンを投げる。川原が悔くやしがる。そんなやりとりが何度か行われる。

「ふぅ……なんであんなに逃げるんだよ。おい見ろ朗！　ぜんっぜん撮れてない」

　川原が俺にカメラ背面の液えき晶しようを見せつけてきた。どの写真も空と海しか写っていない。時々、端はしっこにカモメらしき残像感が残っているだけだ。

　球技大会のサッカーであれだけ活躍したのに、自分の好きなことではからっきしじゃないか。それとも、最新のデジカメをもってしてもカモメを撮影するのは難しいんだろうか？

　酒多さんがケータイを蒼そう空くうにかかげていた。縁がそのケータイの向けられた先にポップコーンを投げる。

　カモメの一団が横切った。酒多さんはケータイのカメラ機能を使ってシャッターを切る。

「わぁ♪　思っていたよりもうまく撮れました」

　酒多さんが俺にケータイの液晶を、印いん籠ろうのようにバーンと見せつけた。胸を張ってちょっぴり自じ慢まんげだ。

　躍やく動どう感かん溢あふれるカモメの姿が、今にもケータイの小さな液晶画面から飛び出してきそうな感じだった。

　あれ？　川原どうしたんだ？　なんでお前、涙目なんだ？

「さ、酒多さん……やるな！　オレが見込んだだけのことはあるぞ！」

「えへへ……ラッキーです。こういうのはビギナーズラックっていうんですよね？」

　双方、縁によるポップコーン誘ゆう導どうがあったことに気づいていないようだ。

「酒多さん謙けん虚きよだなチクショー！　酒多さんが相手だと、負けても悔しくないけどな」

　涙目になったものの、川原はすぐに笑顔になった。

　偶然だったのかもしれないし、縁の誘導もあったのだろうけど……酒多さんの撮影した写真の構図はバシッと決まっていた。ＰＣやケータイの壁紙にしたくなるレベルだ。

「そうだ酒多さん！　オレがカメラを教えてやるよ！」

「え？　で、でもカメラは信のぶ人とくんの大事な宝物なんじゃ……」

「ここまで撮れる酒多さんなら、きっと使いこなせるはずだ！」

「で、でもでもわたし、そんな高価なもの……落としちゃったりしたら大変です」

　酒多さんは遠えん慮りよがちだった。写真には興味があっても、川原の宝物を壊すかもしれないという懸け念ねんが、彼女にはあるのかもしれない。

　そう滅めつ多たなことでは壊れないと思うけど……酒多さん、もしかして昔、誰かから借りた大切なモノを壊しちゃったことがあるのか？

　だとすれば遠慮がちな反応にもうなずける。

「いいからいいから！　いやぁケータイと違って一眼レフって難しいんだ。だけどこのダイヤルをフラッシュ発光禁止のオートにしておけば、あとはカメラが自動で撮ってくれるから。あ、オレはほら拘こだわりがあるから基本はマニュアル撮影なんだけど、初心者の酒多さんにも使えるように再設定したんで大丈夫大丈夫」

　川原、やっぱりお前悔しいんだろ。

　川原が一眼レフのストラップを外した……瞬間、川原に向けて縁がポップコーンを投げつけた。しかも、一粒ずつではなく鷲わしづかみにして。

　散さん弾だん銃じゆうのように放たれたポップコーンが、川原の髪の毛にぽつぽつと、綿めん花かのようにくっつく。

「な、何をするッ！」

「酒多さんにそんな物ぶつ騒そうなものを持たせるな！」

　どうやら縁も俺と同じ結論に達したらしい。

　異能でフォローできれば、酒多さんがカメラを持つのも安心して見ていられるんだが……。

　あれ？　なん……だ？　空を見渡すと、さっきよりもカモメの数が増えていた。カモメたちは縁と川原を中心に旋せん回かいしている。

　嫌な予感がする。異能はなくても雰囲気で察さつせられるほどに。

「縁！　ポップコーンを隠した方がいいんじゃないか？」

　俺の忠告よりも速く、一匹のカモメが縁めがけて急降下してきた。縁が……襲われている。俺の身体は勝手に動いた。縁の手からポップコーンの紙カップを奪うばう。案の定、カモメは俺に集まった。

　目の前にカモメの足が迫せまる。痛ッ！　ついばむな！　こいつら凶暴すぎるぞ。腕で振り払う。ホラー映画か!?

「朗ッ！　こっちにパスしろ！」

　川原が腕を伸のばした。俺はたまらずポップコーンのカップを川原に投げてしまう。

　投げたのが……いけなかった。カップは宙を舞い、川原の頭の上に帽子のようにライドオン。そこにカモメたちが強きよう襲しゆうする。

　今や川原は、チョコレートなど食べられる飾り付けをされたクリスマスツリー状態だ。「ご自由にお召し上がりください」とは書いていないのだが、こんな状況で無事でいられるわけがない。

「うわああああああああああああああああああああああああ！」

　川原の悲鳴があがった。

「お、おい川原！　すまんわざとじゃないんだ！」

　謝罪しながらカモメの群れを追い払った。

「酒多さんも縁も二階に避ひ難なんして！」

「あ、あわわわわ……信人くんが！」

「いいから早く！　ここは俺にまかせて！」

「は、はい！　わたしたちがいると朗くんが救出に集中できないんですね。行きましょう縁ちゃん！」

「二人ともちぎったパンくずを鳥に食べられて帰宅できなくなり死ね」

　童話的殺害予告を残して縁は酒多さんに手を引かれていった。

　そういえば、童話って結構残ざん酷こくな内容が多いよな。って、悠ゆう長ちようなことを考えている場合じゃない。

　周囲の乗客たちが軽く引くくらいに、川原はカモメまみれになっている。残酷系童話のワンシーン……いやゾンビ系ホラー映画っぽいことになってるぞ。

「こっちだ川原」

　酒多さんと縁のあとに続くように、俺は川原の腕を引っ張って展望デッキから二階フロアに続く下り階段に飛び込んだ。

　ポップコーンは全部、海の盗とう賊ぞくたちにもっていかれてしまった。

「無事か川原……？」

　俺が振り返ると、川原はカメラを大事そうに抱えていた。

「うわびっくりしたぁ……なんだよあいつら遠慮ってもんをしらねぇな」

　あいつらとは、きっとカモメたちのことなんだろう。川原の髪型はぼっさぼさで、見事なまでにスタイリングが崩れてしまっている。

　ん？　あれ？　何か、大切なパーツが無い気がするぞ。こいつ本当に川原なのか？

「まいったまいった。海鳥なめてたぜ。ん？　どうした……朗？　朗なのか？」

「そういうお前こそ、本当に川原か？」

　川原の大切なパーツ……川原という人間を一言で表す時に出てくるあの部分が……消失していた。

「なんだか目の前がぼやけてんだけどぉ」

「それはたぶん、眼鏡をしてないからじゃないか？」

「ん？　そうなのか？」

　まるで川原は他人事のように呟いた。慌あわてて俺は展望デッキに戻る。デッキの上に川原の眼鏡が転がっていた。

　どうやらカモメともみ合いになった時に落ちたようだ。

　俺がそれに手を伸ばすと……空から白い影が舞い降りて……俺の指先が触れた瞬間にそれをかすめ取っていった。

　カモメの足に摑まれて、空高く舞い上がる川原……もとい、眼鏡。陽光を反射してキラキラと輝くそれは、きっとカモメには宝物に見えたのだろう。

　散らかっていたポップコーンがカモメの群れに一いつ掃そうされ、デッキにはクシャッとなった紙カップだけが残されていた。

「ま、待て！　それがなくなったら川原がッ！　川原じゃなくなるッ!!」

　俺の言葉などには耳も貸さず、カモメは海と空の境界線に向けて跳び去っていった。

　よろよろと後ろから川原がデッキに戻ってくる。

「そんなに落ち込むなよ朗」

「それって俺の台詞せりふじゃないか？」

　眼鏡って結構高いんじゃないか？　今日のお前の話題といえば、カメラの自慢をするか眼鏡の自慢をするかだったよな？

「だいたい眼鏡がなくたってオレは大丈夫だっつーの」

　川原はそう言うと、俺の肩をぽんッ……と叩たたこうとして、その腕が空を斬きった。

　こいつ、座ざ標ひようズレを起こしてるぞ。

「なんだ朗。避よけるなって！　巧たくみな足あし裁さばきだなこの野郎！」

　いえ、避けてませんから。一歩も動いてないですからね。

「ほら二階に戻るぞ。酒多さんたちが心配してんだろ？」

　俺の手を摑もうとして、虚こ空くうを摑んで失敗している。らちがあかないので俺の方から摑んでやった。川原は階段を降りようとして……壁に向かって歩き、壁に引っかかっている。

　障害物にリアルでスタックしてるぞ！　お前はゲームのＮＰＣか！

「おっと、こっちか」

　やっと気づいて……いや、普通気づくだろ一秒以内に。なんとか川原は俺と一緒に二階に到着した。

　さすがにちょっと気の毒だ。大事な眼鏡を取り返してやれなかったし、元はと言えば俺が川原にポップコーンのカップを投げたのが悪いんだよな。

「川原。大丈夫か？　あの……すまん！　ところであの眼鏡ってお高いんですか？　けど、俺……ちゃんと返すから！」

「へーきへーき！　テメェのせいじゃないって。ちょっと目の前がぼやっとしてるだけだしどうってことねぇよ」

　なんだこの寛かん大だいさは。本当に……いいんだろうか？

「そ、そうだ！　早く予備の眼鏡をした方がいいんじゃないか。あ、でも……」

　トランクのような大きな荷物は船の荷物庫に預あずけてしまったんだっけ。手荷物にはさすがに予備の眼鏡なんて持ってきてないよな。

「予備の眼鏡なんて持ってきてねぇよ！」

「トランクの中にもか？」

「おう！」

　胸張って断言されました。

　こいつ、学校にいる時とポイズンでバイトする時とで眼鏡を換かん装そうするくせに……なんでこういう時に限って持ってきてないんだ？

　二階デッキに戻ると縁が少し気まずそうにしていた。

「わ、悪かった」

　開口一番、川原に謝る……が、川原は首を傾かしげた。

「なんでだ？」

「私が不用意にポップコーンなんて持ち込んだから……」

「朗も縁も何落ち込んでるんだ？　事故だろあんなの。だいたい眼鏡キャラが眼鏡を守れなかったっていうのは、誰の責任でもなく眼鏡キャラ自身の責任だからな！」

　川原に……勝てる気がしない。こいつ、ダメだけど人間ができていらっしゃる。

「り、立派です。信人くん！　すごいことだと思います」

「別に褒ほめられるようなことでもないだろ」

　さも当然のように川原は告げると笑った。

　けど……やばくないか？

　俺の異能が消えただけでなく、川原の眼鏡までなくなるなんて。

　晴美さんも船酔いしてるし……あ、でも彼女はそもそも変態なので、酒多さんや縁とふたりきりにすると何か事件を起こしそうだよな。碧店長は言わずもがな。酒多さんを変な方向にプロデュースしがちなのが玉に瑕きずだ。

　島に到着する直前で、酒多さんを万全の状態でフォローできるのは、縁だけになってしまった。




「よしこっちだ！　足下に気をつけろよ！」

　川原が晴美さんをエスコートするように手を伸ばした。下船する際は大きな階段が港から船にかけられる。ちょっぴり急な金属製の階段だ。

　俺が酒多さんと並び、碧店長が縁の手を取って慎しん重ちように階段を降りる。川原が晴美さんを降ろしていると見せかけて、実は晴美さんが川原を誘導していた。

「川原先輩。ゆっくりいくのです」

「もちろんだ」

　言ったそばから川原が一段踏み外した。転びそうになったところで晴美さんがガシッ！　と、その腕を摑む。本来なら立場が逆なのだが……ともかく眼鏡のない川原は相当やばい。

「おっと！　すまん晴美」

「慎重にいきましょう。せーの」

　まるで二人三脚で声を掛け合うように二人は階段を降り、島に上陸した。

　正直、二人をよく知らなければお似合いカップルに見える。

「お似合いカップルだな」

　俺の心を読んでいるかのように、縁がぽつりと呟いた。酒多さんが縁の一言に反応する。

「美男美女の素敵なカップルさんです」

　二人とも「口を開かなければ」という条件付きですから。

　陸地について晴美さんが大きく息を吐はいた。

「船の旅は苦手なのです」

「お疲れさま。大丈夫ですか晴美さん？」

　顔色がまだすぐれない彼女に、俺は声を掛けた。

「だ、だだだだだだだだっだだああだしゃだ大丈夫なのです！　朗先輩のお手を煩わずらわせるようなことではないのです」

　熱っぽく俺を見つめる晴美さん。あ、緊張してるっぽいな。この潤うるんだ瞳ひとみは「警けい戒かい信しん号ごう」なのだ。以前ほどではないにしろ、晴美さんはまだまだ男性とのやりとりが苦手なままだ。

　と、思ったところで俺はふと違和感を覚えた。

　さっき川原と一緒に仲良く下船していたような……。

「ほら何やってんだよ！　バス停までとっとと行くぞ！」

　ホテルは港の反対側で、専用の送そう迎げいバスが来てくれる……のだが、川原はさっそくバス停をスルーして、下船した他の乗客たちの後ろについて歩き始めた。そっちは島の散さん策さくコース……と、矢印型の看かん板ばんが出ている。

　バス停も看板も川原には見えていないらしい。

　縁が呟いた。

「あのまま放っておこう」

「いや、ダメだろそれ」

　俺がツッコミを入れている間に、晴美さんがとっとっと……と、駆け足で川原の元に向かうと、腕を引いて戻ってきた。

「川原先輩の捕ほ獲かくを完了したのです」

「捕獲って！　オレ捕獲されるようなことしてねぇっての！　え？　あれ？　バス停こっち？　マジ出島？　ここ初はつ島しま？」

　後半ラップ調なのがうざさに拍はく車しやを掛けてるぞ川原。

　それにしても、晴美さんは普通に川原と触ふれ合あっている。

　酒多さんがぽつりと呟いた。

「あの、晴美さんは信人くんと手を握っても、だ、大丈夫なんですか？」

　質問する酒多さんの方が、今にも頭から湯気が出そうな勢いだった。

「特になにもないのです。川原先輩は眼鏡をなくされてしまったので、こうしてフォローするのがな、な、仲間！　なのです」

　晴美さんは恥ずかしそうに顔をそらした。どうやら酒多さんに見つめられることの方が、晴美さん的にはグッとくるらしい。

「それに、川原先輩はなんというか……男性なのですが男性らしくないというか……不思議とあまり緊張しないのです」

　恋愛対象になり得ないから手を握にぎってもドキドキしない。ということなんだろうか？

　俺に対してはまだ緊張している時もあるから、俺の方が男性として見られている？

　うーむ、それもまた違う気がするんだが。晴美さんの基準がよくわからない。

「もう良いだろ？　手ぇ離してくれって」

「あ、はい。そうですね」

　晴美さんが川原の手を離した。川原と晴美さんの間の空気は……別段悪くなった様子もない。まあ、川原からしてみれば、酒多さんの前で他の女の人と手をつなぐ姿は見せたくないよな。

　そうこうしているうちに、ホテルの送迎バスがやってきた。といっても大型のものではなく、健康センターや教習所の送迎バスサイズだ。

　俺は碧店長のトランクやら荷物をバスの中に運び込んだ。今の川原にはとてもじゃないが、任せられない。




　当然のことながら、俺と川原で一部屋。女性陣はというと、四人部屋である。女性陣が二人ずつに分かれなくてよかった。と、いうのが俺の正直な感想だ。

　仮にそうなった場合を考えてみる。

　縁と碧店長が一部屋。酒多さんと晴美さんで一部屋。

　晴美さんを年頃の娘さんと同室させるのは……危険だ。

　まあ、そうなったらなったで、縁が黙っちゃいないか。酒多さんと縁で一部屋。これなら安心だ。そして晴美さんと碧店長で一部屋。

　晴美さんが碧店長に襲いかかることは、きっとたぶん……いや、むしろ縁のことが大好きというのなら、姉妹のような若々しい碧店長に晴美さんの毒どく牙がが剝むきだしになることだって、あるかもしれない。

　しかし杞き憂ゆうだ。四人部屋なのだから、晴美さんだってうかつな行動には出ないだろう。いや待てよ。これって晴美さんから見ればハーレムなんじゃないか？

　というか、そもそもなんで晴美さんは女性なのに、俺がこんな心配をしなきゃならんのだ！　あ！　そうか晴美さんが女の子が大好きな変態さんだからか！

　あっはっはっは。

　本当に大丈夫なんだろうか。ともかく、がんばれ縁。晴美さんを押さえられるのは縁だけだ。心の中で応援してるぞ。

「おい朗！　プール行こうぜ！」

「そっちはベランダだ」

　ホテルの四階客室から見える外の景色は絶景だ。オーシャンビューというやつで、きっと夕日なんかも美しいと思う。

　俺も荷物を手にした。タオルと水着くらいしか入っていない。

　このホテルの名物はプールだった。ウォータースライダーがあるらしい。他にも敷しき地ち内にはキャンプ場やバーベキューができる広場に、テニスコートや野外アスレチックコース。それにバンジージャンプなんてアトラクションまである。

　屋内にはスポーツジムや温泉、卓球場にカラオケにミニボーリング場とよりどりみどり。それだけに留とどまらず、ちょっとしたコンサートが開けるホールすらも完備していた。

　リゾート施設としては至いたれり尽つくせりだ。朝夕の食事はバイキング形式。食べ盛ざかりな高校生の俺たちには文句のつけようもない。

　午後二時にチェックインしてこれから自由時間なのだが、正直アクティビティを全部制覇するのは不可能だと思う。

「なんか楽しそうだな朗？」

「べ、別ににやついてなんていないぞ」

「よっしゃいくぞ！　海がオレたちを待っている」

「海じゃないプールだから。あと、ドアはきちんと開けてから前に進め」

　本当はちゃんと前が見えていて、わざとやってるんじゃないか？　と思うくらいだ。酒多さんたちとはプールで合流する予定だった。

　正直、楽しいです。思えば異能があるせいで、旅行なんて自分から行こうとも思わなかったのに……。異能がなくなったことは、やっぱり俺にとって良かったんだろうか。




　プールは貸し切りだった。

　別に貸し切りにしたわけではない。他の宿泊客の姿がないのだ。ちょっと不安になる。もちろんプールの監かん視し員いんさんはいるし、プールが使用禁止になっているわけでもないのだが……。

　黒いワンピースの水着姿の縁が、プールサイドで俺の隣となりに並んだ。水着は白いフリルがあしらわれていて、ゴス系？　という感じだ。

　この趣味はたぶん……いや、確実に碧店長のものだろう。

「先に言っておく。この水着は……お母さんにやられたんだ」

「わかってる。みなまで言わんでも」

　縁なりにプールに行くからと、水着も自分で選んで用意していたんだろう。それを碧店長は「すり替えておいたのよ！」とかなんとかしたに違いない。

「それにしてもぴったりだな」

「なんだその言い方は！」

「ぴったりというか、似合ってるというか」

「……う、うるしあぃ。壺つぼ焼やきサザエの蓋ふたが取れなくて指で触さわってやけど死ね」

　縁がぷいっとそっぽを向いた。死ね死ねバリエーションに名物の壺焼きサザエが出てくるなんて、縁もなんだかんだでこの合宿を楽しみにしていた証しよう拠こだな。

「ところで碧店長は？」

「専門学校の生徒に捕獲された。たぶん、ショーまで帰ってこない」

「帰ってこないだなんて大げさな」

「大げさじゃない。お母さんは人気者なんだ。今頃、服飾系の生徒から質問攻めにされてる。こうなるからお母さんは来たがらないんだ」

「俺たちだけ遊んでるのって……なんか忍びないな」

「楽しまない方が悪いと思え」

　それはごもっとも。アシスタントということで同行したのに、プールにいるなんてちょっとダメかとも思ったけれど、俺が今から碧店長の元に行っても逆に迷惑をかけそうだ。せめて調理助手ならできたかもしれないけれど、服飾関係のことは門もん外がい漢かんなわけだし。

　前々からすごい人とは思っていたけど、碧店長ってその筋すじではカリスマ的な人気があるのか。別に碧店長の水着姿が見られなくて残念とか思ってない。思ってないぞ。

「それより酒多さんと晴美さんを更こう衣い室しつにふたりきりにしていいのか？」

「…………ハッ！」

　縁がくるっときびすを返した。

「プールサイドで走ると危ないぞ」

　俺の忠告も無視して縁は更衣室に戻っていく。俺は……今回は自じ重ちようした。以前『ＴＯＴＳＵＧＥＫＩ隣の女子更衣室』をやってしまっているので、ここは縁に任せよう。

　更衣室の方から「おいやめろ晴美！　酒多さんの脱いだ服を畳たたむふりをするな！」と、怒声が響く。それから落ち着いたトーンの声で「晴美さんの優しさに甘えちゃいました」と、酒多さん。

　酒多さんは晴美さんの「女の子が大好きすぎる」という正体に気づいていないんだろうか？

「いいですか酒多さん！　こいつは女の子が好きすぎる変態でいやがるんです！」

「わたしも縁ちゃんのことが大好きですよ。もちろん晴美さんのことも！」

　あ～～。ですよねぇ。

　そうこうしているうちに、プールサイドに女の子の集団特有の、きゃぴきゃぴとした声が近づいてきた。

「川原。あの……あとでデータを……」

「おう！　まかせろ！」

　本当ならいけないことな気もするのだが、川原のやつ……防水機能のあるコンパクトデジカメをプールに持ち込んでいた。他のお客さんがいないこともあってか、監視員さんも大目に見てくれたようだ。

　縁に引き連れられて酒多さんが姿を現す。髪の毛をアップのポニテにしていた。

　せ、セパレートですか!?　明るい花柄の水着でした。酒多さんの明るく前向きな性格を表したような、優しい色合い……だけど、白地がベースって大丈夫なのか？　水着の白って透けるんじゃ……いや、きっとそういった弱点を克服した水着に違いない。

　はちきれんばかりの胸元に、俺は空を見上げてしまった。このままでは前まえ屈かがみだ。

　俺は逃げるようにプールにダイブした。

　酒多さんがプールのへりまでやってきて、しゃがみこむと前屈みになる。

「朗くん？　いきなり水の中に入ったら心臓に負担がかかっちゃいますよ」

　前屈みになった酒多さんの胸が寄せてあげて、ただでさえ大きめなのに……。わざとか？　酒多さんわざとそんな風にしてるんじゃないか？

　このままじゃ……俺は目のやり場がない。

　そうだ、酒多さんもプールに入れば少なくとも、この目のやり場の困る感はなくなるはずだ。

　俺は手を伸ばした。酒多さんがその手をとる。

「――？」

「酒多さん。ごめん！」

　ぐいっと酒多さんを水中にひっぱりこんだ。

　水しぶきがあがる。引っ張った勢いで俺はプールの中に仰あお向むけ気味に潜せん水すい状態だ。顎あごを引かないと鼻の中に水が入ってくる。

　目を開くと、酒多さんが俺に……抱きついてきていた。彼女はびっくりして目をつぶりながらも、俺の身体を水中でぎゅっとする。

　プールの床を蹴けって、酒多さんをこちらから抱かかえると体勢を立て直し俺は立ち上がった。酒多さんの柔らかい感触が俺の胸板に押しつけられる。

　俺の頭が水面に出た。酒多さんも顔を出す。

　すっかり二人して頭からびしょ濡ぬれだ。

「ぷはー！　びっくりしました」

「ご、ごごごごめん」

「けど、とっても楽しかったです♪」

　酒多さんは無邪気に笑った。一歩間違えれば嫌われていたかもしれないのに、俺も何をやってるんだか。正常な判断がつかないくらいに、気分が高こう揚ようしていたらしい。

「くっつきすぎだ！　とりあえず死んで来世がゾウリムシになってまた死ね！」

　縁までプールに飛び込んできた。俺から酒多さんを引きはがすと、酒多さんの手を取りプールの真ん中方面に向かう……途中で、縁の口のあたりにまで水面があがってきて引き返してきた。

　どうやら、このプールは真ん中の方に行くにしたがって深くなるらしい。

　プールサイドには川原と晴美さんが棒立ちになっている。そんな二人に酒多さんがにっこり微笑むと……。

「攻撃……開始～～♪」

　プールの水をばしゃんとはねさせて、プールサイドの二人に思いっきり水をかけ始めた。

「うお！　やるな酒多さん！　ど、どこだ？」

　デジカメの画面を見ながら川原が酒多さんの姿を探す。そんな川原に……俺も水をぶっぱなした。

「ひゃん♪　ハァ……ハァ……酒多さんにかけられるなんて……もっと、もっとかけてほしいのです」

　晴美さんは恍こう惚こつの表情だ。しかし……なんで紺こん色いろのスク水なんですかこの人。どういうチョイスだ!?

　水をかけられてうっとりしている晴美さんに、縁が軽くキレ気味だ。

「いいから晴美も来い」

「は、はいなのです！」

　縁が手を伸ばし、晴美さんをプールに引きずり落とす。が、縁は巧みにバックして落ちてきた晴美さんから逃げた。晴美さんはプールの水を抱きながら沈んでいく。

「そのまま沈んでいろ」

　容よう赦しやないな。縁さんや。

　と、おもっていたら縁の顔が真っ赤になった。透明なプールの水の中、縁の足下に抱きついている人影がいる。愛いとおしそうに縁の外ももに彼女……晴美さんはほおずりしていた。

「やめろおおおおおおおお！」

　空いてる足で晴美さんの顔面を蹴って、縁は逃げる。いや、顔を蹴ることはないでしょうに。

　晴美さんは引きはがされてしぶしぶ水中から頭を出した。

「ごちそうさまでした」

　いや、蹴ってよかった。今のは蹴るべきだった。

　まったく、川原は変人だが晴美さんは変態だ。普段、その奇行が目立たないだけに潜水艦のような脅きよう威いの持ち主と言える。

　一人、プールサイドから川原がシャッターを切りまくっていた。

「お前はプールに入らないのか？」

「じゃあ誰が写真撮るんだよ？　お前、欲しいんだろ写真？」

　大声で川原君は暴ばく露ろしてくれました。すぐさま縁が俺の背後に立って、拳こぶしをぐりぐりやってくる。

「なんであいちゅ……あいつが写真を撮ってる？」

「クレームなら川原に言えよ」

「私も酒多さんの写真が欲しい」

　ぼそりと縁が呟いた。

「わ、わかった。川原に頼む役目は俺が引き受けた」

「じゃあわたしも写真ほしいです！」

「私もほしいのです。なによりのお土産みやげになるのです」

　酒多さんは純粋に思い出の品として。

　晴美さんは不純な……気がしなくもない。

　そういう俺だって不純です。すいませんすいません。でもコピーしてください。

　デジカメって、データを複製できるのがすばらしいですね。

　それにしても川原は変わらない。いや、方向音痴になってるし時々壁につっかかったりしてるし、十分おかしなことにはなってるんだが、あいつは眼鏡がなくなっても、堂々といつものあいつのままだ。

　眼鏡キャラでなくなっても川原は川原を維持していた。

　なくなってからその大切さを知る。なんて言葉は耳にしたことがあったけど……。

　ぼんやりしている俺の顔面に、どこから持ち込んだのかビーチボールが炸さく裂れつした。

「痛いてッ！　な、なにするんですか！」

　投擲したのは酒多さんだ。

「ぼーっとしてたらやられますよ！　朗くん！　プールは戦場なんです！」

　先ほど、プールに引き込んだお返しをさっそくされてしまった。

　俺はプールの水面に浮かぶビーチボールを手にすると、軽くトスする。ターゲットは縁だ。

「ナイストスだ」

　縁が軽くジャンプした。縁を中心にふわりと水面が盛り上がる。縁はスパイクを……晴美さんに叩たたきつけた。

「むぎゃ!?」

　変な声をあげて晴美さんは顔面ブロックした。

「晴美こっちだ」

「は、はいなのです」

　縁の方に晴美さんはボールを軽くトスする。再び縁がジャンプした。プールでジャンプする姿は、なんとなく背伸せのびの延長線上に見える。太陽を背にして逆光気味だ。それにしても縁のシルエットは、見事なまでに出るところが出ていない。

　ガスッ！

　俺の顔面にビーチボールが突き刺さるようにぶつかった。

「誰が平らだ！」

「俺はそんなこと言ってないぞ」

「顔に書いてある！」

　言いがかりにもほどがあるな。いや、思ったけどさ。

　俺はビーチボールを柔やわらかく酒多さんにトスした。酒多さんはそのボールを晴美さんにトスしてつなぐ。晴美さんから縁にトスが渡り……。

「プールの藻も屑くずになり死ね！」

　ガスッ！　と、再び俺の顔面にビーチボールのスパイクが飛んで来た。川原は専属カメラマンになったので、ビーチボール攻撃は許されたらしい。

　今いま更さらながら、縁は俺を目の敵かたきにしているようだ。なんとか縁ともう少しだけ国交を回復させたいんだが……。

　そうだ。褒ほめて伸ばすとかどうだろう。褒められて嫌な人間はいないはずだ。

「な、ナイススパイクだ縁」

　俺はビーチボールを酒多さんにトスして……結局もう一発縁のスパイクを顔面にぶち込まれた。先ほどより強烈だ。

　無理だこの人。直接褒めると恥ずかしがって余計に反発するみたいだ。




　プールで楽しんだあと、俺は少し寂さびしい思いをすることになった。

　酒多さんたちがリハーサルに行ってしまったのだ。酒多さんは「朗くんも一緒に見学ということにして、こっそり中に入っちゃえばいいんじゃないですか？　むしろそうするべきです！」と、無理矢理気味に俺を誘ってくれたけど、俺は……行けなかった。

　ついていっても、邪魔になるだけだ。

　会場前までついていって、なんとなくそんな気がした。専門学校生がくまをつくって、目を血走らせながら奔ほん走そうしている。

　みんなフラフラだ。まるでゾンビのように会場内を行き来している。

　俺たちはあくまでゲストでしかない。さらに言えば、俺は名前ばかりのアシスタント。立ち入ってはいけない気がした。

「俺は、ほら、アシスタントっていっても何もできないし……散歩でもしてるよ」

「そ、そうですか……」

「酒多さん。それに縁も晴美さんも川原もがんばって」

「お前に心配されるようなことはない」

　縁はフンッと鼻を鳴らす。

「は、ははははい！　更衣室はどちらなのですか？」

「リハーサルはランウェイの歩き方やショー当日の動きについてだ。実際に服を着るのは明日だけだ」

　不機嫌そうに縁が付け加えた。少しだけ晴美さんが気落ちしたように見える。

「まかせておけって。歩くだけだろ？」

　川原が壁に向かってサムズアップした。

「そっちは壁だぞ川原」

「わかってるって！　ジョークだよジョーク！」

　今度は晴美さんの両肩をぽんぽんと、川原が両手で軽く摑むように叩く。

　その手を晴美さんがとって、俺の肩に誘導させた。

「こちらなのです川原先輩」

「そっかそっか！　ありがとな晴美！」

　俺の肩をぽんぽん叩きつつ川原は酒多さんの方を向いて笑顔をみせた。

「な、なあ川原。俺が……」

　代わろうか？

　そんな言葉が口をついて出そうになった。

「心配ねぇよ！　だいたい見えてるから」

　見えてないだろ。

　会場内から碧店長が姿を現した。チェックインの時に別れてから数時間……たった数時間なのに、どことなく碧店長はやつれている。

「みんな急いで！　ステージ使える時間も限られてるから！」

「は、はい！　じゃあ、行ってきます朗くん」

　酒多さんがちょこんとお辞じ儀ぎをしてから会場内に向かって歩き始めた。それに釣られて晴美さんが川原の手をとって会場の中へ。

　晴美さんのおかげで川原は大丈夫そうだな。それにしても、いつのまに川原とあそこまで打ち解け合ったんだろうか？

　変態と変人で気が合うとか？　まさかな。

　最後に縁が会場の中に入りかけて、俺の方に戻ってきた。

「朗……なんで川原と代わらないんだ？」

　うっ……そこをついてきますか。

「俺には無理だってファッションショーのモデルなんて」

「別にプロの動きをしろなんていわれてないし、普通に歩くだけでいいんだぞ」

「か、川原の方が見み栄ばえがするだろ」

「そ、そそそうでも……ないぞ。お前だって」

　これは遠回しに褒めてくれているんだろうか。

「じゃんけんで負けたんだ。川原もやる気まんまんなようだし……大丈夫だって」

「変だ。最近……私や酒多さんに隠し事をしてないか？」

　また、言われてしまった。

　これまでの経験からも、隠し事をして良かった試ためしはないんだ。

　もういっそ、言ってしまおうか。

「縁ちゃん早く早く～～！」

　ステージ脇わきで酒多さんが声を張った。縁はクルッときびすを返す。

「命拾いしたな……」

「いやいや、命のやりとりはしてないだろ」

　俺の言葉に返事はせず、縁はトットットと小走りに会場の奥へと駆けていった。

　会場の通路をせわしなく専門学校の生徒たちが行き来している。インカムをつけていたり、ミニメガホンを手にしていたり。ショーの参加者だけでなく、運営全般が生徒たちの手にゆだねられているみたいだ。

「はいどいてどいて～！　荷物通りマース！」

　がらがらとカートを押して、タオルをはちまきのように頭に巻いた青年が会場に運うん搬ぱんしていく。

「Ａ班状況は？　まだ衣装ケースが届いてないってどういうことだッ!!」

　インカムをつけている金髪に鼻ピアスの青年が吠ほえた。

「メイクボックス無くした～～！　ど、どどどどどうしよう！」

「落ち着け！　とりあえずここに来るまでにどこを通ったか思い出すんだ」

　今にも泣き出しそうなロリータ系ファッションの女の子に、背の高いモデル風のイケメンがアドバイスする。二人は一緒になって無くした物を探し始めた。

　通路の真ん中に突っ立っているだけで、俺は人の流れを阻そ害がいするようになっていた。

　ここには居られない。居るだけで誰かの迷惑になりそうな気がしてくる。

　俺は会場からホテルの建物側に退たい散さんした。

　今の俺には酒多さんが転ばないことを祈るくらいしか、できそうにない。




　明日のショーの段取りやリハーサルで二時間ほど経過した。

　その間、俺は島をぐるっと一人寂しく散歩して、特に収しゆう穫かくもなくとりとめのないことを考えて……日が落ちたので戻ってきた。

　酒多さんたちと合流したのは夕食の席だ。本日のお仕事は終了ということで、全員浴衣ゆかた姿である。

　夕食の会場はブッフェスタイルのレストランだった。専門学校の生徒の一部は夕飯を食べる時間すら惜おしいらしく、レストランの混こん雑ざつ具合はそれほどでもない。

「蟹かにうめええええええええ！」

「アジのお刺さし身みがぷりっぷりです」

　川原と酒多さんが幸せそうだ。ちなみに川原が食べているのは、蟹ではなくエビである。

「サザエ……おいしいのです。お汁が……お汁がご褒ほう美びなのです」

　壺焼きのサザエを晴美さんが愛おしそうに見つめていた。えーと、確かにとっても美お味いしいですけど、ご褒美ってつけるのはどうかと思います。

　碧店長が日本酒をつけている。お酒飲むのか……犯罪に見えるな。見た目は高校生で通ってしまうので、免許証の提示をして年齢確認が必要な感じだ。

「はぁん♪　もう聞いてよ面めん堂どうくん。大変だったんだからぁ。川原くんを歩かせるのとか大変だったんだからぁ」

「俺がいうのも変ですけど、川原がいくら器用だからってモデルのウォーキングが一朝一夕でできるとは思えないですってば」

「それはそうだけど……ねぇ」

　碧店長の目め尻じりがとろんと落ちていた。縁がちょっぴり心配そうだ。

　俺の隣の席で俺の方にもたれかかる碧店長。あの……えっと……良い匂においがしますから。

「お母さんにひっつくな！」

「違うわよ縁。私がね、面堂くんにくっついてるのぉ」

　対面側の席で酒多さんがじっと俺を見つめていた。

「朗くんの隣の席がよかったかも」

　酒多さんの隣に座っていた晴美さんが、ゆっくりと酒多さんの側にもたれかかった。

「ぴとり……くっついてしまうのです」

「あ、あのそうじゃなくて……うう」

　酒多さんが困ったように眉まゆを八の字にさせた。どさくさに紛まぎれて酒多さんに密着して、晴美さんは嬉しそうだ。ガードの固い縁よりも酒多さんの方が触るチャンスが多い……のかもしれない。

「蟹うめえええええ！」

　だからそれはエビだぞ川原。

「でねぇ！　みんななにもわかってないのよ！　萌もえっていうものが！　わかる面堂くん!?　モデルの持つ魅力を引き立たせる服と、服の魅力を際きわだたせるモデル。その両方が必要なのよ！」

　くっついていたかと思ったら、碧店長は俺の顔をびしっと指さした。日本酒ってそんなに強いお酒なんだろうか？　一本ですっかりできあがってる。縁が恥ずかしそうに顔を真っ赤にさせていた。

　そりゃあ、親の恥ずかしいところなんてみられたくないよな。

　お酒が入ってから、碧店長はいろいろと、普段以上にはっちゃけたことを言い出している。

　おちょこにそそいだお酒をぐいっと飲み干して、タン！　と、おちょこをテーブルに置いてから、碧店長は酒多さんをじっと見つめた。目が据すわっていらっしゃる。

「酒多さん！　もうね、面堂くんと付き合っちゃいなさいよぉ！　お似合いカップルさんじゃない？」

　すごいことを言い始めたぞ。保護者でしょ？　しっかりしてください。そんなこと言われたら俺……どうしていいのかわからなくなりますから。

「あ、あわわわわわ」

　酒多さんが耳まで赤くなった。俺も自分の顔がどうなっているのか想像はつく。

「そのために今回の衣装はね！　衣装は……あははは♪　たまには旅行するのも楽しいわよねぇ。縁と旅行できるなんてお母さん幸せ……うう……ぐっすん」

　今度は縁に抱きついて、碧店長は泣き始めた。縁が慌てて早口で告げる。

「酒多さん気にしないでください。お母さんはお酒飲むと記憶が飛ぶし、思いつきでしゃべるようになって……だから、本心でもなんでもなくて……」

「縁だぁ～いすき。ラブラブ♪　かわいいわぁ！　こんなにかわいい娘がいるなんて幸せぇ♪」

　碧店長の暴走の矛ほこ先さきが縁に向いた。縁を猫かわいがりし始める。縁はされるがままだ。ここで突き放すようなことをすると、碧店長は泣き出すか他の人間に絡からみにいってしまうわけだな。

　碧店長に酒を飲ませたらいけない。俺は一つ学習した。

「イカうめえええええええ！」

　それはエビだぞ川原。イカもエビも蟹も全部いっしょか!?

　結局、美味しかったはずなのに、料理の味より碧店長の暴走の方が印象に残ってしまう……そんな夕食の席だった。




　俺が肩を貸して碧店長を部屋まで送ることになった。

「おやすみなさぁ～～い」

　あくび混じりで碧店長はベッドに横になる。こうして爆弾の処理を終えてから、俺たちはホテル内の売店に向かった。お土産を買う相手は俺にはいない。こういうものを買うのはやっぱり女の子の楽しみなようだ。

　売店はコンビニ二つ分くらいの売り場面積があって、干ひ物ものセットや海産物系の生ものから、日持ちのする箱入りのお菓子に、ご当地系のスナック菓子。美少女が出てくるゲームのコラボ商品などなど、ともかく多た種しゆ多た彩さいだ。

　酒多さんの楽しげな顔をいつのまにか、俺は追いかけていた。

　ここまで、彼女が転んだ回数はゼロ。

　俺の異能がなくても問題無いじゃないか？

「朗くんこれ！　可愛いですよ！」

　小物コーナーの方から、酒多さんが伊勢エビと悪魔合体コラボをした白猫キャラのストラップを手に、俺の方に駆かけてきた。

　ビタン！

　と、前のめりに転ぶ。しまった。またフォローできなかった。

　が、俺が小さな後悔をしている間に、立ち上がって酒多さんは俺にストラップを見せつけた。

「だ、大丈夫ですか酒多さん？」

「へっちゃらです！」

　胸をえっへんと彼女は張る。

　あれ？　転んだ拍ひよう子しに浴衣がはだけてた、谷間が……。浴衣の下はどうなってるんだ？

　俺はちょっとだけ視線をあげた。

「これ見てください朗くん」

　見ようとおもって視線を下げるのが厳しいんですけど。

「かわいいのに。朗くんは苦手ですか？」

「うーん。そのなんていうか、無理矢理コラボしてる感じがちょっと」

「そこがいいんですよ！」

　軽くぴょんとはねながら酒多さんは力説する。すると浴衣がまたちょっとはだけて……危険だ。本人はコラボ白猫キャラに夢中なようで、着衣の乱れに気づいていない。

「エビうめえええええ！」

　お菓子の試食コーナーのエビ煎せん餅べいをむさぼる川原。

「あ！　あっちのお菓子コーナーは試食できるのか。行こう酒多さん」

　俺はたまらず酒多さんの手を引いた。

「は、はい！」

　俺に手を引かれて素直に酒多さんはついてくる。親ガモ小ガモ状態だった。




　レジャーホテルのアクティビティは豊ほう富ふだ。カラオケと最後まで悩んだのだが、晴美さんが「歌うのは恥ずかしいのです」と、あまり乗り気ではなかったので、俺たちは卓たつ球きゆうをすることにした。

　一汗かいてから温泉。という流れだ。

　卓球場もガランとしていた。夕食後に専門学校の生徒たちは自室に籠こもってショーの準備をぎりぎりまでするらしい。おかげで卓球場もプール同様貸し切りだ。

「第一回。適当に男女ミックスダブルス卓球大会なのです」

　珍しく晴美さんが仕切り始めた。彼女は最初からラケットにもボールにも触れることなく、卓球台の真ん中……審しん判ぱんのポジションに移動する。

「で、なんでお前と組まなければいけないんだ？」

　厳げん正せいなるグーパーによって、男女ペアが分けられた。川原と酒多さんで組むことになり、俺はといえば……縁とペアである。

「がんばりましょうね信人くん！」

「おう！　朗……悪いが死んでもらうぞ！」

　卓球ごときで死なないから。しかし、眼鏡がないのになんで川原のやつは、こんなにも強気なんだ？　あきらかに眼鏡無しで不ふ便べんそうだし、普段できることもできなくなってるっぽいのに……。

　俺たちの準備が整ったところで、晴美さんが説明した。

「両チームとも正々堂々がんばってくださいです。適当なので、どっちが打ってもよいのです」

　そうそう。卓球のダブルスは交互に打たないといけないんだっけ。温泉卓球なので、そこらへんの細こまかいルールは無しということらしい。

「サービスは酒多さんからなのです」

　酒多さんがたまたまボールを手にしていたから、酒多さんのサーブで試合開始だ。

　白球を手に酒多さんが少し考える。

「えっと、サーブって相手のコートに入るようにすればいいんですよね？」

　縁が口を挟はさんだ。

「こっちのコートに入れる前に、一度自分の陣じん地ちでバウンドさせるんです」

「わかりました！　えい！」

　酒多さんは一度卓球台にピンポン球をちょんと手でバウンドさせてから、跳はね上あがったボールをラケットですくい上げるようにサーブした。

　たしか、これってルール違反じゃ……いや、細かいことはいいんだ。白球は俺に向かって飛んで来た。レクリエーションなのだから、勝ち負けよりも楽しむことを重視しなくちゃいけない。

　ラリーが続くと楽しいものだ。ラリー中にいきなりスマッシュなどしては興きようが削そがれる。俺は空気を読んで、今の眼鏡抜きな川原でも対応できそうな、緩ゆるいレシーブを心がけた。利き腕をスイングバックし繊せん細さいなタッチでラケットの角度をコントロールしつつ万全の姿勢から美しいフォームで……横からいきなり突き飛ばされる。

「どけッ！」

　縁が足をダンッ！　と鳴ならしてフォアハンドの強烈なスマッシュを、ストレートで川原にぶちかます。

「痛ッ！」

　川原の額ひたいにノーバウンドで弾だん丸がんのような白球がぶち込まれた。

「危ねぇな！　眼鏡つけてたらアウトだったぞ！」

　川原が壁に向かって抗議する。審判のポジションの晴美さんは、大振りのスマッシュをかました縁の胸元をガン見していた。激しく動くほど浴衣の胸元が開いて……ハッ!?

　そ、そういうことか！　これはすべて晴美さんの計画通り……カラオケをしぶったのも、自分から審判役を買って出たのも、男女ミックスダブルスにしたのも全部このためか！　白球を目で追うフリをすれば、晴美さんは酒多さんと縁のはだけていく浴衣を、ごく自然に警戒されずに心ゆくまで堪たん能のうできる。

　地味に恐るべし……鬼き頭とう晴美。しかし裏を返せば……俺の対角線上には酒多さんがいるのだ。酒多さんと組めなかったことは、なにも悪いことばかりではない。って、何を考えているんだ俺は！

　酒多さんは無邪気に首を傾げた。

「縁ちゃん今のは必殺技ですか？」

「眼鏡クラッシュです」

「眼鏡してねぇだろ！　なあ朗！」

　川原が抗議する。いや、俺に同意を求めんでくれ。

「バウンドしていなかったので、今のは審判的にはアウトなのです」

　晴美さんはハァハァしつつも、ちゃんと審判としてジャッジも下していた。が、ルールが自由なのでサーブ権も適当だ。落ちた球が川原のそばにあったため、川原のサーブで再開である。

「そっちが必殺技でくるなら、こっちも行くぞ！　秘技ドライブシュート！」

　川原が俺に向けてサーブを放つ。空から振ぶりするんじゃないかと思ったが、川原は「身体で覚えている！」と言わんばかりの表情でラケットを振るい、きちんとピンポン球が俺の元に飛んできた。今度は縁も横取りに飛んでこないので、俺は酒多さんが返球しやすいように緩いレシーブを心がけ……え？

　俺のラケットに白球が触れたとたん、それは俺が思い描いた方向には飛ばずにあらぬ方向へと飛んでいってしまった。川原のサービスエースだ。

「サーッ！」

　川原がガッツポーズする。おいぃ……なんで回転なんてかけてやがるんですか。本気か!?　協調性はなしですか？

「朗くん！　どんまいです！」

　酒多さんに励はげまされた。嬉しいような、悲しいような。俺はピンポン球を拾った。酒多さんにやわらか～～いサーブを打つ。酒多さんはあたふたしながらも、思い切りよくラケットを振り抜いた。その瞬間、胸元がゆっさりと波うち浴衣の胸元がはだけて、ちらりとピンクのブラが見えたような……。

　ビスッ！　と、酒多さんのスマッシュがこちらのコートに叩きつけられ、反射して俺の顎の下に突き刺さる。

「ナイススマッシュ酒多さん！　なんだ朗も縁も大したことねぇな。あんまりチームのバランスが悪いようなら、チーム替えしてもいいんだぜ？　縁が得意な眼鏡クラッシュもオレが眼鏡をしてないから、ただのクラッシュだもんな？」

「うるそい……うるしゃ……うるしあ……う、うるさい！　勝つぞ朗！　酒多さんはともかく、あの眼鏡バカの眼鏡抜きだけには負けたくない！」

　縁の闘志に完全に火がついた。しかし酒多さんまでスマッシュ好きとは……この試合の行方ゆくえはおそらくきっと、大荒れだろう。

　――一時間後。

「ごちそうさまでした」

　晴美さんが諸もろ手てを合わせておがむようにお辞儀をして、第一回大会は閉幕した。すっかり俺たちの浴衣は汗だくだ。換えの浴衣がないことに気づいた。いろいろ失敗しているけど、ともかくこのまま温泉に入らない理由はない。

　しかし晴美さん、もしかしてこの汗だくになってしまった浴衣まで狙っていたのか？　だとしたら、やっぱり恐るべし！　だ。俺が女湯に行けない以上、ここからは縁の自衛力にかかっていた。




「大浴場に行こうぜ！」

　川原を誘導しながらホテルの部屋について、すぐに川原はタオルや手ぬぐいの準備を始めた。

「すぐに行くのか？」

「きっと貸し切りだ」

　まだ明日のショーの準備は続いているようで、ホテルの客室がある建物は静かだった。自分たちばかり遊んでいるのは悪い気が……しなくもない。

　ここにきて、悪い方にばかり意識がもっていかれがちだ。

「どうしたんだ朗？　壁みたいに無表情で？」

　川原は壁に向かって心配していた。

「お前、相手の表情とかわかるのか？」

「発している気でわかるぜ！　今の朗はそう……うすぼんやりとしたオレンジ色のオーラが後光をさしていやがる」

　ルームランプに向かって力説されても困るぞ。

　おかげで、俺のみじめな表情を見られていないわけだが……。

「んなことより風呂だああああああ！」

　テンション高めの川原。一人で行かせて何かあっても困りものだ。これだけ遊ばせてもらったのだから、明日のショーにこいつが参加できないようなことになってはまずい。きちんと俺が監かん督とくしてやらんとな。

「風呂で泳ぐぞ朗！　競争だ！」

「しないから。競争とか」

　誰もいない大きなお風呂で泳ぐのは……ちょっとありだと思うけど。

　溜息混じりに俺も準備を終えると部屋を出た。川原が俺の浴衣の端はしっこを摑む。

「出発進行！」

「お客さん、どちらまで？」

　タクシーの運転手風に聞いてみた。

「大浴場まで行ってくれ！」

　さっきからやたらと声がデカイ。だいたいなんで男に裾すそを……引っ張ってもらうならやっぱり酒多さんだ。お化け屋や敷しきなんかで強がるふりをして、手を握らないんだけどついつい裾をひっぱっちゃうような、そんな可愛いシチュエーションが良かったのに、なんでよりにもよって俺の裾をこいつが引っ張りますか？

　心の中でぼやきながら、廊ろう下かを進みエレベーターで一階ロビーに下りると、ロビーを横切り大浴場にやってきた。

　入り口に到着するやいなや、川原が俺の腕を摑んで引っ張る。

「行くぞ朗！」

「ちょ、ちょっと待て！」

　今、ちらりと看板が見えた気がした。清せい掃そう中ちゆう？　いや違う。このピンクの看板は……。

　ガラガラガラッ！　と、こんな時だけ迷うことなく川原は大浴場の入り口の扉を開けて、俺の腕を引っ張りながら脱衣場に飛び込んだ。

　このパターンは……いけない。いただけない。よろしくない。

　案の定――。

　脱衣場には三人の姿があった。

「他の客がきたみたいだからやめやがってくだしあ……ああああ？」

　縁の視線がこちらに向いて凍りついた。

「もう、そうやってごまかそうとして。ほらほら縁ちゃんもタオルを取って！　女の子同士だから恥ずかしくないよ？」

「そ、そそそそそうなのです！　浴よく槽そうにタオルを入れてはいけないのです」

　タオルで身体を隠している縁。顔を赤らめて呼吸の荒い晴美さん。そして、たわわにみのった胸元を隠すことなく、オープンすぎる生まれたままの姿の……酒多さん。

　晴美さんも酒多さんも、端たん的てきに言ってしまえば全裸である。俺はがんばって、理性を振ふり絞しぼりモラルに火を吹かせながら脳内でモザイク処しよ理りを試こころみる。

　無理だ！　そんな器用な真ま似ねができるわけがない。

　なのでできるだけ上の方を見た。そう、下の方を見てはいけない。いけないんだ！　がんばれ理性！　ふんばれモラル！

　酒多さんも晴美さんも、縁のバスタオルを取るのに手間取っていたようだ。そして、そこに俺と川原がやってきたという状況である。

「きゃああああああああああああああああああああああああああ！」

　縁が悲鳴をあげた。

「縁ちゃん観念してください！」

「コワガラナイデホシイノデス」

　酒多さんは純粋に、晴美さんはちょっと危険に縁のバスタオルを剝はがそうとして、それに夢中で俺たちに気づいていない。













「なあ朗？　混浴なのか？　酒多さんたちの声がするんだが」

「だ、黙ってろ……あっ」

　川原の一言に酒多さんと晴美さんがこちらに気づいた。そして……。

「「きゃああああああああああああああああああああああああああああッ!!」」

　二つの悲鳴がハーモニーを奏かなでる。

「ご、ごめんなさいそんなつもりはなかったんです！」

　俺の謝罪の声がむなしく脱衣場に響く。

　晴美さんはその場で卒倒し、酒多さんは胸を腕で隠すようにしながら、アヒル座りでしゃがみ込んでしまった。俺は川原の手をとって脱衣場に背を向けると引っ張り出す。

　タオルを半分はだけさせたまま、縁が吠えた。

「あ、あああ、あとでころころころころる！」

「なあ朗？　何がどうなったんだ！」

「お前は黙ってろ！」

　川原を引っ張り出して、大浴場の入り口の看板を俺は再度確認した。

　この時間、大浴場は女性専用だった。

　あとで知ったことだが、お風呂の利用時間は分けられていて、大浴場が女性専用の時は大浴場より少し狭せばめの内湯と、露天風呂が男性の利用時間として開放されていたらしい。

「川原。お前、わざとか？」

「わざとって何がだ？　それより混浴なのか？」

「そんなわけないだろ。この時間、大浴場は女性専用なんだ」

「そっかー。そいつは知らなかった。わりいわりい」

　一階ロビーを逃げるように早足で俺は歩く。川原は俺の浴衣の帯をがっちり摑んで、はぐれないようにしていた。

「じゃあ露天風呂行こうぜ！」

「今度は突撃するなよ」

「広い風呂で泳ぎたかったけど、露天は露天で良い感じだろうな」

　あとで酒多さんたちと顔を合わせた時になんて言い訳しようか。俺はそんなことで頭がいっぱいなのだが、川原にはそういった懸念はないらしい。

　あ！　こいつずるいぞ！　見えてないって言えば通じるもんな。眼鏡抜きの特権ですか？

　こうも翻ほん弄ろうされていると、川原のやつが本当は見えてるくせに、見えてないフリしてるんじゃないか？　と、やっぱり疑いたくなる。俺は心が弱く、それ故ゆえに猜さい疑ぎ心しんの強い人間です。




　ホテルの最上階にある展望露天風呂からは、満天の星と大きな月と水平線が一望できた。風呂は貸し切り状態だ。

　酒多さんと一緒に入れたらなんて素敵な……いやいや何を妄想してるんだ俺は。

　さっきの酒多さんのあられもない姿が思い浮かぶ。

　ああ、ほんの少しの間だったけど、まぶたの裏にすっかり焼き付いてしまった。

「ふぃ～～♪　温泉っていいな！」

　川原が無邪気に笑いかけてきた。

「こっち来るなよ。広いんだから隣に座るな」

「ここはオレの席だ！」

　石というか岩を積み重ねて作ったような露天風呂には、ところどころ座れるぐらいのでっぱりがある。

「じゃあ俺が移動する」

　はしっこの小さなでっぱりに俺は退去した。川原は大岩を占拠してご満まん悦えつだ。

「温泉入ってると悩みなんて忘れちまうよなぁ？」

「お前に悩みなんてあるのか？」

「ない！」

　なら悩みを忘れるとか言うなよ。俺は忘れられなくて悩みっぱなしだ。

「リハーサルはどうだった？　うまくできそうか？」

「オレか？　ま、まさかオレの心配を……」

「今回ばかりはな」

「だ、大丈夫だって。本番には強いから」

　何かリハーサルでやらかしたような言いぐさですね川原くんや。うーん。しかしこいつの行動はまったくもって読めない。意地悪な質問だがぶつけてみるか。

「お前、実は見えてるんじゃないか？」

「眼鏡がなくたって普通に生活するくらいどうってことねぇよ」

　石いし灯どう籠ろうに向かって川原は反論した。

「それは石灯籠だぞ」

「なんだと!?」

　なんだと!?　じゃねぇよ。

　ハァ……こいつの相手はつかれる。酒多さんと一緒に混浴なら癒いやされまくりなのに。いや、だめか。目のやり場に困る。

「おい朗！」

　今度は石灯籠ではなく、川原はきちんとこちらに顔を向けた。

「大丈夫か？」

「大丈夫って、何がだよ」

「大丈夫ならいいんだ」

　川原に心配されるのも、なんだか不思議な感じだ。俺と川原の関係といえば、酒多さんが好き……かもしれないものどうしだ。

　俺は酒多さんが好きなんだろうか？

　好きでいてもいいんだろうか。

「悩みがあるならなんでも相談しろよ。オレとテメェはと、ととととも」

「友達の話なんだけどな」

「お、おう！」

「そいつには特技があったんだ。それは特技といっても、人の役にたつものじゃなくて、自分のためにもうまく使えない特技だったんだ」

　川原は黙って俺の話に耳を傾かたむけてくれた。曖あい昧まいな内容なのに、ツッコミ一つでない。

「それがある時、ある人の役に立つってわかったんだ」

「そりゃあ良かったな」

「で、その特技をつかって役に立ちたくて、がんばった」

「テメェの友達は良い奴だ」

「だけど、ある時その特技がなくなっちまったんだ」

「そ、そうか。それは深刻な問題だな」

「もう誰も助けられない。特技がなくなって、今まで助けてきた相手に……感謝してくれた人に嫌われるかもしれない。特技がなくなってそう思った……らしいんだ」

　川原はがばっと立ち上がった。湯船が揺れる。

「そんなことはないぞ朗！　できなくなったって、そいつはそいつだろ。できなくなったから嫌いになるなんてことあるのか？　それは特技がなくなったことを理由に、独りで泣き言を抱え込んでいる奴の言い訳だ！」

「川原……」

　妙に川原の言うことがずしんと心にきた。




　風呂上がりに売店で瓶入りのフルーツ牛乳を飲んだ。ほてった身体に染みこむような美味しさだ。大人になればこれがビールなんかに変わるんだろうか。

　苦いだけのものが美味しいなんて思えない。

　なんてことをおぼろげに考えながら、川原を連れて部屋に戻った。

「もう寝る！　明日は本番だからな！」

　そのまま川原は自分のベッドに倒れ込んで……すぐに寝息を立てた。

　こんなにすんなり寝られるなんて、ある意味すごいぞ川原。いや、学校でもスイッチのオンオフがハッキリしているし、できて当然か。

　川原が寝てしまった。

　おかげでとても静かだ。窓の外には月明かりに照らされた夜の海が広がっている。

　酒多さん……怒ってるかな？　さっきはさすがにダイレクトに見過ぎてしまったし、俺は嫌われたかもしれない。川原に無理矢理つれていかれたなんて、言い訳にしか聞こえないだろう。もう平ひら謝あやまりするしかないよな。

　物音一つしない部屋が寂しく感じた。

　なんとなしにテレビをつける。用心のため音量をしぼってから電子番組表を開いた。知らないテレビ局の名前がずらっと並ぶ。ちょっと新鮮だ。時刻はちょうど十二時を回ったところで、日付が変わった瞬間に次の番組が始まった。

　ちなみに、有料チャンネルは……あったけど名前の通り有料でしたとさ。これ、ボタンを押して伝票に「有料チャンネル利用料」とか出たら恥ずかしいよな。押してみたい。けど、押したら証しよう拠こが残る。

　なんでこんなことでドキドキしてるんだ俺は。隣の部屋には酒多さんたちがいるんだぞ！　いや、これだけ静かで隣室から音が聞こえてこないのだから、きっと壁が防音にはなってるんだろうけど。

　なってたからって見ていいというわけじゃないんだ！

　そもそも俺は十八歳未満なわけだし。

　独り頭を抱えていると……。

　トントン。

　と、ドアがノックされた。俺は肩をびくつかせる。慌ててテレビを消して部屋の玄関口に向かった。

　ドアを開くと、そこには浴衣姿の縁が立っていた。一瞬、誰だかわからなかった。黒髪を降ろしている。さらさらのストレートで、日本人形みたいだ。

　慌ててドアを閉めようとすると、彼女はスリッパをドアの間に挟み込ませてくる。

「ちょっと面つらを貸せ」

「え、えっと、川原は寝てるんだが」

　縁は何も言わずじっと俺の顔を下からのぞき込んだ。

「もしかして俺だけ？」

「そうだ」

　思い詰めた……というほどでもないのだが、縁の表情に怒りはなくどこか儚はかなげにすら感じられた。この雰囲気からして、先ほどの脱衣場目撃事件の判はん決けつ＆制せい裁さい措そ置ちではなさそうだ。

「わかった」

　俺は一度戻って部屋の鍵かぎを手にすると、館内用のスリッパに履はき替かえて部屋を出た。




　ホテルの屋上には展望テラスがあって、夜間も開放されていた。夜明け前には朝日を見に来る泊まり客で賑にぎわうらしいのだが、この時間は俺と縁以外に誰もいない。

　波の音が聞こえる。月は大きく明るくて、稲波市よりも星の数が明らかに増えて見える。潮風がどことなく心地ここちよい。

　テラスのへりに俺はもたれかかった。俺の前には縁が立っている。

　しまった。良い雰囲気だと油断していたけど、俺は追い詰められた格好だ。このまま突き落とされて……海の藻屑になり死にかねない。

「さっきのは……許す」

　縁が口を開いた。

「許すって……」

「お前が乱入したおかげで、晴美が気絶した。晴美は脱衣場の長なが椅い子すに寝かせておいて、酒多さんと……ゆ、ゆっくりできた」

　そりゃ残念でしたね晴美さん。

「晴美の奴は心配ない。明日のモデルもできると思う」

「そ、そうか」

　そのことを伝えるために、俺を呼び出したのか？

「おい……」

　縁が一歩、俺に近づいた。俺はこれ以上下がることもできない。一歩、また一歩と距離を詰められる。

　やばい。殺やられる。

　俺の目前に立って縁は顔をあげた。そのまま踵かかとをあげられたらキスできそうな距離だ……って俺は何を考えているんだ？　どうしてそういう展開になる？

　けど、本当に綺麗なんだ。縁が。

　月明かりに照らされた白い肌。宝石のような澄すんだ色の瞳。まるで闇やみの中に舞い降りた妖精のようだ。

「私の質問に正直に答えろ」

「は、はい。なんでしょうか？」

「お前……」

　ゴクリと俺は生なま唾つばを飲み込んだ。月明かりに照らされた縁の白い、ほっそりとしたのど元が……そして胸に続くラインや鎖さ骨こつのあたりが……魅力的に見えた。もし自分が吸血鬼ならかぶりついていたかもしれない。

　ああ、なんでこんな妄想に囚とらわれるんだ。

　相手は縁なんだぞ？

　縁は踵をあげると、いきなり……俺の頰ほおに……く、唇くちびるを寄せた。

　ぷるんとした柔やわらかなものが触れている。

　ちゅっ……という音がした。

　え？　なに？　なんで？　なにがどうして……どうしてこうなったッ!?

　縁の吐息がくすぐったい。もう、何がなんだかわからない。

　俺はなんで縁にキスされてるんだ？

「あ、あああああの縁さん？」

「ぎゃあああああああああああああああああああ！」

　自分からしておいて縁は悲鳴をあげる。

　悲鳴をあげつつ俺の身体を突き飛ばす。危うくテラスのへりから落ちかけた。いや、マジでしゃれになってないぞ。

　待て待て！　なんなんだ!?　縁は口をごしごしと浴衣の袖でこすっている。

　自分からキスしておいて苦しむな。すごく失礼だぞ！

「ほ、ほらやっぱりだ」

　何か、確信を得たような口ぶりで縁は三歩下がって俺を見据える。どことなくその瞳は潤んで見えた。

「やっぱりってなにがだよ!?」

「やっぱりはやっぱりだ！　ポッキーの持ち手の部分だけ全部折れ死ね！」

　ああ、あの持ち手ともいえるチョコレートコーティングされていない部分か。あれが折れると食べづらくてしかたないよな。

　じゃなくて。

「なんだよポッキーって！」

　キスとポッキーといえば、ま、まさかポッキーゲーム!?　大人の遊ゆう技ぎか!?　しかしなんで縁がそんなことを？

「ポッキーゲームでもしたいのか？」

「ば、バカ！　なんでそんなにポッキーに固こ執しつするんだ！　商品名出し過ぎ死ね！」

「先に出してきたのはお前の方だろう！　それにポッキー美味しいだろ！　ポッキーに謝れ！」

　もう、自分でも自分が何を言っているのかわからない。

「嫌だ！　私はどちらかと言えばプリッツ派なんだ！」

　いつの間にか論争はスティック状のお菓子の話にすり替わっていた。

　俺はとりあえず深呼吸する。

　ゆっくりと吸って、吐く。それからもう一度縁をしっかり見据えた。

「お前の用事はいったいなんなんだ？　き、キスしたいとかわけがわからんぞ」

「したくてしたんじゃない！　お、落ち着け私……スー……ハー」

　縁も俺と同じように深呼吸をした。小さな胸いっぱいに空気をめぐらせてから、ビシッと俺を指さす。

「未来の音が聞こえてないだろ？」

　俺は呆ぼう然ぜんとなった。

　ばれている。いやばれていた？　違う。ばれていたのなら、もっと早くになんらかの行動に出ているはずだ縁なら！

　今ので……今のキスで縁は確信したんだ。

　無意識のうちに、俺は縁の唇が先ほどまで触れていた頰に手を添そえた。

　縁にとって悲鳴をあげるくらいの屈くつ辱じよく的てきな行為。それが俺に対する……キスだ。

　やっぱりすごく傷つくぞ。けど、それをしてまで縁は確かめたかったのか。

　俺がどう動くのか。どう反応するのかを身体を張って試したんだな。

　もし、俺に異能があれば、縁の先ほどの悲鳴を察知して、縁の身体を支えるなりなんなり、俺は何かしらのアクションをしていたはずだ。

　だが、俺は七秒後の未来に対してまったくの無反応だった。

「どうした朗！　やっぱり……そうなんだな？」

　言葉に詰まる。酒多さんと違って、縁は「面堂朗には異能があるから利用価値在り」という考えの持ち主だ。異能が消えたことがバレるのは、なんとも気まずい。

「さっきの風呂のダイナミックのぞきだって、未来の音が聞こえているのなら中に酒多さんと私がいると、七秒前に気づいたはずだ」

　おっしゃる通りです。返す言葉もない。けど……。

　こういう反論だってできるぞ。

「全部、俺は役やく得とくのために聞かなかったことにしたんだ！」

「い、今のもわかったのか？　私はあえて『キスした』とは言わなかったぞ。だ、だいたい私の……き、キスが役得なんてどうかしてるぞ」

　縁の顔が真っ赤になる。淡あわい月明かりの下でもわかるほどに。うつむき気味でなんだかとっても、女の子っぽい恥じらうような表情だった。

　意外だ。縁がこんな顔をするなんて。

「そ、そそそそそうだ！　キスされるとわかったから何もしなかったんだ！」

「噓うそだ！　感触までわかるなんて聞いてないぞ！　お前の異能は音に反応する。だから私はお前が動きやすいように、悲鳴をあげるようなことがあったら、可能な限りすぐに状況を口にするようにしてるんだ！　今のキスは……それをわざとしなかった」

　縁の術中に肩までずっぷり浸かった感じだ。

「わかるようになったんだ！　今だけ！」

　もう理論的な反論ができそうにない。深呼吸をしてみても、縁の唇が触れたこそばゆい感覚が頰に残っていた。それを意識して、また心臓が早はや鐘がねを打つ。

　縁はずいっと、再び俺に近づいてきた。

「異能がなくなったんだな？」

「ちょっと……調子が悪い時があったりなかったりするだけだ」

　今はそう言うのが精一杯だった。

　縁はふぅと溜息をつくと首を左右させる。

「これだけは言っておく。お前のその強がりで、酒多さんを傷つけたら……私はお前を……ゆ、ゆるちゃない！」

　言い残すとくるりときびすをかえして、彼女は展望テラスから逃げるようにホテルの屋内に駆け込み、階段を降りていってしまった。

　最後に嚙かむあたりが微笑ましい。が、そんなことを考えている場合ではないぞ。

　完全に縁にバレてしまった。ああ……この期ごに及およんで、またしても言い訳をして余計にぐちゃぐちゃだ。異能があれば最悪の事態は避けられただろうに。

　俺、異能を口で嫌ってばかりで……でも、そんな異能に頼りっきりで、異能がなけりゃ酒多さんとだって仲良くなれなかったっていうのに。

　俺が異能で酒多さんを助けてたんじゃない。異能が俺を助けてたんだ。

　雲一つ無い夜空なのに、なんだか急に重苦しく思えてきた。

　言い訳をやめたい。

　と、心の中で言い訳をしている。そんな自分が嫌になる。




　きらびやかにライトアップされたランウェイ脇の一等地に、俺は川原のカメラを手に立っていた。使い方は教えてもらったが、ほとんど頭に入っていない。とりあえずシャッターを切れば勝手に綺麗に撮影してくれるらしい。

　専門学校の生徒さんの作品がランウェイを行き来する。

　洋服のことはよくわからないのだけれど、どれも細かいところまで手の込んだ力作だというのは素人しろうとの俺にもわかるくらいに、伝わってきた。アクセサリーを手作りしたり、布を自分たちで染めたり刺し繡しゆうをほどこしたり……ショーが開幕するギリギリまで準備をしていたというのもうなずける。

　どれも作品で、それぞれに世界観があって……なのに、優勝できるのは一チームだけなのだとか。優勝したチームには留学や奨しよう学がく金きんといったご褒美がある。

　競争して、自分を磨みがき上あげて、目標に向かっていく。そんな世界が俺にはまぶしすぎた。俺はただ、今のままでいたいと思うだけだ。

　ライティングが華やかな雰囲気から、軽けい快かいでポップな雰囲気に様変わりした。

　音楽も荘そう厳ごんなものから楽しく賑やかなものに切り替わる。

　ステージに縁と晴美さんが現れた。普段のメイド服……よりも、ちょっぴりゴージャスな感じだ。二人とも素材が良いだけにナチュラル系でも十分なのだが、舞台映ばえするようにちょっと派手目にしたメークで、それが実に決まっていた。

　それにしても、晴美さんは見ていて溜息が出るくらいにステージ映えしまくりだ。元々モデルさんチックな背の高い美人さんだと思っていたけど、こうして実際にランウェイに立つとプロのモデルさんにも負けてないんじゃなかろうか？

　川原風に言うなら「オーラが出てる」感じだ。

　カメラを手にしたまま、俺は見入ってしまった。堂々としたウォーキングには気品すら感じられる。男性を前にして上がりまくりな彼女とはまるで別人だ。

　縁は不機嫌そうな顔つきだが、ちょこんとしていて可愛らしい。ある意味、いつもの見慣れた縁の姿にホッとする。ああ、きっと晴美さんが特別なんだろう。

　変態でなければ彼女もまた完かん璧ぺき超人だ。

　二人の魅力が遺い憾かんなく発はつ揮きされたところで、突然……照明が白一色に変わった。音楽は結婚式でよく耳にする「たたたた～～ん♪　たたたた～～ん♪」というやつだ。

　正式になんていうのかはわからないけど、ブライダルマーチとでもいうべきそれが流れて……。

　酒多さんが姿を現した。

　純白のウェディングドレス姿で。

　ショー用ということで、スカートの裾の長さは短めだが、まるで芸術作品のようだった。といっても装飾に過か剰じようさはなく、あくまで主役は酒多さんだ。光こう沢たくのある白いドレスはフリルとレースで彩いろどられている。

　胸元が少し広めに開いていた。そこに二つの寄せてあげられた柔らかな果実によってできあがった谷間がががが。

　決して、いやらしい感じでも下品でもないけれど、酒多さんという素材の魅力を引き立たせるドレスだった。そんなドレスを着た酒多さんは、どことなく大人のお姉さんのような顔をしている。

　綺麗だ……。すごく……とっても……綺麗すぎて胸が苦しくなるほどに。













　息を呑のんだ。そのまま呼吸するのを忘れてしまいそうになった。

　本当に結婚してしまうんじゃないか？　と、ファッションショーだとわかっているのに俺は不安になる。

　酒多さんの隣には川原が寄り添っていた。白のタキシード姿だ。

　ああ……決まってる。決まりすぎている。美男美女だ。俺はそれをステージの下から見上げることしかできない。

　全身の力が抜けていく。

　なんで俺、こんなに……悔しいんだ？　酒多さんの隣に……自分が立ちたかったのか？

　会場内はしん……と静まり返っていた。誰もが見入っていた。ランウェイの先端まで来てから、酒多さんは少し、緊張した面持ちでターンをする。一瞬、酒多さんと目が合った。彼女は伏し目がちになり頰を赤らめる。

　全身に電撃が走った。悔しいんだか嬉しいんだか、嫌なんだか好きなんだかなにがなんだか自分でもわからない。ただ、感情がこみ上げてきて俺は……泣きそうだ。

　結婚前に着ると婚こん期きを逃のがすとか言うじゃないか。

　なんてものを着せるんですか碧店長。

　ゆっくりと酒多さんはランウェイの先端からステージ方向に戻り始める。今度は俺のいる側に川原が立っていた。

　その川原が……蛇だ行こうを始める。酒多さんの表情が「はっ！」となった。

　川原はまっすぐに、迷うことなく道をそれている。ずんずんと歩いて、俺の方に……って、おい待て！　こっちに来るな川原！

「やっべー！　ここどこだよ？　日本？」

　川原が俺の目の前でそう呟いた。なんだこいつ。やっぱりまともに見えてないのか？

「信人くんこっち！　こっちです！　ほら大丈夫です落ち着いてください。昨日のリハーサルとは違うんです。信人くんは本番に強い人ですから」

「お、おう？　えーと……箸はしを持つ手がこっちだから、つまりあっちか？」

　酒多さんが両手で川原の腕を引っ張り戻そうとしたのだが、川原は微動だにせず酒多さんの方に振り返ろうとして、ランウェイのへりにけつまずき豪ごう快かいに後ろ足を滑すべらせる。

　そのまま俺めがけて川原の背中が降ってきた。俺はとりあえずカメラを死守しようと、カメラを右手にもって掲かかげて左手で落ちてきた川原の背中を支え……ているところに、腕を引かれて酒多さんまで落ちてきた。

「きゃあああああああああああああああああああああああああ！」

　川原の手を離すまいとして、酒多さんまで道連れだ。

　ステージ脇で俺を中心に人混みがはけた。俺は背中から床に倒れ、その俺の上に川原が乗っかり、さらにその上に酒多さんが折り重なった。

　端から見ればきっと見事なまでのハプニング映像だ。ネットにアップされるレベルの笑える惨事だ。

　七秒後の酒多さんの悲鳴を聞いていたなら、もっと違った結果になっていたかもしれない。

　さも演出っぽく照明が俺たちにスポットライトをあてた。誰だよこんな臨りん機き応おう変へんなライティングの指示したのは！　昨日のリハーサルの段階で、こういった状況を想定してプランＢを作ってた奴、正直に名乗り出なさい。

「川原！　酒多さん！　立って！」

「ん？　あれ？　なんで朗がステージにいるんだ？」

「ステージから落ちたのもわからんのか」

「落ちた？　オレが？」

　信じられない！　とでも言いたげに川原は目を丸くさせた。もういいこいつは放っておこう。

「酒多さん大丈夫ですか？」

「は、はい！　無事です今どきますね！　えーとえーと、よいしょっと……きゃ！」

　川原から降りたとたんに酒多さんはドレスのスカートを踏んでぺたんと転ぶ。

　ぐでぐでだ。会場に笑いが起こる。酒多さんは「やっちゃいました」と、照れ笑いを浮かべた。

　すぐに縁と晴美さんが救援にやってくる。碧店長はゲスト審査員席で両手で頭を抱えていた。

　酒多さんの無邪気な愛らしさのおかげで、失敗というよりはおもしろハプニングな雰囲気になったのだが……俺は反省した。

　異能で助けられなくても、川原がこんな調子だったんだから無理にでもモデルに立候補すればよかったんだ。

　いや、酒多さんがウェディングドレス姿だったからじゃない。それはそれ。これはこれなんだ！




　碧店長は専門学校の先生に「また来年も是非来てください！　次のネタも楽しみにしてます！」と、リクエストされていた。

　会場内のピリピリした空気や、失敗した（と、気に病んでいる）生徒たちが、あのハプニングを見てどことなく気が楽になった……とか、そうでないとか。

　ショーのゲストという大役を終えて、俺たちはホテルをチェックアウトした。

　フェリーに乗って島から戻ると、熱海あたみ駅付近のアーケードで、特急が来るまで再びお買い物タイムだ。

　そうこうしているうちに買い物を終えて、今は流れる景色を車窓から眺めていた。自由席だが、中途半端な時間だったこともあって席は半分が埋まっている程度の混雑具合だった。

　もう、稲いな波ば市に帰るのか。一泊二日なんてあっという間だった。

　俺の前の席で縁と碧店長がお互いに肩を寄せ合って寝息を立てている。これ……親子じゃないよな。姉妹だよなどう見ても。

　川原は俺の席の後ろに陣取り、リクライニングを倒してアイマスクをしたまま昼寝中だ。晴美さんも川原の隣でぐったりしている。並んで座っても晴美さんは川原を怖がらないんだな。

　酒多さんは俺の隣の席だった。ずっと無言で俺の方を見ている。たぶん、窓の外を眺めているんだろう。

「酒多さん、窓側の席がいいなら交換しようか？」

「い、いいんです。そうしたら……朗くんの顔が見られないですから」

　窓の外じゃなくて俺を見てたのか？

「あの……ごめん。酒多さん。さっきもうまくフォローできなくて。最近、酒多さんをちゃんと助けられなくなってて……」

　酒多さんは小さく首を左右させた。

「そんなことありませんよ。朗くんにはいっぱい、いっぱい助けてもらってます」

　優しく落ち着いた声の音色が響く。自然な笑顔で酒多さんは俺をじっと見つめた。

　嬉しいのに……少し、辛つらい。

　やっぱり、俺はこのままじゃいけないんだ。いけないんだ。いけないんだ。いけないんだ。いけないんだ。いけないんだ。

　俺は稲波市を離れることにした。





[image: ]







　実家は観光地だ。

　神か奈な川がわ県でも静しず岡おかよりで、大仏が有名だったり誰だれもが知っている幕ばく府ふがあったり。

　そんな街。

　俺おれが逃げ出した場所。

　駅に降りた瞬間に、聞こえないはずなのに、思わずデジタルＤオーディオＡプレイヤーＰの音量を上げていた。ここに来るまでずっと、音楽が頭の中の隙すき間まを埋うめるように充じゆう満まんしている。

　稲いな波ば市から急行で二時間ほどの道のりだった。俺は碧みどり店長にお願いして、お休みをもらった。碧店長は「ついに自分探しの旅に出るのね！」と、本気か冗じよう談だんかわからないことを言いながら、それ以上は何も聞かずに許可してくれた。

　駅の改札を出る。夏休みということもあって、観光客が多い。観光地に住んでいる人間にとっては珍しくもなんともないのだが……ともあれ、みんな楽しそうにしていた。

　旅行をして思ったのだけど、有名な場所に住んでいると、そこに行く楽しみやわくわくが減ってしまってもったいないのかもしれない。某有名テーマパークのそばに住んでいても、やっぱり行きたいと思うんだろうか？

　駅前に出た。そろそろ、イヤホンを外さないといけない。異能はないのだから大丈夫だと、わかっているのに指先が震ふるえた。

　異能があっても、もっと実家の方までいかなければ顔見知りの連中にも会わないし……偶然、中学校の同窓生に出くわす可能性なんて結構ないものだとわかっているし、そもそも今の俺に異能はないのだけれど、思い出す。今でもはっきりと記憶に刻まれている。




〈なんで質問する前にこたえられるんだ？　気持ち悪いな〉

〈お前、なれなれしいんだよ〉

〈はあ？　七秒後の声が聞こえる？　病気なんじゃねーの。心の〉

〈そういうの厨ちゆう二に病っていうんだよ。キモイやつ〉




　ファーストコンタクトの失敗が招まねいた結果。

　俺が異能を軽々しく使った故ゆえの自じ業ごう自じ得とく。

　俺は目をつぶった。

　酒さか多たさんは、そんな俺を受け入れてくれたんだ。俺を導いてくれたんだ。正しい異能との接し方。使い方。付き合い方を、酒多さんは自然と俺に教えてくれた。

　そっと、イヤホンを外す。

　あっけなく、外の音が両耳から入ってきた。異能の兆ちよう候こうは見られない。

　実は少しだけ期待していたのだけれど、その期待はあっさりと消し飛んだ。地元に戻れば力が戻るんじゃないか？　なんて、やっぱり虫のいい話すぎるよな。

　俺は大きく肩を落としながら、観光客の流れとは反対方向に向けて歩き始めた。




　面めん堂どう家はルーツをたどれば武士の家系だったとかで、幕府に敵対する者と戦った……とかなんとか。実家は古く歴史的なたたずまいをしていて、塀へいで囲かこまれた小さな城のようだった。といっても、鎌かま倉くら時代からある建物ではなく、江え戸ど時代に造られたらしい。

　じいちゃん曰いわく、とある旅行好きな副将軍さまが、当時の旅行雑誌でこのあたりを紹介してから、人気に火がつき江戸からの観光客で大おお賑にぎわいだった……とかなんとか。本当かよ？　眉まゆ唾つばだ。

　今ある実家の建物はその頃に造られたらしい。それから昭和まで一気に時代は跳とび、このあたりに映画の撮影所なんかもできて、有名人が住むようになりリゾート地として開発が進んだり、大きな戦争を経験したりと、俺が生まれるずっと前からいろいろなことがあったようだけど……面堂家はずっと、この地に居を構え続けている。

　じいちゃんが言うには、この地に封じられた悪の気を面堂家が封ふうじているんだ……とか。

　これはさすがにないだろ。いくらなんでも。

　俺は顔をあげた。

　実家の前に立つ。

　母おも屋やがあって、離れがあって、門の前に立てば威圧感を覚える。この春まで住んでいた我が家とはいえ、やっぱり迫力があるな。

　面堂家は決してお金持ちというわけではない。昔はそれなりだったらしいのだが、今、残っているのはこの家だけなんだとか。

　正面の門のそばにある勝手口から入る。

　あ、やっぱり鍵かぎが開いていた。本当に不用心だな。こんな立派な門があるのに……いや、あるからこそ油断してしまうんだろうか。

　敷地内に入る。なんだか、帰って来たはずなのに自分が侵入者になった気分だ。

　ざっと庭を見回した。母屋の様子は春先から何も変わっていない。何百年も変わらなかったものが、そう急激に変化するわけもないか。

　俺が庭を見ていると、不意に母屋の軒のき先さきから声をかけられた。

「朗あきらじゃないか。久しぶりじゃの。もう三年もあわなんだか」

「三年は言い過ぎだろじいちゃん」

　小柄で背の低い白髪しらがだらけの、妖怪のような……いや、本人はきっと孫まごにそう思われているなんて知れば傷つきそうなので言えないのだけど、ともかくじいちゃんは普通じゃない。醸かもし出す雰ふん囲い気きがどことなく、シーズーの老犬っぽいのだ。

　帰ってきてすぐにじいちゃんは俺を待ち受けていた。

　いつも、俺が異能のことで悩んでいるとどこからともなく、じいちゃんは現れる。そして、ご先祖様の英えい雄ゆう譚たんを聞かせてくれた。内容は常にいかがわしく、いんちきっぽく、虚きよ構こうと虚きよ飾しよくに彩られ、適度にエンターテイメントしている。

　面堂家のご先祖さまは妖怪退治の専門家で、幕府の最終兵器だったらしい。妖怪を見けん敵てき必ひつ殺さつする化け物じみた強さをもっていて、何百、何千、何万という妖怪たちを殺していった怪異殺し。その目は妖怪の噓うそを見抜き、その耳は妖怪の先を読み聴く。

　で、俺の異能はその耳の名残なごりなのだとか。

「まあこっちゃこい。麦茶をもってきてやろう」

　ぱっと見は妖怪っぽいけど、好こう々こう爺やだ。近所じゃ名物のじいちゃんで、かくいう俺はそんなじいちゃんが大好きな、俗ぞくに言うおじいちゃんっ子だった。




　庭園を一望できる縁えん側がわ付きの和室。それがじいちゃんの部屋だった。俺は玄げん関かんには入らず靴くつを縁側の軒下に置いて、じいちゃんの部屋に上がり込む。

　冷房はなく、吹き抜ける風で涼をとり、冷たい麦茶で一いつ服ぷくした。

「それで朗はなにしに来たんじゃ？」

「なにしにとはずいぶんな言い方だな！」

「そうじゃろ？　じいちゃんのことも忘れて向こうでハッスルしとったくせに」

「ハッスルって……」

　まあ、していなかったといえば噓になる。独りになりたいと言って独り暮らしをさせてもらったのに、稲波市での俺はリアルが充実していた。

「あのさ、じいちゃん……。じいちゃんはいつ頃異能がなくなったの？」

「なくなってなぞおらんぞ。ただ、今は少しだけ力を溜ためるために、自らに制せい約やくをかけて使えぬ状態にしておるのじゃ」

「あ、そう」

「わ、わしが本気を出せばアレじゃぞ！　大仏様だって立ち上がって裸足はだしで逃げ出す勢いなんじゃ！　オーマイ裸足の大仏！　あぁ妖怪さえおればのぉ……妖怪さえ現れれば、わしも力を出さねばならなくなる。おおおお、静まれ我が混こん沌とんを司つかさどりし右腕！」

　じいちゃんは左手を押さえて苦しげに俺につげました。

「で、本当のところはどうなんだじいちゃん？」

「なんじゃ！　せっかくわかりやすく左右を間違えてやったというのにスルーとは！」

　そこかよ。その部分について怒るのかよ！　俺が軟なん弱じやくにも帰ってきたことをスルーしたくせに。だいたいスルーだのの若者言葉を無理に使わなくてもいいのに、このじいちゃんときたらネットで調べてでも使おうとするのだ。

　まあ、こんなじいちゃんだからこそ、俺の味方をしてくれるのかもしれない。

　この街を離れる時に、反対する両親を説得してくれたのはじいちゃんだった。三年間、きっちり独りで生活できる……と、俺を信じてくれたのもじいちゃんだった。

　三年どころか半年もせずに戻ってきた俺を、責せめる気持ちはないんだろうか？

「まあ、その手荷物の様子と顔つきじゃと、戻る気満々なようじゃし、向こうに待ってくれておる人がおるんじゃろ」

　俺が不満げな顔をしただけで、じいちゃんは俺の気持ちを見み透すかしたように告げた。常に先回りされてる感じだ。自分ではわからないのだけど、そんなに顔に出るんだろうか、俺って。

「真剣なんだ！　茶ちや化かさないでくれ」

「実際、じいちゃんアレじゃし。異能消えてないし」

「……じゃあ、父さんは？　父さんの時はどうだったんだ？」

「あやつの時は高校二年くらいかのぉ。恋人ができてすっかり異能が使えなくなってもうた。まあ、それが今の朗の母ちゃんじゃ」

　まさかの出生の秘密ルート。そうか、父さんは母さんと高校の頃に……。

　て、待て。恋人ができてから……だって？

「母さんは異能に理解があったの？」

「もちろんじゃ」

「父さんの異能って？」

「空気に関する力じゃ。風を自在に操あやつっとったわい」

「なんだよそれかっこいい！　不公平だ！」

　俺の異能は地じ味みすぎる。それに自在に操るってことは、ちゃんと使いたい時に使えた。裏を返せば、ずっと使わなくてもよかった力じゃないか。勝手に発動する異能とは全然別物だ。

「まあ、今ではそよ風一つおこせんて」

　俺だって未来の「み」の字も聞こえなくなってしまった。

「一度力を失ったら、もう二度と……戻らないのか？」

　じいちゃんは仙人のように蓄たくわえた髭ひげを撫なでながら瞳ひとみを閉じた。

「さぁのぉ……さぁのぉ……」

　そのまま首をコクリコクリとさせる。

「じいちゃんにもわからないことはあるんだな」

「ＺＺＺ……ｚｚｚ……」

「寝るなよ！」

　ハリセンがあったらスパン！　とやっているところだ。

「お、おおう！　ハリセンを用意しておけばよかったわい」

　心を読まれてるんじゃないか？　と、思うこともある。実際、このじいちゃん相手だと読まれていてもおかしくないと素直に思える。

「じゃあ質問を変えるけど、異能は……恋をするとなくなるの？」

「わしゃあばあちゃんをあいしておるぞ」

　愛いとおしそうにじいちゃんは目を細める。祖母は一昨年、他界した。教師をしていて教え子がたくさんいて、葬儀の時は参列者がそれこそ列をつくり盛せい大だいに送り出された。

　あれ？　わからなくなってきたぞ。

「じいちゃんには、異能があるのか？」

「無論じゃ。じゃが異能使いは異能を知られてはならぬからな。相手に手の内を見せるようでは二流、いや三流よ。それはたとえ相手が孫とて教えられぬ。妖怪に朗がさらわれてわしの能力の秘密が漏ろう洩えいしては、助けにもいけぬからのぉ」

　我が祖父ながら、見事なまでに存在自体が黒歴史ノートだ。

　仮にじいちゃんに異能があるとしよう。

　じいちゃんは異能を維い持じしたまま、ばあちゃんと結婚した。それで父さんが生まれた。父さんは母さんと高校二年の頃につきあい始めた。そのとき、異能を失っている。

　これでわかるのは、子供を授さずかると異能が子供の代に移ってしまうというパターンではない……ということだ。それに、俺の異能が消えた時、俺は酒多さんと……抱きつくくらいのことは、彼女を助ける過か程ていで何度かあったけど、いわゆるひとつのそういう接触の仕方はしていないわけで……。

「何事も成長するには傷を伴ともなうものじゃよ。その傷から膿うんで腐くさってぽっきり折れてしまうこともある。じゃが、傷の痛みに耐え抜けばより強い心の幹みきが育つんじゃ」

　じいちゃんは「ふぉっふぉっふぉ」と老師風に笑ってみせた。

　何かのたとえ話っぽいのだが、じいちゃんが何を言いたいのかよくわからない。いつもじいちゃんはこんな調子だから、どれが本当でどれが噓か判断できないのだ。

　俺の異能に噓を聞き分ける力でもないと、どうにもお手上げである。

「それで、どうするんじゃ？　他に質問があるなら受け付けるぞい」

「じいちゃん！　資料的なものは残ってないのか？」

「わしが生き証人じゃ」

「何百年も前から生きていた的な言い方なんだが」

　このじいちゃんならあり得なくもない。俺が物心ついた時には、じいちゃんはすでにこの形状で完成されていた。

「悪いんじゃが土ど蔵ぞうにあったもんは、国の文化的な遺産だかなんだかというんで寄き贈ぞうしてしまっての。どこかで大事に保管されとるんじゃ」

「文化……遺産って……」

　そんなものがうちにはあったのか。まあ、それがどんなものにせよ、書だとしても読める学が俺にはない。

　我が家の秘密は資料館で眠り続けることになったようだ。

　しかし、じいちゃんからはこれ以上、聞き出せそうにもないな。

　収穫があったとすれば、実家に戻っても異能は戻らないことがはっきりしたことぐらいだ。

「俺……向こうに帰るよ」

「そうか、帰るか」

　じいちゃんはグラスの麦茶を飲み干すと、俺を引き留めるような素そ振ぶりもみせずに呟つぶやいた。

「俺がいないと大変なんだ」

「そうかそうか。必要とされとるんじゃな」

「必要とか……そういうんじゃ……」

「あっ…………のう朗。まだ陽ひが高いし、来たばかりじゃし、チェスでもやらんか」

　将しよう棋ぎじゃないのかよ。

「オセロでもええぞ」

　囲い碁ごでもないのか。

「そうじゃ！　トレーディングカードゲームでもやろうかの。好きなデッキを使ってええぞ」

　じいちゃんは戸棚を開けるとケースを取り出した。

「わしはこの天使ちゃんデッキが好きなんじゃ。大天使ちゃんマジ天使じゃ。若い頃のばあちゃんそっくりでのぉ」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女キャラの描かれたカード……いや、ばあちゃん日本人だから！

　これって、若者向けすぎる趣味だ。最近、流行しているアニメや漫画のキャラクターの中でも、天使の女の子ばかりが集結していた。

「朗はこのメイドさんデッキがオススメじゃぞ。特にこのツインテールの女の子は場に出ると手がつけられん火力じゃからな」

　えーと……それに似た実物を知ってるんだけど。

　あいつ、いつカード化されたんだ？

「じゃあ、さっそく、一丁じいちゃんがもんでやるぞ」

　どうしたんだろうか。いきなりカードゲームをさせようだなんて。しかも、俺がルールを知らないゲームだから、覚えるまで時間がかかるし……まるで今度は引き留めているみたいだ。さっきはすんなり帰そうとしていたのに……。

「やっぱ帰るよじいちゃん」

「待て待てぇい！　じいちゃんと遊ぼう！　老い先短いじいちゃんに寂さびしい思いをさせるでない！　この孫でなし！　わしに一勝でもしたら帰りの電車賃をくれてやろう」

　ろくでなし風に言わないでくれって。時々、じいちゃんはこうしてだだをこねる。

「わかった。わかりました。別に電車賃目当てじゃないからな」

「噓だと顔に出ておるぞ」

　一瞬で見透かされました。どのみち、休むと事前に申告してしまったし、今から帰っても今日のポイズンの営業時間には間に合いそうにない。

　俺はしぶしぶ、じいちゃんの用意したカードゲームのデッキをシャッフルした。




　夕方になった。蟬せみ時雨しぐれの中、じいちゃんがスリーブに入れた大切なカードを……畳たたみの上にばらまいている。

「帰れ！　もう帰れ！　じいちゃんショックでかいんじゃ！」

　ゲームのルールを覚えてから、何度か対戦してコツを摑み、いつのまにやら立場が逆転していた。最初はじいちゃんにボコボコにされるだけだったのに、今では十回やれば十回勝てる。デッキの相あい性しようが俺に有利なのかとも思ったけれど、カードの巡りあわせがよくて、次々と俺は効果的なコンボをつなげていった。

　結果、じいちゃんはすっかりへそを曲げてしまったわけだ。

「朗は接待ゲーという言葉をしらんのか！」

「知らないって。だいたいじいちゃんが言い出したんだろ？　カードゲームをやろうって」

「じいちゃんは市内のシニア大会で優勝したんじゃぞ！」

　そこまで極きわめようとしていたのか。

　見た目は可か愛わいい系だけど、戦せん略りやく性せいに富とんでいてなかなか遊びごたえがあって、少しはまりそうになった。

「そろそろ出ておかんと、電車がなくなるぞ」

　さすがにそこまで終電は早くないと思うぞじいちゃん。

　ここで「遅くなったのだから、夕飯を食べていけ」とは言ってくれないらしい。

　父さんと母さんの顔を見ていないけど、二人から異能のことを聞くのはなんというか……恥ずかしかった。両親ののろけを聞きたいと思う思春期まっただ中の子供はいるだろうか？　いや、いるまい。

「じゃ、じゃあ、そろそろ行くよ」

「帰れー！　消えてなくなれ我が孫よー！」

　ひでぇ。ゲームで圧勝しただけで消し去る気かよ。

「電車賃はあとでスイス銀行経由で振り込んでおくから、またくるのじゃぞ！」

「あー、はいはい。いや、別にいいから無理に振り込まなくても！」

　ちょっとゲームで勝ちすぎて悪いと思うし、その上、電車賃までもらうのはいくら孫という立場であろうと気が引ける。

　けど、たまに仕送りにこっそりお駄だ賃ちんをちょい足ししてくる。そんなじいちゃんなので、今回も律りち儀ぎに振り込んできそうだ。

「じゃあなじいちゃん。オレオレ詐さ欺ぎには気をつけてくれよ」

「わしを誰じゃとおもっとる！」

「じいちゃんはじいちゃんだ」

「その通りじゃ！　帰れ！」

　変なノリだな。じいちゃんは外まで見送ってはくれないらしい。俺は手荷物をまとめて縁側の軒先で靴を履はいた。靴紐ひもが解ほどけている。

　後ろで声が……聞こえてきた。

「のうばあちゃんや。朗がまさかの発達精神デイベロツプメンタルに至ろうとしとる。院インペリアルにはなんと報告すべきかのぉ。そうかそうか。朗が決めることか。そうじゃったな」

　じいちゃん……エアばあちゃんと会話してるッ!?　聞き慣れない不ふ穏おんな単語が続々と出てくるあたり、やっぱりじいちゃんの言葉は何が本当なのかわからない。

　結局、異能復活の決定的な手がかりは……無しか。

　俺は靴紐をきちんと結んで立ち上がり、庭を抜けると勝手口の扉を開けた。

　異能に関してはどうにもならなかったけど、じいちゃんと話して少しだけ心が軽くなった。




　太陽が紅く燃え落ちようとしていた。

　駅前に戻るまで、結局俺は地元の知り合い……中学までのクラスメートの誰とも会わなかった。そのことにホッとする。

　さて、帰ろうか。じいちゃんに足止めをされなければ、今頃は稲波市についていたかもしれない。

　駅前は相変わらず観光客で賑わっていた。

　帰ってくる前と後とで、俺は何か変わっただろうか？

　たぶん、何も変わっていない。異能の手がかりもなかったし、これ以上調べる気もおきなかった。

　……あれ？

　気のせいだろうか。

　見覚えのある背中。ふわふわっとした髪に、小さな肩。横断歩道の前できょろきょろと左右を確認している。

　車が来ていないのは明白なのに、彼女は念入りだった。

　酒多さんだ。間違い無い。斜ななめ後うしろからでもはっきりとわかる。

　なんで……なんでこんなところにいるんだ!?

　観光客向けの商店街方面に向かおうとしているみたいだ。

　旅行？　観光？　独りで？　ポイズンのバイトを休んでまで？　あ、俺もいないからポイズンはどうなってるんだ？

　頭の中に次々と言葉が浮かんだ。

　俺は震える手でケータイを手にする。信号が変われば酒多さんが行ってしまう。

　すぐに彼女にダイヤルした。

　信号が変わる。酒多さんは歩きだそうとして……。

　立ち止まった。立ち止まってくれた。

　ケータイを手にしている。彼女の後ろ姿は十数メートル先なのに、俺の耳元で声が聞こえた。

「あ！　朗くん！　今ね！　あのね！　びっくりしますよ！」

　昨日も聞いたはずなのに、なんだか懐なつかしく感じてしまった。

　受話器越しに酒多さんは少し、興こう奮ふん気味だ。

「酒多さん落ち着いて」

　俺は酒多さんの背中に向けて歩き始めた。

「落ち着いていられません！　だってこれって、すごいタイミングなんです。朗くんに……会いたいなって……声が聞きたいなっておもったら、朗くんの方からお電話してくれたなんて」

　酒多さんの声はかすかに震えていた。驚いている感じだ。俺も、正直驚いた。だから冷静なフリをするのに一いつ生しよう懸けん命めいだ。俺まで変なテンションになったら、収しゆう拾しゆうがつかなくなる。そんな気がした。

　一歩進むごとに、酒多さんの背中が近づいてくる。雑ざつ踏とうの中、十メートルを切った。

「ともかくあの……深しん呼こ吸きゆうしましょう酒多さん」

　彼女は耳元に受話器を当てたまま大きく息を吸い、ゆっくり吐く。こちらの言った通りにしてくれた。本当に素直な人だ。

「深呼吸しました。でも、まだドキドキが収まりません」

　酒多さんは左手を自分の胸元に当てて確認していた。

「今、なんと私は朗くんのそばにいるかもしれないんですよ！」

　それは俺にもわかっている。酒多さんまで五メートル。彼女は俺の接近にはまるで気づいていないようだ。

「そばって……」

「最寄り駅まできちゃいました！」

　ケータイ越しでなくても、地声が聞こえる距離なのに酒多さんは振り向かない。













　俺は立ち止まった。あと数歩、手を伸ばせば酒多さんを摑まえられる。そんな距離で。ここまで近づいておきながら、顔を見て話す自信がないことに気づいた。

「もしかして、碧店長から聞いたのか？」

「朗くんが悩んでるのは、わたしにだってわかります。それで、もしかしたらって思って店長に朗くんのことを電話で相談したんです。そうしたら、ポイズンをお休みするって……住所までは個人情報だから教えてもらえなかったけど、最寄り駅まではなんとか聞き出しました！」

　アクティブすぎるだろ酒多さん。

「で、でも酒多さん。駅に来たからって俺に会えるとは限らないじゃないですか？」

「あっ……」

　なんだこの「そういえばそうだ！」と気づいた感じの「あっ」は。

「酒多さん？　もしもし？」

「朗くんの言う通りです。会えるかわからないのに来ちゃいました」

　えへへ失敗失敗。みたいな、ちょっと照れた感じが妙に可愛らしい。けど、あんまりにも勢いに任せすぎじゃないですか。

「わからないのに……って」

「ご、ごめんなさい朗くん。いきなり押しかけて迷めい惑わくでしたか!?」

「そんなことはないけど、俺もちょっとびっくりしちゃって」

「よかった。朗くんが優しい人でよかった」

　さすがは酒多さん。やってみたガールだ。やってみてから考える。見た目よりも行動派。そんな彼女だから、ここまで来てしまったのかもしれない。

　何かしたくても何も出来ずに尻しり込ごみしてしまう俺よりも、ある意味男らしいです。

　酒多さんの声が再び明るくなった。

「それにケータイがあるから大丈夫です！　問題ありません！」

「つながったからいいものの、俺が通話に出られなかったらどうするつもりだったんですか」

　心配しているというより、俺はちょっと酒多さんに当たり気味になっていた。いかん。なにやってんだ俺。

「でもでも、朗くんの方からかけてくれたじゃありませんか！」

　俺の言葉の刺とげなど意にも介かいさない。

　もう一つ俺には気になることがあった。

「それは、そうだけど……あの、酒多さん。今日のポイズンはもしかして……」

「大忙しです！」

　無邪気に酒多さんは笑った。碧店長がよく許したな。

「ともかく、もう今からだとポイズンは手遅れなので……朗くんに……会いたいです」

「手遅れって……酒多さん。そこを動かないでいてくれ。一いつ旦たん電話を切る」

　俺は再び歩き始めた。通話を切る。酒多さんはケータイを耳から外した。そわそわしている。

　酒多さんの背中が目の前にあった。

　このまま抱きしめたくなる衝しよう動どうに駆かられる。が、理性という名のブレーキペダルをベタ踏みにして、俺は可能な限り平静なつもりで口を開く。

「到着。本当に無む茶ちやっていうか、思いついたら即実行ですか酒多さん？」

　俺の声にくるりと酒多さんは振り返った。長い髪がふわりと舞う。大きな瞳が俺の顔を見つけた。

　驚いたように目を丸くさせたかと思ったら、酒多さんはとびきりの笑顔になる。

「朗くん！　よかった……もう、会えなくなっちゃうんじゃないかって……」

　涙ぐんでいた。嬉うれしそうに……泣かないでくれ。俺が泣かしたみたいじゃないか。

　じゃない！　俺が泣かしたんだ。酒多さんに余よ計けいな心配をかけて。

「ごめん。酒多さん。けど、心配しすぎだって。もう会えないだなんて。ちょっと実家に顔を出しただけだから」

　酒多さんは急に俺の手をとった。彼女の手は軽く汗ばんでいる。

「お散さん歩ぽしましょう！」

「え？」

「せっかく来たんだから、で、デートです！　デートしに来ました！」

　酒多さんの顔が真まっ赤かになった。

「デート……ですか？」

「そうです夜の街でデートです！　朗くんの思い出を教えてください♪」

　夜のってつけると突然不健全さが増しますから！

　しかし、わざわざ来てくれた酒多さんをそのままとんぼ返りさせるのもいかがなものかと思う。

　ああ、俺の思い出には聞かせて酒多さんを楽しませられる要素なんて、何一つないのに。せめて他の話題で盛り上がれないだろうか。

「たぶん、あんまりおもしろくはないと思うんだけど」

　手を握にぎったまま酒多さんは首をぶんぶん左右させた。

「朗くんのことが知りたいんです。朗くんがどんな場所で育ったのかとか……も、もちろん無理に嫌なことを思い出さなくてもいいんです。だけど……朗くんがどんな苦しみを背負っていて、悩んでいるのかわかれば……何が出来るかわからないけど、何かしたいんです」

　俺の手までじんわり熱くなってくる。

「ただ歩くだけでもいいですから♪　お願いします！」

　お願いまでされてしまった。

　周囲を見回す。横断歩道前に人影はまばらだ。

　あっ……これって……。

　酒多さんのことを知る人間は、たぶん、おそらくこの街には俺しかいない。

　縁ゆかりも川かわ原はらも晴はる美みさんも……今頃、ポイズンで大忙しだ。

　二人っきり。酒多さんと、二人だけ。

「じゃあ、少しだけ」

「はい！」

　酒多さんはぴょんとウサギのように飛とび跳はねた。たゆんと揺れたぞ。夏の薄着と無む防ぼう備びさ。本日の酒多さんは特に危険だ。

「朗くんが恥はずかしがって逃げないように、こ、こここここうやってがっちりです」

　つないでいた手を酒多さんは腕ごとつかんだ。俺の二の腕にサイドおぱいががががががががががががっ!?

「ちょ、ちょっと酒多さん！　がっちりすぎですから」

　ああ、柔やわらかい。俺は俺の二の腕になりたい。って、何を考えてるんだ。落ち着け冷静になれ俺。

「いきなりなんの相談もなくバイトをお休みした罰ばつです！　がっちりがっちり」

　俺の腕は酒多さんに挟はさみ込まれるような格好だ。

　こんな罰ならいくらでも……っていうか、酒多さんだってバイトサボってるじゃないか！

　とりあえず俺は、商店街方面に向けて歩き始めた。

　観光客向けの商店が並び、賑わっている。お土産みやげ屋さんはもちろん、食べ物関係も充実していた。テレビの旅番組の取材もしょっちゅうやってくる。俺はそう感じたことはないけれど、きっと酒多さんなら歩くだけでも楽しいんじゃないだろうか。

「色んなお店があって楽しいですねぇ……はっ！　いけない、朗くんのことを聞くはずだったのに」

　酒多さんはお土産屋さん好きだ。時間があればもっとゆっくりしていってほしかったな。

「別にいいって。見たいお店とかあったら遠えん慮りよ無く……」

「よくありません！　朗くんはそうやってすぐ遠慮がちになって。もっと……甘えてくれてもいいんですよ？」

　真剣な表情で酒多さんは告げた。

「甘えても……って。は、恥ずかしいんだが」

「照れるところはかわいいです」

　ぐっ……なんてこった。酒多さんに主導権を完全に握られてる。

「と、ともかく密着しすぎだから、手をつなぐくらいにしないか酒多さん？」

「わたしが転ころぶ時は朗くんも一いち蓮れん托たく生しようなので、その案は却きやつ下かします」

　酒多さんは放してくれなかった。

「わたしは放しません。朗くんは話してください」

　言葉を掛け合わせながら酒多さんは俺を見つめる。

　観念しよう。ここまで来てくれて、俺のことを心配してくれた。酒多さんが俺の話を聞きたいというのなら、ちゃんと話そう。

「まいったな。降こう参さんです酒多さん」

　酒多さんは俺の次の言葉を待った。

　小さく息を吐いてから、俺は口を開く。

　俺は小学校の頃にまで遡さかのぼって、異能の苦い思い出を語り始めた。

　異能が無くなった今でも、やっぱり苦いままだ。

　子供の頃、友達が質問する前に答えたことがきっかけだった。最初は「すごい！　どうやったの？」とか、驚かれたし、他の誰にもできないとわかると、異能が誇らしくすら思えた。

　そこで調子にのって、異能を使いまくって……そのうち、周囲の人間から俺は異質な者に変わっていった。

　人と違う者を人は恐れるのかもしれない。

　酒多さんは終しゆう始し黙だまって俺の話を聞いてくれた。

「中学に入ってからも、俺は自分のことを理解してもらいたくて……異能を使って余計に気味悪がられたし、誰かのためって言いながら、結局自分を良くみせたくて……独りで空回りしてたんだ。そんな自分をリセットしたくて、稲波市で独り暮らしを始めたんだよ。逃げたんだ」

　聞く姿勢を崩くずさなかった酒多さんが、あわわと焦あせりながら口を開いた。

「へ、変な言い方かもしれないけど、朗くんが逃げてきてくれてよかったって……ご、ごめんなさい！　でも、朗くんと……出会えたことはわたしにとっては幸せなことだから。全部悪いことだったなんて思わないでください！」

「いや、そんなことないよ！　俺だって稲波市でよかった！　酒多さんに出会えてよかったよ」

　思わず声が大きめになってしまった。まだ通りを行き来している観光客は多くて、周囲の視線を少しだけ、集めた格好だ。

「あの、朗くんは……大丈夫になったんですか？　この街には朗くんの異能を知る人がたくさんいて、その人たちの未来の音も聞こえるんですよね？」

「えっと、それはその……ほ、ほら！　学校に行っていれば毎日会う相手であっても、駅前でばったりと出くわす可能性っていうのはなかなかないでしょう？」

　今回、酒多さんが駅を出てすぐというドンピシャなタイミングで、遭そう遇ぐうしてしまった俺が言うのもなんだけど。

「それも……そうですね！」

　酒多さんは納得してくれた。

　そのあと、俺たちは他愛もない話や、今のポイズンがどんな惨さん状じようなのかを想像したりして、酒多さんとまだ開いているお土産屋さんをみたり、路上販売しているピロシキを食べたりした。




　帰りの電車に乗る頃にはすっかり夜の色が濃くなっていた。車内の席もがらがらだ。

　普通の車両と違って、向かい合って座れる席がいくつかある。酒多さんには進行方向の窓側に座ってもらった。反対側に腰掛けようとしたところで、酒多さんがぽんぽんと、自分の隣となりのシートを叩たたいた。

「朗くんはこっちです。予約席です」

「は、はぁ……」

　酒多さんの隣の席に座る。すぐに酒多さんは左手で俺の右手を握った。車両がガタンと揺れて動き出す。

　東京駅までこれ一本だ。

「お仕事をさぼってデートするなんて、わたしたちいけない人ですよね？」

「みんなには悪いことをしたよな……って、俺は事前に碧店長に休むって言ったし！」

「わたしだってさぼる許可はもらいました♪」

　まじめで責任感のある酒多さんが悪戯いたずらっぽく笑った。

　そりゃまあ……でないと酒多さんは俺の実家のある駅がどこかも、教えてもらえなかったはずだし。碧店長はどんな覚悟で酒多さんを送り出したんだろうか。

「そういえば酒多さ……ん？」

　酒多さんは俺の方に身を寄せてもたれかかった。この体勢、俺の肩は彼女の枕まくら代がわりだ。

「おやすみなさい朗くん。このままで……いさせて……くださ……い」

　糸がぷちんと切れたように、酒多さんは目を閉じるとすーっと寝息を立てる。

　窓ガラスに反射して映る彼女の顔は安心しきった子供のようだった。

「このまま……か」

　きゅっと俺の手は握られていた。流れる景色が時間とともに変わっていく。畑が次第に街になり、街の規模は緩かん急きゆうをつけながらも大きくなっていった。都心に近づくにつれ人口密度が増すのを感じながら、俺は酒多さんの枕になり続けた。

　異能がなくなっても、枕にはなれるんだな。

　俺も少し眠くなってきた。




　終点、東京駅に着く一つ前の駅で酒多さんに起こされた。どうやら俺も眠ってしまったらしい。

　東京で乗り換えだ。少し意識がぼやけていた。まるで夢の中をまだ、さまよっているかのような。

　ぼんやりしていると、すぐに東京駅に到着した。ホームに降りる。酒多さんはずっと、俺の手を握ってくれていた。

　エスカレーターを降り、広く複雑な構内を迷子になりながら、稲波市方面に続く路線を探した。

　もう、終電が近づいていた。案内板を見ながらお目当てのホームへとたどり着く。

　蒸し暑いホームで電車を待った。終電前の電車を摑まえてなんとか帰り着けそうだ。吾あ妻づま駅止まりまでしか無かったら危ないところだった。

　ほどなくして電車がやってくる。

　車内は貸し切りもいいところだ。冷房が効いていて快適で、横長の席には俺と酒多さんしかいない。

　稲波駅までの移動手段が確保できたところで、二人してホッと安あん堵どの息を吐はいた。

「今なら寝っ転がれますね！」

「やらないでくださいよ酒多さん」

「や、やりませんとも！　温泉で泳いだけど、そこまで子供じゃありません！」

　ああ、泳いだんだ。

「あの、朗くん？」

「なんですか酒多さん」

　見つめ合ってしまった。改あらたまった表情の酒多さん。その瞳がじっと俺を見る。心の裏っ側まで見透かされているような気持ちになってきた。

　酒多さんは口を開く。声のトーンはとても落ち着いていた。

「もしかして……朗くん。異能がなくなったんじゃないですか？」

　俺が言えなかったことを、彼女はこうしてさらりと口にする。

「そ、それはあの……その。なんでそんな風に思うんですか？」

「最近よく転びます！」

「それだけ？」

　俺は驚きで素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「あと、ずっと朗くんが悩んだ顔をしてたから。それと、朗くんは地元が苦手みたいなのに、それでも実家に帰ったのは……きっと、異能のことを調べるためだったんじゃないかなって思ったんです」

　全部、お見通しですか酒多さん!?

「ど、どうですか？　名推理ですか？」

「あたり……です。はぁ……」

　酒多さんは別段、ドヤ顔をするわけでもなく、納得したように小さくうなずいた。

　当てられたことがどうとかいうよりも、自分で言う前に酒多さんに言われてしまったことに……常に後手に回る受け身な自分に落らく胆たんした。俺はつくづく情けない人間だ。

「そうなんだ。あれは……中間テストのあとくらいだった。いきなり異能が使えなくなって……すぐに言わなくてごめん！」

「なんで謝あやまるんですか？」

「ほら、酒多さんは俺に異能があるって思ってたわけだし、常にとは言わないけど、時と場合によっては異能のフォロー込みで行動を選択していたかもしれないわけでしょう？」

「そういえばそうかもです」

「そういえば……って」

　軽く力が抜けた。

「だからポイズンでバイトしている時も、酒多さんが食器を運ぶ時に後ろから俺が驚かせるようなかたちになって、お皿を割らせちゃったじゃないですか。あれは酒多さんが割ったんじゃなくて、俺の失敗だし……本当に、そんなことばっかりだったんだ。いきなり俺が抱きついても、ゆ、許されるじゃないですか？」

「わたしは朗くんに抱っこされると嬉しいです」

　不思議そうに首を傾かしげる酒多さん。俺は顔が熱くなるのを感じた。恥ずかしい。そんなことをさも普通のことのように言われたら、抱きしめたくなるじゃないですか!?

「お、俺は！　まったく関係ないところで酒多さんに抱きついたりもしていたんだ！　異能の力でフォローするふりして！」

「じゃあ、わたしにお話ししちゃったから、もうその手は使えないですね？」

「は、はい。酒多さんのおっしゃる通りです」

「次からはあの……朗くんがしたいときにご自由に……あわわ」

　酒多さんがぷるるっと身震いした。

　恥じらう表情にドキッとさせられる。

「と、ともかく、俺は異能が無くなってダメになったんです。異能が使えなくなって、酒多さんの力になれなくて……そんな自分が情けなくて」

「朗くんは自分の異能を使うのが嫌だったんじゃないですか？」

「嫌だった。普通に暮らしたいと思ってた。けど、酒多さんが教えてくれたんだ。俺の異能でも役に立つって。そうなったら急に、無くなったことがつらくなった」

「そうだったんですね」

　酒多さんは感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

「そ、それだけじゃないんだ！　実は……縁ゆかりの未来の音も聞こえるようになったんだ」

「えッ!?」

「酒多さんの音だけじゃなくて、縁の音も……それを黙ってた。酒多さんのためだけの力だって……そういうことにしておきたくて……」

「そのことを縁ちゃんは知ってたんですか？」

「ごめん酒多さん」

「えーと……えーと……」

　酒多さんは頭の中をフル回転させている。

「だから、酒多さんだけが俺が縁の音を聞けることを知らなかったんだ。俺が……黙ってたから」

「ああ！　なるほどそうなんですね」

　理解できたのか、酒多さんは微笑ほほえんだ。スッと手が俺のほっぺたに伸びる。ぎゅむっと酒多さんは俺の頰ほおをつねった。

「いたたたたたたた」

「ひどいです朗くん！　それに縁ちゃんも！　異能の秘密を知っているのは、わたしと縁ちゃんと朗くんなんですよね？　朗くんが『未来の音』を聞けない信のぶ人とくんや碧店長や晴美さんには秘密なんですよね？　それはわかります。けど、縁ちゃんとのことは、わたしにも秘密にしてたんですよね？」

「は、はひぃ」

　ほっぺたをつねられているので上う手まく発音できない。

「でも、ちゃんと話してくれたから許してあげます。特別です」

　ぎゅぽん！　と、俺の頰を引っ張って酒多さんは口を尖とがらせた。

「あれ？　あの……これだけ？」

「もっとぎゅむぎゅむしますか？」

「いや、もっとこう……嫌われるかと思ってたから」

「人間、ミスはするものです。今後、気をつけてください」

「は、はい。以後気をつけます」

　あっけなく、俺の中でもやもやと渦巻いていた霧が晴れた。俺は一度呼吸を整えると話を続ける。

「酒多さんの音も縁の音も聞こえなくて、フォローもできない普通の人間になっちまったんです。俺」

　酒多さんはきょとんとした表情だ。

「それでいいじゃないですか？　異能はきっと、朗くんとわたしをこうして知り合いにしてくれるためにあったんですよ。ここから先は、もうなくても大丈夫ってことになったから消えたんです」

　酒多さんは微笑む。そんな考え方……頭の片かた隅すみにもなかった。

　全身に震えが走る。

「もっとポジティブに考えましょう！　朗くんは普通の男の子に戻ったんです」

　戻った……と思えばいいのか。

「なんだか実感がわかないな。普通じゃないのが普通だったから」

「こればっかりは馴なれるしかありません！　それに、朗くんがとまどっちゃったのは仕方ないことです。誰だって最初からうまくできるわけじゃありません」

　酒多さんは彼女の言葉で俺をフォローしてくれている。

「普通に馴れていけるかな？」

「いけますよ。朗くんなら。わたしは朗くんの隣にいます。だからなんでも相談してください。普通の人の先輩としてアドバイスしてあげます！」

　えっへんと酒多さんは胸を張った。それから俺の顔を見つめて、もう一度笑顔になる。優しい表情だ。見ているだけで癒いやされる。

　柔らかそうな唇くちびるがそっと開いた。

「これまで朗くんは異能で大変でした。悲しいこともたくさんありました」

　さっき俺が話したことを、酒多さんはきちんと真剣に受け止めてくれていた。

　酒多さんも傷ついて生きてきた人だから、わかるんだ。俺の気持ちが。

「でも、明日からはもう、心配することも悲しいこともありません。楽しいことしかありません。だから……今日までお疲れさまでした。朗くん。もっと楽しく、気楽に生きていきましょう！　わたしは……ずっと、ずうっと朗くんのそばにいますから」

　酒多さんは俺の手を両手で包むように握った。

　温かい。柔らかい。酒多さんの声が、言葉が、体温が、雨のように降ふり注そそぐ。乾いた自分の心がまるで、スポンジのように酒多さんの優しさを吸収して膨ふくらんでいく。

　あれ……なんでだ。なんでだよ俺。目の前がゆがんで……かっこわるすぎるだろ。

　なんで涙なんて出てくるんだよ。ちくしょう！　こんなの男らしくもなんともない。

　女の子に励はげまされて泣くなんて、かっこわるくてどうしようもないじゃないか。

　止まれ。止まってくれ。

「わ、わああああ！　朗くん！　いっぱい、いっぱいため込んでたんですね！　こんなとき、女の子は……わたしは……こ、こうします！」

　酒多さんは俺の頭を抱き寄せると、むぎゅっと胸に押しつけるように抱きしめた。

　良い匂においがする。酒多さんの実在感が心地ここちよかった。

　そうか。これが酒多さんなんだ。

　実はとっても、すごい人なんだ。俺が思っているよりもずっとずっと強い人だったんだ。俺はこんなにも強い人を守ろうとしていたのか。これまで守れた気でいたのか。

　お釈しや迦か様さまの手のひらの上にいた孫悟空は、その手の温かさに気づいていたのだろうか……。

　ほどなくして、電車は稲波駅に到着した。




　酒多さんに手を引かれて俺はホームに降りる。もともと快速が止まらないこともあって、利用客はそれほど多くもない駅だけど、終電間際で稲波駅はまるで無人駅のように静かだった。

「おかえりなさい朗くん♪」

「酒多さん。ごめん。こんな時間になっちゃって」

「ど、どうしようお父さんとお母さんに怒られる」

　酒多さんが頭を抱かかえた。俺は大いに焦る。

「なーんちゃって。お母さんにはちゃんと言ってあるから大丈夫です」

　ぺろっと酒多さんは舌を出していたずらっぽく笑った。脱力感で再び涙るい腺せんが緩ゆるみそうになる。

「俺、なんかすごく……かっこわるい。好きな女の子の前で泣くなんて……」

「そんなことないですよ！　涙は心の汗です。適度に流した方が健康でいられます。って、何かの本に書いてありました」

「受け売りですか！」

　俺は肩を落とした。じっと酒多さんを見ていると、彼女は内ももをこすり合わせるようにもじもじしている。

　トイレか？　いや、川原でもあるまいし、あまり直接的な確認はしちゃいかんよな。

「あの、酒多さんどうしたんですか？」

　尋たずねてから後悔した。もしトイレだったら酒多さんに「トイレに行かせてください」って言わせることになる。

　酒多さんはもじもじしたまま声を震わせた。

「い、いいいい今！」

　今？　何かあったのか？　もしかしてＵＦＯでも見たとか。

「今……どうしたんですか酒多さん？」

「あ、ああああ朗くん！　い、いま……す、すすすす……き」

　酒多さんの顔が耳まで赤くなった。

　すき……好き？

　俺は思い出す。

　会話ログを数行遡りながら自分の発言を吟ぎん味みした。

　あっ!?

　無意識の犯行だった。無意識のうちに「好きな女の子の前で泣くなんて」なんて、言ってしまった。俺も男なら、もっとちゃんとした状況で、覚かく悟ごを決めて言うべき言葉だろうに。

　俺はつくづく、肝かん心じんなところが抜けている。

「どうしようどうしよう。朗くんがわたしのこと、好きって言ってくれるなんて。とっても、とっても嬉しいです！」




《……………………》




　酒多さんがホームをステージにして、子犬のようにくるくると踊り出す。俺は右耳をそっと手で押さえた。

　違和感がある。微妙に重たい感じがする。

「さ、酒多さん！　危ない……かもしれない」

　自信をもてないまま、俺は酒多さんの身体からだを背後から抱き寄せた。

　酒多さんはされるがままだ。心臓が早はや鐘がねを打つ。

　俺は七秒間、待った。何も起こらない。何かハプニングが起こるんじゃないかと思っていたけれど、ホームは相変わらず静かなままだった。

　異能が働いたような気がしただけだ。

　酒多さんに抱きつく変態さん状態という結果だけが残る。

「朗くん……このまま、二人だけでどこかに冒険に行くのって、どうですか？」

　酒多さんが首をこちらに向けた。

「夏休みはまだまだいっぱいのこってますし……こうして、朗くんが守ってくれるから、わたしはどこまでも行ける気がするんです」

　異能がない俺でも酒多さんは頼って、信じてくれる。

　この腕を放すか……放さずにいるか。

　今までずっと放していた。抱きしめ続けることが怖くて……だけど、今なら言える。

　放したくない。

　俺は……異能がなくても酒多さんの隣にいたい。酒多さんの力になりたい。ならなきゃいけないんだ！

　少しだけ強く、酒多さんを抱きしめた。

「あの……えっと……そんなに強く抱きしめられたら……きゅんとしちゃいます」

　恥ずかしそうにしているけれど、酒多さんは逃げる素振りもなくそのままだった。

　けど。

　俺は神様というものを信じていないし、こういう時にしか意識もしない都合の良いやつだけど。

　もしいるのなら、神様。

　異能を返してください。いや、無理ならいいんです。ただ、異能も俺という人間の一部だったんだと、ようやく思えるようになりました。

「朗くん……きゅんとしすぎて……は、恥ずかしくなってきちゃいました」

　酒多さんの呼吸が少し荒くなる。しまった。苦しくなるくらい抱きしめてどうする俺。

　腕の力を緩めた瞬間。




《プオーン！　ゴオオオオオオオオオオオオオオオ！　キャア！　ベタン》




　俺は迷わず、もう一度酒多さんを抱きしめた。

「もう少しだけ……あと、七秒だけ俺と一緒に恥ずかしい状況でいてください酒多さん！」

　ホームにアナウンスが流れた。俺は酒多さんを抱きしめたまま、ホームの中よりに移動する。回送列車がものすごい勢いで、俺たちの前を通過していった。

　酒多さんは俺の腕の中で、無事だ。

　今のは……どっちが先だったんだろうか。俺はホームに回送列車の通過のアナウンスがあったから、ホームの中よりに移動したんだろうか。

　いや、それよりも先に、自然と身体が動いた気がした。

　そっと、酒多さんの身体を放す。酒多さんは不思議そうに俺の顔を見つめていた。

「どうしたんですか朗くん？」

　俺はゆっくりと息を吐いてから、酒多さんに笑顔で告げた。

「ただいま。酒多さん」
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　異能復活の理由を自分なりに考えてみた。

　だけど、どれがきっかけだったのかはわからない。実家に帰ったことが引き金となったのか？　酒さか多たさんの前で恥ずかしくも泣いてしまったことなのか？　彼女に「女の子として好き」とナチュラルに告白してしまったがためなのか？　神かみ頼だのみのせいかもしれないし、まったく関係ないのかもしれない。

　単にこの数週間、異能の調子が悪くて休眠状態だっただけなのかもしれない。

　心当たりのどれもが正解で、どれもが無関係に思えた。

　それともう一つ、はっきりしていないことがある。

　俺おれは酒多さんを「女の子として好き」だ。好きにもいろいろあるけど、友人以上の好きである。

　けど、酒多さんにとって俺がどうなのかは未知の領りよう域いきだ。

　あの日、稲いな波ば駅から一緒に帰って桜のある十字路で別れてから、翌日には酒多さんはいつも通りの彼女に戻っていた。俺もいつも通りを心がけた。

　酒多さんは俺にとって特別な人だけど、俺は酒多さんにとって特別なのだろうか。

　酒多さんのことを好きだと意識すればするほど、俺は酒多さんに当たって砕くだけられなくなっていた。玉ぎよく砕さいするのが怖かった。

　そんな風に自じ爆ばく気味に、もやっとした日々が続く中、やってきた八月二週目の週末、ポイズンは臨りん時じ休業になった。

　休業の理由は言われてみれば納得である。この日はお店を営業しても、お客さんがこないのだとか。碧みどり店長が地元の商工会のお手伝いをすることもあって、どのみちお店を開けることはできなかった。

　夏祭り。

　稲波三さん社じや祭まつりは四年に一度、市内総出で盛せい大だいに行われる。観光地でもない稲波市のイベントとしては最大級のものだった。稲いな妻づま川花火大会も行われ、参道の大通りには屋や台たいが並ぶ。昼間から御お神み輿こしが町内を練り周り、はっぴ姿の地元の青年団の活かつ気きの良いかけ声が、どこからともなく聞こえてくる。

　俺たちは、日が落ちかけた参道を歩いていた。人混みで息苦しくなりそうだ。

　酒多さんのうなじが目の前にある。髪をアップにした彼女は浴衣ゆかた姿だった。藍あい色いろの落ち着いた大人っぽい浴衣が似合っている。

　つい、お尻しりのあたりに視線がいってしまった。

　確か浴衣って、下着のラインが出ないように穿はいてないんだよな。




《カツン……キャッ！　あうぅ……鼻はな緒おが切れちゃいました。はっ！　見ないでください！　いけないです朗あきらくん！　は、ははははいてないんです！》




「酒多さん。足下に気をつけて」

「は、はい！」

　夜店に気を取られていた酒多さんが、足下に注意を向けた。小さな段だん差さをみつけて彼女はひょいっと飛び越える。

「縁ゆかりも気をつけろよ」

「私に命令するな！」

　ぼすん！　と、縁は巾きん着ちやく袋ぶくろを振り回して俺の顔面に叩たたきつけた。人ひと混ごみの中、俺にだけヒットさせるとは見事なコントロールだ。

　それにしても、縁は縁で似合っている。ふわふわの子供用の帯に金きん魚ぎよ柄がらの浴衣だ。

　そして、数歩遅れて川かわ原はらと晴はる美みさんがやってくる。晴美さんの視線は明らかに縁のお尻のあたりに釘くぎ付づけだった。そういう晴美さん自身はというと、朝あさ顔がお柄のさわやかな浴衣姿だ。これで変態さんでないのなら……と、残念に思う。

　ぱっと見ただけでも、晴美さんからは大人っぽく艶つやっぽい美女オーラが出まくっている。次々とナンパチャレンジャーが挑いどんできてもおかしくない感じだ。

　実際、そういったアタックがあったら、見ず知らずの男性に話しかけられたショックで、晴美さんはパニックに陥おちいっていたかもしれない。

　隣となりに川原がいるのでその心配はなかった。一安心だ。

「なあ朗！　浴衣って穿いてないんだよな！　男の場合もか？」

「知るか！　というか、そういうお前だって浴衣着てるだろ」

「俺はトランクス派だ！」

　ここは決して自じ慢まんげにドヤ顔するところでもないし、そもそもお前が何派だとか聞いてすらいないぞ。

「あ、あの……私は……褌ふんどしが好きです」

　晴美さんが会話に絡からんできた。

「そっかー。晴美はマニアックだな」

「恐きよう縮しゆくなのです」

　そしてさらになぜか、なぜなのか、川原と意い気き投とう合ごう？　しつつある。

「朗は何がいいんだ？　ブリーフ派か？」

「なんでお祭りにきて下着の好みの話をしなきゃならんのだ。晴美さんもしっかりしてください。褌って……」

「面めん堂どう先輩、女子の褌は良いのです。きゅっとお尻に食い込むところなど……格別なのです」

　真顔で真剣に晴美さんは訴うつたえてきた。

「男子の褌はどうなんだ晴美？」

「男子は基本的にＮＧなのです」

「だってよ朗！」

　なにが「だってよ」なんだよ。

「オレと朗で一チーム作って、晴美と酒多さんと縁で一チーム作って、屋台の食べ物を買い出しに行こうぜ！」

「それは名案なのです。是ぜ非ひ、ここは男女で分かれましょう」

「集合場所は神社の裏手な。あそこらへんは人も少ないし！」

　勝手に二人で話を進めるな。強引だな。

「勝手に二人で話を進めるな」

　縁が腕を伸ばして川原の眼鏡めがねを抜き取るように奪うばうと、はぁ～～！　と息を吹きかけて真まっ白しろにくもらせてから元に戻した。

「目がぁああ！　オレの目がああああああッ！」

　頭を抱かかえて悶もん絶ぜつする川原。縁め……新しい攻撃方法を編あみ出だしていたのか。

「わたしも賛成しかねます！」

　珍しく酒多さんまで反対意見を出した。機能停止した川原に代かわって晴美さんが熱弁を振るう。

「でも酒多さん先輩。この広大な夜店の中から、美お味いしいものを少しでも多く発見するには、分散作戦は不可欠なのです」

「手分けするのには賛成です。けど、分け方に問題があります！」

　酒多さんは晴美さんと川原を交こう互ごに見てから頰ほおを赤らめた。

「や、やっぱり男女がいいかなって思うんです。ほら、女の子だけだとナンパされちゃうかもしれないですし！」

　縁がツインテールをぶんぶん左右させた。

「そんなやつがいたらころりゅ！　じゃない、ころころするから心配ないです酒多さん。具体的には眼鏡の上から３Ｄ眼鏡を掛けたところにサミングし殺す！」

　縁の振るったツインテールが、眼鏡が曇くもって屈かがみ気味な川原の顔面を殴おう打だする。

「縁！　テメェはオレを怒らせた！」

　眼鏡の曇りがようやくとれて、川原はじっと縁を見み据すえた。

「怒ってどうするつもりだバカ原」

「テメェが朗を狙ねらってることをバラすぞ！」

　びしっと縁を指さす。

　バラしてませんか川原くんや。まあ、見当外れもいいところだし……なぜか縁の顔が赤い。

「ば、ばばばばばばばばばっばばばあばっばばばばばばばばっっっばばばっばあ」

　ビスッ！

　縁は浴衣から白いおみ足を振るって、川原のスネにローキックを放った。地面に向けて威い力りよくを打ち込むように振り下ろすタイプのローだ。これでは力の逃げ場がない。つまりは本物の蹴けりである。折りに行く。まさにそんな気き概がいすら感じられる一撃だった。

「痛いてッ！」

　普通に川原は痛がって、蹴られた足をあげてケンケンを始めた。酒多さんが心配そうに眉まゆを八の字にさせる。

「大丈夫ですか信のぶ人とくんっ!?　縁ちゃんも、は、恥はずかしいからってそこまでしなくても……」

「だ、だだだだいたい私はこいつのことなんて……狙ってない！」

　縁の視線が俺を睨にらみ付つけた。

　瞬間、かすかに右耳がざわめく。




【なんでバレたの？】




　これは……縁の声？　気のせいだろうか。七秒後に縁に何かあるのか？　そのわりには倒れる音や爆発音や、何かトラブルめいた音は聞こえない。

　音の響き方も違っていた。いつもは環境音とともに声が聞こえるのに、ずいぶん明めい瞭りようで雑音がない。

　俺は縁を注ちゆう視しした。何が起こるかわからないが、何が起こってもいいように身み構がまえる。

　七秒は経過したと思うのだが、何も起こらなかった。

「なにをじろじろ見ている！」

「いや、別に」

「お前のことは狙ってるというか、いつか殺すリストに入っているだけだからな」

　リストにどんな名前が並んでいるのか、少し興味がある。俺しか名前が無かったら、結構傷つくな。

「あ、朗くんはわたしが守ります。たとえ縁ちゃんといえどもころころなんてさせません！」

　酒多さんが両手の拳こぶしを握にぎって縁に訴えた。

「酒多さんになにを吹き込んだッ!?　酒多さんが逞たくましく育ってるぞ！」

　縁の抗議が俺に飛ぶ。

「何も吹き込んでないから！　酒多さんは強い人なんだ！　それより、班分けだろ？　ここは適当にグーパーにするか。俺と川原でグーパーするんで、女子もグーパーで二組に分かれてくれ」

「ちょっと待て朗！　そんなことをしたらオレとテメェで組めないだろ」

「どっちの班にも男が一人いれば、ナンパの危険を回避できるだろ？」

「あーそっかー。そういうアレかー」

　川原は金魚のように口をパクパクさせた。

「じゃあ、グーパーな」

　厳げん正せいかつ公平なる組み分けの結果、川原は晴美さんとグーチーム。俺は酒多さんと縁とパーチーム。

　後あと腐くされなく綺き麗れいに分かれましたとさ。




　合流は花火の時間の五分前。場所は神社裏だった。神社は高台にあって、その裏手の丘から稲妻川が一望できる。花火を見るにもちょうど良い。地元の人間だけが知る隠しスポットだ……と、碧店長が言っていた。

　薄暗い神社裏って、なんだか怪あやしい雰ふん囲い気きがするのだけれど。男女二人で立ち入ってはいけないような。そうでもないような。

「お前、私が向こうに行けばよかったと思ってるだろ」













　俺の背後にぴたりとついて、拳を腰のあたりにぐりぐりとやりながら縁がぼそりと呟つぶやいた。酒多さんが一歩先を行く。まるで子犬のようだ。夜店も多くて目移りしてしまっている。

「別に思ってないぞ」

　縁がグーチームに行っていたら、今頃俺は酒多さんとふたりきりだ。グーチームでは晴美さんが縁と一緒で、川原を置いてけぼりにしつつさぞやハッスルしていたであろう。まあ、すべて仮定の話だが。

「お前、調子に乗ってるな？　いきなり雰囲気が変わったのが気になる」

「は？」

「異能がなくなったんじゃなかったのか？　今日は妙にその……ふ、普通だ」

「ああ、そのことか。実は……」

「……チッ。異能が戻ったか」

　なんの前まえ触ぶれもなく復活……としか説明できないのだが、俺に最後まで言わせることなく、縁は俺の異能の復活を察さつした。

　そういえばさっきの縁のアレはなんだったんだろうか。

「なあ縁。さっきお前、なんか呟かなかったか？」

「何を言ってるんだ？」

「だからその……俺を狙ってることがなんでバレたのか……みたいなことを」

　縁の拳が俺の腰にめり込んだ。メリッ……メリッ……痛い。

「そんなこと言ってない！　きちんと前を見ろ」

　見れば酒多さんが立ち止まって、視線を右へ左へ。真剣なまなざしで迷っていた。

「たこ焼きとお好み焼き、どっちも気になります！　朗くんはどっち派ですか？　まさか、どっちも自分のものにしないと気が済みませんか!?」

「酒多さん、言い方がおかしいですから」

「男の子は腹ぺこの欲よく張ばりさんです」

　酒多さんはほっぺたをたこ焼きのように膨ふくらませている。

「縁ちゃんと仲良くしてくれるのは大歓迎です。けど……でも……あわわ」

　ああ、そうか。縁が俺にひっついてるのを気にして、酒多さんはわざと先行したのか。細かいところに気を遣つかって……。そんな酒多さんの困り顔をみて、縁はしぶしぶ俺から離れると酒多さんの手をとった。

「「たこ焼き」」

　俺と縁が同時に意見する。

「あ、あわわわ」

「真ま似ねするな！」

「してない！」

「異能か！」

「使ってない！」

　縁が俺にあっかんべーをして、俺も縁をにらみ返す。なんでこうもタイミングが合うんだこいつとは。

「あの、酒多さん。あとでみんなでつっつくのなら、たこ焼きを何パックか買うのがいいと思うんです」

「あ！　なるほどそうですね！　そっか。やっぱりちゃんと理由があるんですね。朗くんが縁ちゃんのそばにいるのも……だからわたしが変に心配するとこじれちゃうから……」

　口をごにょごにょさせてから酒多さんはうんとうなずいた。

「たこ焼きの列に並びましょう！　縁ちゃんもそれでいいですか？」

「異論はない」

　小難しそうな返答をして縁は酒多さんについていった。

　人気のたこ焼き屋さんだが、回転も早くて並ぶ時間も短めだ。

　ほどなくして、酒多さんがたこ焼きのパックが入ったビニール袋を片手に戻ってきた。

「俺が持つよ」

　袋を受け取った。ずっしり重い。三パックほど入っている。

「ポイズンの新メニューにたこ焼きなんて楽しそうです」

「喫茶店にたこ焼きはどうかと思うんだけど……痛ぇ」

　俺の太ももに縁の膝ひざが突き刺さった。

「やる前から諦あきらめるな」

「いや、諦めたんじゃなくて検けん討とうの結果不採用だっての」

「縁ちゃん。いけないです膝は！」

　酒多さんも、最近、縁の俺に対する攻撃は子猫がじゃれている的な感覚で、看かん過かしている気がしなくもない。が、さすがにそんな酒多さんといえども、膝はやり過ぎと判断したようだ。

「違います酒多さん。今のは行進の練習をして足をあげたら、たまたま目の前にこいつがいたんです」

　用意していたようにスラスラと縁は言い訳を並べ立てた。酒多さんが困った顔になる。

「俺は大丈夫だから心配しないで酒多さ……痛ッ！　痛いって！」

「行進しているだけだ」

　左右の膝の連撃に俺の右太ももはパンパンだ。

「ストップ！　縁ちゃん行進ストップ！」

　酒多さんの指示で縁はピタリと攻撃をやめた。

「よかった。止まって」

　ほっとする酒多さん。さすがの縁も酒多さんには逆らえないようだ。俺は思わずニヤリとした。

「……チッ」

　殺意の視線で舌打ちをいただきました。




　いくつか買い物をして、賑にぎやかな参道を三人で歩いた。酒多さんがぽつりと呟く。

「もし、二人と合流できなかったら、その時はその時ですね朗くん？」

「え？　二人って？」

「晴美さんと信人くんです」

「いや、なんで？　ケータイで連絡すれば……」

　俺がケータイを手にすると酒多さんは慌あわてて俺の手をとりケータイを閉じさせた。

「いけません朗くん。そういうのは無ぶ粋すいです」

「無粋？」

「せっかく組み分けで二人っきりになったのに……」

　何か強烈な勘かん違ちがいを俺は感じた。酒多さんって、乙女おとめだ。乙女すぎてなんでも恋愛に当てはめてしまうところがある。

「年の差なんて愛には関係ないです！」

　三歳差か。って、俺もなにを普通に酒多さんにのせられてるんだ！

「あり得ないですよ酒多さん。だって晴美さんはその……」

　変態。なのは間違い無い。

「晴美さんは奥手です。今夜がチャンスです！」

　男子が苦手でも、晴美さんは女子には必要以上に積極的ですけどね。

「朗くん！　合宿の時に気づかなかったんですか？　晴美さんが眼鏡をなくした信人くんをフォローしてあげたことを！　それに今日だって、二人でひそひそ話をしてたし」

　俺は気づかなかったけど、酒多さんはあの二人のことを実はひっそりかつ、きちんと気に掛けて見ていたのか。

　他人に対して敏びん感かんなんだけど、微妙にズレてるところがあるぞ酒多さん。

　しかし、晴美さんと川原がする密談の内容ってなんだろう。

　変態と変人で何を話しているのか想像もつかない。

　ともかくあの二人が共闘するということは、やっぱりそれぞれの本命が分かれているからだよな。川原は酒多さんで、晴美さんは縁か。縁はなびかないでしょうに晴美さん。そして川原……俺はお前には負けない。勝負だ。もう俺は逃げないぞ。

「くん……朗くん？　だから、信人くんと晴美さんの愛のキューピットが必要だと思うんです」

　酒多さんの熱弁は続いていた。縁がうなずく。

「あいつらうざいからいなくてもいい」

　厄やつ介かい払ばらいができてすっきりした的なご意見だ。というか、酒多さんさえいればいいんですねわかります縁さん。

「縁ちゃんは素直じゃないです。ちゃんと二人のことを祝福しましょう！」

　うーむ。酒多さんの誤解を早くなんとかしないと。

「たぶん川原と晴美さんは酒多さんが思っているような関係じゃないですよ」

「そ、そうなんですか朗くん!?」

　思った以上に酒多さんは聞き分けがよさそうな雰囲気だ。けど、その根こん拠きよをここで言うべきなんだろうか。

　晴美さんが女の子スキーな変態で、川原は酒多さんのことが好き。

　晴美さんのことはまだしも、ここで俺がなんで川原なんぞの恋愛の肩を持ち、援えん護ご射しや撃げき的なことを言わなきゃならんのだ。

「ともかく酒多さん。あんまり周囲がとやかく言うとこじれるから、そういったことは本人たちに任まかせて、自然の成なり行ゆきを見守るのが仲間としての思いやりなんじゃないかと俺は思います」

　酒多さんの瞳ひとみが輝かがいた。

「目から鱗うろこです。そうですよね。朗くんの言う通りです。さすが朗くんです」

　そこまで持ち上げられると困るんですけど酒多さん。

　俺が照れ笑いをしていると、容よう赦しやなく縁が膝を俺の外ももにぶつけてきた。

「痛いからまじで！」

「私はお前の太ももをパンパンにして鍛きたえてやってるんだ。酒多さん。これは訓練ですから。筋肉細胞というのは、一度破壊されると再生された時により屈くつ強きようになるんです」

「縁ちゃん！　朗くんの太ももを鍛えすぎです！　今日はこのくらいで勘かん弁べんしてください！」

　なんか、時代劇の悪代官と善良な町娘みたいな会話だな。さしずめ俺は病気気味のおとっつぁんか！

「買う物も買ったし、そろそろ行かないか？」

　俺は縁に案内を頼むことにした。境けい内だいへの石段は、これからの花火の時間に合わせて見物客たちが登りつつある。

　通勤ラッシュとまではいかないが、結構な人混みだ。

「はい！　こうしましょう！　朗くんの右手はわたし。左手は縁ちゃんです。これで安全です♪」

　いきなり、酒多さんは縁の手を取って俺とつながせると、残った右手をきゅっと握ってきた。俺はいきなり両手に華だ。

　その華の片方には棘とげがあるんだけど。案の定、縁が俺を睨み付ける。

「なんで酒多さんが真ん中じゃない？」

　縁としては俺なんかより酒多さんと手をつなぎたいよな。

「あの、酒多さんが真ん中の方がいいんじゃないですか？」

「朗くんは男の子だから、女の子の手をしっかり握ってエスコートしてください♪」

　縁といえども女の子だ。他の女の子と手をつないでいる男の子と手をつなぐのって、酒多さんの恋愛観的にどうなんだろうか。

　やっぱり俺って、男としてみられてないのか？　縁もひっくるめて家族扱いなのか？

　いや単に、この人混みからはぐれないための最善策をとった結果なのかもしれない。

　俺が手を握っていれば、何かハプニングがあっても酒多さんも縁もどちらも助けられる。異能は復活したのだから。

　歩き出す。予想していたよりも人が多くて、石段の頂上にたどり着く前に最初の花火が上がってしまいそうだ。

　縁はうつむいていた。

「こんなやつと手をつなぐなんて……不覚だ」

　不覚って……酷ひどい言われようだな。縁は続ける。

「お前なんて、セーターに猫の抜け毛が静電気で吸い寄せられまくり死ねばいいんだ」

　瞬間、俺の右耳が音を拾い上げた。それは打ち上がった花火の音ではない。




【男の子と手をつなぐなんて……恥ずかしい】




　縁の声だった。

　まただ。さっきのは空耳だと思っていたけど……いや、気のせいだ。だいたい聞こえる意味がわからない。けど……なんだよ。この声は。

　もしかして、縁は恥ずかしいのか？

　思わず俺は縁から手を放していた。縁は肩をびくつかせて俺を見る。

「な、なななななんで手を放した」

「いや、別に」

　咄とつ嗟さの言い訳なんて思いつかない。確かにさっきのは縁の声だった。俺は自分で思っている以上に動どう揺ようしている。

　縁はあっかんべーをしてみせた。

「バーカ！」

　ストレートだなおい！

　もう○○死ねのバリエーションもつきましたか縁さんや。酒多さんが俺ごしに縁を心配している。

「大丈夫ですか縁ちゃん？　もう少しゆっくり行きますか？」

「問題ないです酒多さん」




【うう……なんで私の手だけ放すんだ】




　まただ。俺は自分の方から縁の手を握る。

「いきなりなにをする！」




【あれ？　朗の方から手を握ってくれるなんて……嬉うれしい】




　俺の手の中が一気に汗ばんだ。

　これってまさか……もしかして……。

　異能なんじゃないか？

　七秒後の未来の音とは違うけど、普通の耳には聞こえない音が聞こえている。

　たとえばそう……心の声……とか？

　瞬間、ヒュ～～～～ン！　という甲かん高だかい音が夜空に響いた。石段を登る人々の足が止まった。大鳥居の向こう側を見上げる。

　パァアアアアアン！　と、大たい輪りんが咲さき誇ほこった。この一発目を皮切りに、次々と花火が上がる。空が色とりどりの光で満たされていった。

「綺麗です。とっても」

　酒多さんがうっとりしている。

「こんなの普通です。某遊園地では毎晩やってることです」

　今ここで言うことかよ縁。




【綺麗だなぁ……】




　縁の声は花火の音にかき消されることなく、はっきりと俺の右耳に届いていた。

　この夏、俺に異能が一つ増えました。
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　あとがき




　最近卓たつ球きゆうを始めました！

　淺あさ沼ぬまです。

　卓球部だったわけでもないのですが、温泉に行ったさいにやった卓球が楽しすぎて、いつのまにやらラケットを作ったりシューズを揃そろえたり。

　週一回ペースですが、市内の専門店に行って台を借りてポコポコやっております。

　それにしても卓球の道具って種類が多い！

　自分が小学生くらいの頃は、コルクがついていてそこに指をひっかけて使うペンホルダーラケット＝卓球のラケットというイメージでしたが、今はシェイクハンドの方が一般的なようです。

　シェイクハンドというのは棒状のグリップで、握あく手しゆをするよう握にぎって使います。テニスのラケットに近いかもしれません。このグリップの形も末すえ広ひろがりだったりまっすぐだったりと様々です。

　木の部分（ブレードというそうです）も、単板と合ごう板ばんに分かれていて、合板も三枚、五枚、七枚とプレイスタイルによって向き不向きがあったりもします。さらに合板の中にカーボンを挟はさみ込こんだりと、なんだかハイテクな感じです。

　昔からペンホルダーの方が好きだったのですが、シェイクとペンの両方ともラケットを作ってしまいました。しかもペンホルダーは中国式というシェイクハンドのグリップを短く切り詰めたような形のものに挑戦！

　ペンだけど裏側にもラバーを貼はって使うのが一般的なようです。裏面打法かっこいい！　けど、ラバー二枚貼ると重たい……ぐぬぬ。

　さらにラケットをそのまま使っていて、指が角カドに当たって痛いのなんの。

　新しいラケットなので指に合わせて削けずるのがちょっともったいないな～～なんて、貧びん乏ぼう性しようのせいでしばらくシェイクハンドに浮気していました。

　しばらく交こう互ごに使ってみて、やっぱりペンの方がしっくりくると確認。さらに裏面打法をやるよりも、普通にバックハンドで返した方が安定するので……まだほとんど使っていないけど、バック側のラバーを剝はがして黒いシートを貼りました。

　せっかくの中国式ペンなのに片面のみ……まだ使ってはいませんが、次回の卓球が楽しみです。

　そんなわけ（？）で、今回は温泉卓球シーンが入っております。口絵にもカラーでばっちりと。浴衣ゆかたとスリッパでする卓球はいろいろな意味で熱いです。

　本編で登場したホテルですが、実際のものとは異なります。そこらへんはフィクションですのでご了承くださいませ。

　むむむ！　あとがきが五ページですって!?

　ではもう一つ、最近の楽しみといえば……水切りヨーグルトを作ること及および食べること。以前からその存在は知っていたのですが、水切りなんて面倒そうだなぁ……と思っていたら、これが実はすごく簡単にできちゃうんです。

　少し大きめのコップを用意して、封を切ったナチュラルヨーグルトに厚手のキッチンペーパーをかぶせて輪ゴムでぴったり止めて、大きめのコップにヨーグルトの容器をひっくり返してのっけておくだけでいいんです。

　すごく簡単！

　一晩で良い感じに水が切れて、もったりさっぱり不思議食感なヨーグルトができあがります。

　小皿に取り分けたらハチミツなんかを適量かけてできあがり。レアチーズケーキのようなそうでもないような。もちろんヨーグルトなのでお腹にも良いです。

　そして、乳にゆう清せい。これが残るのですが、担当Ｇさま曰いわく「化粧水に加工しても良いカンジ」のだとか。気になる人はウェブで調べてみてね♪　と思いつつ自分は乳清を一気のみ。レモンよりきつくないですが、けっこうパンチのあるすっぱさです。

　牛乳で割ってシロップを入れて飲むとラッシー風になるんだとか。

　そんなわけで、そろそろ次回のお話について。

　学園祭のお話を準備中です。学園祭といえば出店！

　どんなお店になるかは……ひみつ！

　そして波は乱らん含ぶくみな恋の行方もお見み逃のがしなく！

　そんな感じでクライマックスを迎えそうな予感です。

　お楽しみに！

　え？　まだページがあるって!?

　ではでは最後にスペシャルサンクス。

　取材に行った熱あた海み＆伊い東とうのみなさま！　川かわ沿ぞいでカメラを構えていたらいきなり話しかけてきた謎のおじさん！　気さくすぎ！　でもありがとう！　そしてありがとう！

　今回も素敵なイラストを描いていただいた飴あめ沢ざわ狛こまさま。酒さか多たさんと縁ゆかりの凹おう凸とつの対比が容よう赦しやない！　でも不思議！　どっちも可愛い！

　そして担当Ｇさま。飯打ち合わせの度たびにミニサラダをこっちによこしてくるほどの、徹てつ底ていした野菜アンチ！　野菜食べろ！　でも水切りヨーグルトを自宅で作れると気づかせてくれてありがとう！

　そして、今回も最後までおつきあいいただいたみなさまに感謝です。

　次回は秋頃にお目にかかれれば幸いです。




　二〇一一年　五月吉日。





淺沼広こう太た　






　追伸、ペンドラっぽいけどカットマンに憧あこがれるんよぉ。















著者

淺沼広太

Kota Asanuma




東京に近い千葉県在住の超アクティブ作家。最近はカメラを持って散歩に行くのが趣味のもよう。

近著は『天使の飼い方・しつけ方』『王ディション！』シリーズ（スーパーダッシュ文庫）、『ディーは人型魔装具です。』（ＭＦ文庫Ｊ）等多数。










イラスト

飴沢 狛

Koma Amezawa




関東近郊在住のラブリーな漫画家兼新人イラストレーター。

ふんわりと愛らしい独特の塗りと、くるんと大きな瞳の可愛い女の子で注目を集めている。

http://koimomatautau.web.fc2.com/index.html










電子版　ファミ通文庫





７なな秒びよう後ごの酒さか多たさんと、俺おれ。③











著者／淺あさ沼ぬま広こう太た

イラスト／飴あめ沢ざわ 狛こま








2015年2月20日電子版ver.1.0発行








発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　沼田里奈









(c)2011 Kota Asanuma




本電子書籍はファミ通文庫『７秒後の酒多さんと、俺。③』（2011年7月12日発行　初刷）を元にして制作しております。


















item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p252.jpg
FIt 2 Yt —_EYY R

5 Q/\uﬁ?\/.} :
=2 3—@/‘—&\3 AN
B4l RN I I

B2

W
npl

16





item/image/p011.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p221.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		Track 00



		Track 01



		Track 02



		Track 03



		Track 04



		Track 05



		Bonus Track



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p195.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/midashi07.jpg
Bonus
Track





item/image/p169.jpg





item/image/midashi06.jpg
Track
05





item/image/midashi05.jpg
Track
04





item/image/midashi04.jpg
Track
03





item/image/midashi03.jpg
Track
02





item/image/midashi02.jpg
Track
01





item/image/midashi01.jpg
Track
00





